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序

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターでは、京都府内の公共事業に伴う

埋蔵文化財の発掘調査を行ってまいりました。この間、当センターの業務の遂行

にあたりましては、皆様方の御理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

本書は『京都府遺跡調査報告集』として、農林水産省近畿農政局の依頼を受け

て行った平成18・19年度に実施した国営農地再編整備事業「亀岡地区」関係遺跡

に関する発掘調査の成果を収めたものであります。本書が学術研究の資料として、

また、地域の埋蔵文化財への関心と理解を深めるうえで、ご活用いただければ幸

いです。

おわりに、発掘調査を依頼された農林水産省近畿農政局をはじめ、京都府教育

委員会などの各関係諸機関、ならびに調査に参加、協力いただきました多くの方々

に厚く御礼申し上げます。

　平成21年３月

財団法人　京都府埋蔵文化財調査研究センター

理 事 長　　上 田 正 昭　　
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例 言

１．本書に収めた概要は下記のとおりである。

２．遺跡の所在地、調査期間、経費負担者および報告の執筆者は下表のとおりである。

遺跡名 所在地 調査期間 経費負担者 執筆者
１． 時塚遺跡第
15・17 次

亀岡市馬路町時
塚・筋違ほか

平18.９.４～平19.２.22
平19.４.23～平19.９.27

農林水産省近畿
農政局

伊野近富
岩松　保
岡﨑研一
石崎善久
筒井崇史
松尾史子

３．本書で使用している座標は、世界測地系国土座標第６座標系によっており、方位は座標の

北をさす。また、国土地理院発行地形図の方位は経度の北をさす。

４．本書の編集は、調査第２課調査担当者の編集原案をもとに、調査第１課資料係が行った。

５．現場写真は主として調査担当者が撮影し、遺物撮影は、調査第１課資料係主任調査員田中

彰が行った。
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国営農地整備再編事業「亀岡地区」関係遺跡
平成18・19年度発掘調査報告

時塚遺跡第15・17次

はじめに

時塚遺跡は京都府亀岡市馬路

町時塚・筋違ほかに所在する。

ճの調査は農林水産省近畿農ࠓ

政局がܭը、ਪਐしている国営

農地再編整備事業「亀岡地区」

に伴って実施した。

時塚遺跡はܡ઒東؛のஈٰ上

に立地しており、Ҵ༿ࢁの南࿢

にల։する。周辺には多਺の遺

跡がଘ在し、これまで当調査研

究センターをはじめ、亀岡市教

育委員会、京都府教育委員会が

この事業に伴う発掘調査を実施

し、多਺の成果をڍげている。

ͦの成果にͭいてはେ部分がすでに報告ࡁΈであるため本ࣶではׂѪする。

時塚遺跡の調査は、当調査研究センター、亀岡市教育委員会、京都府教育委員会が調査を実施

し、平成６年の西Ԃ部京都ૹిઢ޻事に伴う調査を第１次調査とし、17次におよͿ発掘調査が実

施されてきた。ͦの݁果、時塚遺跡はೄ文時୅中期からの遺構、遺物が֬ೝされ、໻ੜ時୅中期

には集མと墓域がల։し、ݹ墳時୅中期にはಛҟな६ͪ࣋人形৥ྠをもͭ時塚１号墳を中心とし

たݹ墳群がల։すること、ͦしてಸྑから平҆時୅にかけては掘立柱建物群を中心に集མが営ま

れることなどが໌らかとなってきている。

ճ、報告を実施する時塚遺跡第15次は平成18年8月17೔から平成19年２月22೔にかけて、第ࠓ

17次は平成19年４月23೔から平成19年9月27೔にかけてͦれͧれ調査を実施した。

なお、現地調査を実施するにࡍして様々な面でごࢦಋ、ご協力を௖いた、地࣏ࣗݩ会をはじめ

とする関係諸機関、ならびに調査に参加いただいた࡞業員・ิॿ員・整理員の皆様方にँҙを表

する。本ߘの執筆は、各担当者が行ったほか、立໋ؗେ学େ学院ੜ୩上真༝ඒが分担し、各߲຤

尾に執筆者を記した。- （石崎善久）

第１図　調査地位置図および周辺主要遺跡分布図（1�50
000）
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第２図　時塚遺跡調査地全体図
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１．時塚遺跡第15次

（１）調査経過

時塚遺跡第15次調査区は府ಓڷϊޱ༨部ઢの東ଆに設ఆされた調査区であり、当調査研究セン

ターの実施した第８次調査Ｄ地区の南にྡ઀する。調査は亀岡市教委員会と京都府教育委員会の

実施したࢼ掘調査の݁果を受け、଄成により遺跡のଛյする部分を対৅に京都府教育委員会との

協ٞを経た上で実施した。

現地調査は当調査研究センター調査第２課調査第１係長খ஑׮、ಉ次੮૯ׅ調査員伊野近富、

ಉ主任調査員岩松保、ಉઐ໳調査員ࠇ௶一थが担当した。

調査区は１～５地区に分けて調査を実施した。また、調査్中で３地区と２地区の間に６地区

が௥加され、࠷ऴతには߹６ܭ地区に分けて調査を実施することとなった。

調査は平成18年９月４೔にணखし、ॏ機による表土掘削を実施したのͪ、人力によりॱ次、遺

構掘削、記࿥࡞業を実施した。現地આ໌会は平成19年１月27೔に行い、多਺の参加者をಘること

ができた。現地調査は平成19年２月22೔をもってऴྃした。調査面ੵは5
400ᶷである。

土・চ土・遺࡞ߞ、本తな層序は時塚遺跡第６・８次調査とมわることなくجճの調査地のࠓ

物แؚ層・ΫϩϘΫ層・ԫ׊৭系೪࣭土もしくは࣭࠭土の地ࢁである。ΫϩϘΫ層は３・５地区

を中心にೝめられたが、ͦのଞの地区では地ࢁ面上で遺構を検出した。

遺構はϐοτ、竪穴式住居跡、ݹ墳、方形周溝墓などを検出した。調査ஈ֊では各τϨンνご

とに遺構൪号を௨しで付していたが、整理࡞業ஈ֊では、ݹ墳の周溝および周溝墓には৽たに൪

号を付すこととした。ݹ墳は時塚３号墳とし、方形周溝墓に関しては、周溝墓を構成するとΈら

れるෳ਺の溝から復原తに15−１号墓のように周溝墓を復原した上で൪号を付し報告を行う（第

３図）。また、方形周溝墓のن໛に関しては原ଇとして、溝の心々間ڑ཭をとる。なお、報告に

おいては方形周溝墓൪号と、遺構൪号の྆者をซ記することとする。

遺物のऔり上げにࡍしては、東西方޲にＡ～̯、南北方޲に１～25の４Nϝογϡを座標にԊ

って設ఆし、খ地区とした。遺物は原ଇ、このϝογϡにしたがってऔり上げ࡞業を実施した。

ͦのため、方形周溝墓などでは正֬な出土位置が೺Ѳできていない遺物がଘ在する。

Ҏ下、各地区ごとに報告を実施する。なお、খن໛なϐοτ΍ੑ֨ෆ໌の溝などからは໻ੜ土

器の遺物がগྔ出土しているが、これは下層の遺構の遺物がࠞೖしているՄೳੑがきわめてߴい

ものと൑断された。ͦのため、原ଇとして、整理࡞業ஈ֊でؼଐ年୅の໌らかとなった໻ੜ・ݹ

墳時୅の遺構・遺物と、ඈௗ時୅Ҏ߱の遺構・遺物に分けて報告するが、໻ੜ土器のখഁยなど

を出土する時期ෆ໌遺構にͭいては後者にؚめて報告することとする。また、方形周溝墓΍、掘

立柱建物跡のようにෳ਺の地区にまたがる遺構に関しては、どͪらかの地区でまとめて報告を行

うこととする。

（伊野近富・石崎善久）
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第３図　時塚遺跡方形周溝墓復原図（1�500）
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ʢ̎）15ʔ１஍۠

15−１地区はࠓճの調査対৅地の中でも北西に設ఆした調査区である。調査区では上層遺構と

して掘立柱建物跡群΍土坑・ੑ֨ෆ໌のϐοτ・溝を、下層遺構として໻ੜ時୅の方形周溝墓を

検出した。ݹ墳時୅にଐする遺構は֬ೝできなかった。

１）໻ੜ時୅ͷ遺ߏɾ遺෺

ߏग़遺ݕ．̖

໻ੜ時୅にଐする遺構として方形周溝墓10جを検出した。ͦのଞ、໻ੜ時୅の遺構として֬実

されるものとして、土坑・溝などがある。方形周溝墓はྡ઀の地区にもおよΜでおり、;たͭࢹ

の地区にまたがるものは、本߲で報告する。Ҏ下、各遺構にͭいて概؍する。

第４図　１地区検出遺構配置図（໻ੜ時୅、1ö400）
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第５図　15−１地区方形周溝墓実測図（１）（平面ɿ1ö200、断面ɿ1ö50）
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15ʵ１߸ุ　࿈ଓする３جの溝、ＳＤ198（෯1.9 ・̼深さ0.6̼）

を北辺に、ＳＤ534（北半部ɿ෯3.6̼・深さ0.5̼）を東辺に、Ｓ

Ｄ540（෯1.3̼・深さ0.5̼）を南辺にもͭ周溝墓として復原した。

西辺には区ը溝は֬ೝされなかった。後ड़する15−２号墓とは

ＳＤ534を、15−３号墓とはＳＤ540をͦれͧれ共༗している。

周溝墓のن໛は東西７̼Ҏ上、南北７̼を測る。

遺物はＳＤ198では溝のほ΅中心࣠で、溝ఈ部に઀する形で、

ᆵ（170）・ᙈ（190）・୆付ᆵ（178）・ԁ૭付土器（206）などが検出

された（第８図）。遺物の出土状況からは墳ٰからのసམである

か、周溝֎からの౤غであるかなどの状況を࢕うことはできな

い。また、周溝北端ではᙈ（197）が検出された。

ＳＤ534では溝中央部での遺物出土状況を図ࣔした（第６図）。

ᆵ（66）・ߴഋ（101）などがある。いͣれも周溝の掘形に઀して検出された。ͦのうͪޱ޿ᆵ（65）

は15−１号墓ଆからのసམのՄೳੑがߴいものと൑断される。

ＳＤ540における遺物は、東半部に集中して埋຅していた。

周溝墓に伴う埋葬施設としてＳＫ449（第７図）を૝ఆしておきたい。ن໛、形状΍上層の遺構

との੾り߹い関係、埋土中から໻ੜ土器ยのΈが出土していることから15−１号墓に伴う埋葬施

設であるՄೳੑがߴい。ＳＫ449は平面長方形ϓϥンをఄし、南北方޲に主࣠をとる南北1.6̼、

東西0.5̼、深さ0.15̼のن໛をもͭૉ掘りの土ᆮである。土ᆮఈ面は北ଆがߴい。棺のࠟ跡౳を

֬ೝすることはできなかった。

15ʵ̎߸ุ　15−１号墓の東に位置する。ＳＤ534を西辺に、15−4号墓の北辺を区ըするＳ

第６図　ＳＤ534遺物出土状況図（1ö20）

L=103.00m

L=
10
3.
00
m

第７図　15−１号墓埋葬施設
ＳＫ449実測図（1�50）
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Ｄ571（෯１̼・深さ0.3̼）を南

辺に、ＳＤ549の北ଆへのಥ出

部分（෯１̼・深さ0.15̼）を東

辺にもͭ方形周溝墓として復原

した。北ଆには区ը溝は検出さ

れていない。ྡ઀する周溝墓と

の前後関係はෆ໌である。

周溝墓のن໛は東西10.6Nを

測る。南北方޲のن໛にͭいて

は൑断するための遺構などがな

くෆ໌である。

遺物の出土状況は図ࣔするこ

とはできͣ、15−４号墓と共༗

する区ը溝から出土している遺

物にͭいても、どͪらの周溝墓

に伴うものであるのか൑断する

ことができない。

15ʵ̏߸ุ　15−１号墓の

南に位置する。ＳＤ540を北辺

に15−１号墓と共༗し、東はＳ

Ｄ534、南はＳＤ517で区ըされ

る。ＳＤ534は 長 さ4.8N、 ෯

1.1Nにわたって、周溝の一部を

周辺より15～17DNあまり土坑

状に掘り下げているが、この部

分の機ೳ΍ੑ֨にͭいては໌֬

ではない。溝内埋葬のՄೳੑも

൱ఆできないが、΍΍େܕであ

るため、周溝墓の盛土֬保のた

めの再掘削によるもののՄೳੑ

がߴいとߟえる。西ଆの区ը溝

などは調査区内では検出されな

かった。周溝墓のن໛は東西９

NҎ上、南北12Nを測る。

周溝内における遺物の出土状 第８図　ＳＤ198遺物出土状況図（1ö20）
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況はＳＤ534の南ଆでେܕのᆵ（79）が出土している（第９図）。

出土位置からΈてこの周溝墓に伴うものであるՄೳੑがߴい。

また後ड़する15−７号墓の北ଆ区ըＳＤ517北西部における遺

物（第15図上ஈ）も、図ࣔされたものは周溝ఈからුいており、

周溝墓が一ఆ埋຅してからのసམ、もしくは遺غとΈられる。

平面తな出土状況から、これらの遺物はこの周溝墓に伴うもの

であるՄೳੑがߴい。

この周溝墓に伴う埋葬施設としてＳＫ551（第10図）を૝ఆし

ておく。東西方޲に主࣠をもͭ、平面長方形ϓϥンをఄするૉ

掘りの土ᆮである。棺のࠟ跡などは֬ೝされなかった。ن໛は

長࣠2.5N、୹࣠１N、深さ0.15Nを測る。໻ੜ土器のখยのΈ

が出土している。

15ʵ̐߸ุ　15−３号墓の東にྡ઀する。北は15−２号墓

の南辺のＳＤ571、東は15−５号墓の西ଆ区ըＳＤ549、西は15

−３号墓とＳＤ534を共༗し、南は15−８号墓の北ଆ区ը溝であるＳＤ523により区ըされる。周

溝の南西ίーφー部分は周溝が్੾れており、完周していない。なお、ＳＤ549埋土の状況から、

15−４号墓は15−５号墓にઌ行して଄墓された方形周溝墓であるとߟえるが、完全に溝が埋຅し

た後に15−５号墓が଄墓されたものか൱かは໌らかではない。また、後ड़するようにこれは、15

−５号墓֦ு後の状況をࣔしているとΈられ、15−５号墓のங଄ஈ֊での様૬をࣔしているもの

第10図　15−３号墓埋葬施設
ＳＫ551実測図（1�50）

第９図　ＳＤ534遺物出土状況図（1ö20）
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ではないようである。周溝墓のن໛は東西10.6N、南北8.8Nを測る。

15−８号墓と共༗する南ଆ区ը溝内から໻ੜ土器が出土した（第11図）

が、平面తな出土状況からは、どͪらの周溝墓に伴うものか൑断するこ

とはできない。また、出土状況図と遺物を照߹することもできなかった。

この周溝墓の埋葬施設としてＳＫ558（第12図）を૝ఆする。周溝墓のほ

΅中央に位置していること΍、出土遺物にਢܙ器などがଘ在しないこと

から、埋葬施設のՄೳੑがߴい。土坑は平面は΍΍いびͭな長方形ϓϥン、

断面形はૉ掘りの形状をఄする。ن໛は長࣠２̼、୹࣠0.6̼を測り、深

さは0.15̼が遺ଘする。主࣠はほ΅真東西方޲にもͭ。土ᆮఈ面は東ଆ

がߴい。木棺のࠟ跡などは֬ೝできͣ木棺墓か土ᆮ墓かෆ໌である。

15ʵ̑߸ุ　15−４号墓の東にྡ઀する。ＳＤ315、２地区で検出さ

れたＳＤ563を北辺の区ը溝とし、西辺は15−４号墓の東ＳＤ549とॏෳ

する。ઌड़したように、この溝の断面から15−４号墓がઌ行して଄墓さ

れたものとΈられる。南辺は15−８号墓の北ଆの区ը溝ＳＤ523によりը

される。東ଆは２地区ＳＤ535によりըされる。北東および南東ίーφー部分は周溝が్੾れて

いる。なお、北ଆにはさらに１地区で検出されたＳＤ342、２地区で検出されたＳＤ534がＳＤ

535と主࣠をあわͤて८っており、この周溝墓の֦ுが行われたՄೳੑがある。また、ＳＤ549北

端はＳＤ342と࣠をͦΖえるようにＳＤ315より北ଆにಥ出していることから、この周溝墓֦ு時

に再掘削された溝であるՄೳੑをߟえたい。

第12図　15−４号墓埋
葬施設ＳＫ558実測図

（1�50）

第11図　ＳＤ523遺物出土状況図（1ö20）
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第13図　15−５号墓実測図（平面ɿ1ö200Ŋ 断面ā1ö50Ŋ 遺物出土状況ā1ö20）



京都府遺跡調査報告集　第 135 ࡭

-12-

なお、15−６号墓との੾り߹い΍前後関係にͭいては໌֬ではない。

周溝墓のن໛は南北方޲に֦ுがあったという前ఏで、֦ு前が、南北11.6N、東西10Nを、

֦ு後のن໛は南北13.3Nをͦれͧれ測る。

遺物はＳＤ549北端で周溝墓֎からసམした状ଶでᆵ（108・142）、୆形土器（156）が、ＳＤ549

の中央から南ଆではޱ޿ᆵ（116）、ࡉᰍᆵ（123）、ޱ޿ᆵ（119）が出土している（第13図）。前者は、

再掘削後に周溝墓֎から遺غあるいはݙڙされたものとΈられる。後者は再掘削時の溝内から出

土しているが、この周溝墓に伴うものか、再掘削Ҏ߱に15−４号墓ଆからసམしたものの྆者の

Մೳੑがߟえられる。

この周溝墓では埋葬施設を֬ೝすることはできなかった。また、墳ٰ上ではෆ整形なＳＫ502

が検出されたが、遺構のੑ֨にͭいては໌֬ではない。

15ʵ̓߸ุ　15−３号墓の南にྡ઀する。完周するとΈられるＳＤ517で区ըされるが、西ଆ

は֧ཚがஶしくৄࡉはෆ໌である。周溝は東にྡ઀する15−８号墓、北に઀する15−３号墓と共

༗している。東ଆ区ը溝内では15−８号墓ଆで部分తに再掘削されたような状況がΈられるが、

断面࡯؍からは前後関係をࣔすことはできなかった。周溝のن໛は北ଆで෯1.7N、深さ0.3N、

東ଆで෯2.7N、深さ0.6N、南ଆで෯1.5N、深さ0.3N、西ଆで෯1.8N、深さ0.23Nを測る。また、

南ଆ周溝は中央部でさらに南ଆにԆびていく部分がΈられる。この南にԆびていく溝の東西に周

溝墓を૝ఆすることがՄೳであり、ここでは15−12・13号墓としておく。周溝墓のن໛は東西

11.4̼、南北13̼を測る。

北ଆ区ըＳＤ517の西端からはߴഋ（34）、ᙈ（21・22）、ᆵ（18）などが出土している（第15図上ஈ）。

平面తな出土状況からはこの周溝墓に伴うものではなく、北ଆの15−３号墓ଆからసམしたもの

のՄೳੑがߴいとߟえる。ޱ޿ᆵ（20）にͭいては、どͪらの周溝墓にଐするものかෆ໌である。

南ଆ周溝内では水ࠩし形土器（14・15）が、ࡉย化して出土している（第15図下ஈ）が、出土状況

からΈて、周溝֎の南ଆからのసམもしくは遺غとΈられる。

15ʵ̔߸ุ　15−７号墓の東にྡ઀する方形周溝墓である。北ଆおよび東ଆは、15−４・５

号墓と共༗し、南東へ۶ۂするＳＤ523（北ɿ෯2.1̼・深さ0.5̼、東ɿ෯１̼Ҏ上・深さ0.5̼Ҏ上）

で、南ଆはＳＤ515（෯1.7～2.7̼・深さ0.1～0.25̼）で、西ଆは15−７号墓と共༗するＳＤ517で

区ըされる。周溝墓のن໛は東西18̼、南北12̼を測る。なおＳＤ515は西端で北に۶ۂし、Ｓ

Ｄ517との間に掘り࢒しがΈられる。したがって、東ଆにͭいてはܣ൞のためৄࡉはෆ໌であるが、

গなくとも完周する周溝をもͭ周溝墓ではない。またＳＤ515は南ଆにさらにԆびる部分がೝめ

られるため、ઌड़したＳＤ517の南にԆびる部分との間に１جの周溝墓を૝ఆしておきたい（15−

13号墓）。また、南東部にも方形周溝墓を૝ఆする（15−14号墓）が、これにͭいては４地区の߲

でड़΂ることとする。

遺物は周溝内北西部で໻ੜ土器が出土しているが、この周溝墓に伴うものか໌らかではない。

Ҏ上の方形周溝墓のほかに、໻ੜ時୅の遺構として、土坑、溝、柱穴などがある。柱穴にͭい

ては出土遺物のΈを記ࡌした。
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̨̠���（第14図）　15−７号墓の北ଆで検出された土坑である。上層の柱穴との੾り߹い関係

΍出土遺物が໻ੜ土器のΈであること、平面形状などから໻ੜ時୅の木棺墓、もしくは土ᆮ墓と

໛は長࣠1.9̼、୹࣠1.1̼、深さ0.1̼をن。にとる޲える。平面は方形をఄし、主࣠は東西方ߟ

測る。棺のࠟ跡などは֬ೝされていない。周辺に໻ੜ時୅の溝などを֬ೝすることができͣ、区

ըをもたない埋葬施設のՄೳੑがߴい。

̨̙��　τϨンν中央部で検出されたෆ整形な溝である。北端が南西ଆへ۶ۂする。全体に

第14図　15−７・８号墓実測図（平面ɿ1ö200Ŋ 断面1ö50）、ＳＫ209実測図（1�50）
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第15図　ＳＤ517遺物出土状況図（1ö20）
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土坑などが੾り߹いながら構成されたような形状をとる。ੑ֨にͭいてはෆ໌であるが、一部は

方形周溝墓のܽ࢒のՄೳੑがある。

̨̙���　ＳＤ96の南に位置する南北方޲のૉ掘り溝である。

̨̠1�　１地区北東部で検出したෆ整形な土坑である。

̨̠���　15−１号墓の北ଆＳＤ198の西で検出したෆ整形な土坑である。

̨̠�5�　ＳＫ246の北に位置する΍΍いびͭではあるが、平面方形に近いϓϥンをఄする土

坑である。

̨̠���　τϨンν北西部で検出したෆ整形な土坑である。ಸྑ時୅の遺構にେ部分を削平さ

れている。

̨̙�1�　τϨンν北部中央で検出した「く」ࣈ状に۶ۂする溝である。ＳＤ96北西部΍ＳＫ

166とซͤて方形周溝墓を構成していた溝のܽ࢒のՄೳੑがある。

̨̠1��　ＳＤ213の北東に位置する土坑である。

̨̙���　ＳＤ549から北へのび、ઌ端部が東ଆに۶ۂする溝である。方形周溝墓のՄೳੑが

あるが、対をなす周溝などがなく周溝墓として֬ఆできない。また、ઌ端部は長さ1.3̼、෯0.8̼、

深さ0.2̼を測る平面長方形をఄするૉ掘りの土坑となっている。ＳＤ549との੾り߹い関係など

はෆ໌である。

̨̠���　調査地北西部で検出したପԁ形の土坑である。-

上記の遺構のほか、໻ੜ土器が出土した柱穴・土坑などがあるが、֬実に住居の中央土坑ある

いはഇغ土坑としてೝࣝできる遺構はない。柱穴・土坑の遺物にͭいてはՄೳなݶりந出を行い、

報告を行うこととするが、後世のࠞೖ遺物のՄೳੑも൱ఆしきれないため、໻ੜの遺構としては

֬実ͣͤࢹ、時期ෆ໌の遺構として、第47図に位置のΈを記ࡌしている。

（伊野近富・石崎善久）
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̗．ग़౔遺෺（第16図～第47図）

15−１地区出土遺物のうͪ、方形周溝墓の溝を中心に多ྔの໻ੜ土器が出土した。また、石器

にͭいても૬当ྔが出土しているが、図化࡞業がे分に実施できなかったため、ৄࡉにͭいては

期をվめて報告を行うこととし、各地区の໻ੜ土器にͭいて遺構୯位で࡯؍を行うこととする。

̨̙5��（第16図1～第17図11）　ഁยを中心に多く出土している。１のແᰍᆵはࡉかいϋέϝ

調整のあとに۳ඳ直ઢ文で০る。２はどういった形式であるかෆ໌である。中央にେきなԁ૭を

もͭՄೳੑがあり、ઌ端はߜられดじられていたものとߟえられる。３～５・９はᆵ体部である。

いͣれも体部の半ばでுり、ॎに長い形状をఄす。ᙈはંりۂげޱԑのものがある（６）。「く」

目をもͭ８ともたない７がある。７の体部下半にはϛΨΩ調整がΈࠁԑ端部にޱ、ԑのുはޱࣈ

られる。10の水平ޱԑߴഋは、ޱԑ内にわͣかなஈࠩをもͭ。

̨̙51�（第17図12～第20図61）　南溝から水ࠩし形土器２ݸ体と、受ޱ状ޱԑᆵが１ݸ体௵れ

た状ଶで出土した（13～15）。水ࠩはいͣれもޱԑ端部にࠁ目をೖれるが、14は۳ඳ直ઢ文で০る。

Ώる΍かにยޱをもͭ形状である。15はఈ面に໮のѹࠟを࢒す。੾りࠐΜだような໌ྎなยޱで

ある。13の受ޱ状ޱԑᆵは、水ࠩの上層から出土したものである。全体をϋέϝ調整するが、ޱ

ԑ部にڧいϤίφσがݟられる。ޱԑ上端と下端のࠁ目は上下の୯位がଗっていることから、ಉ

一の޻۩で一度に施したものであることが分かる。

北溝からは、完形の土器਺఺とഁยが多く出土した。20を࢝め、ແ文のᆵが目立ͭ。体部は半

ばで΍΍ுる形状をఄする（20）。ᙈはંりۂげޱԑと「く」ࣈ状ޱԑのものがݟられる（23～

25）。内֎共にϋέϝ調整のものが主体だが、25は֎面をϛΨΩ調整する。େܕᙈのޱԑ端部に

はएׯの֦ுがݟられる（27・29）。34の水平ޱԑߴഋはഋ部֎面をϋέϝ調整し、٭部内面をφ

σ調整する。33は器छෆ໌である。ԁ൘ॆర法を用いない。26は֖であるとࢥわれる。

東溝からは土器がഁยの状ଶでେྔに出土し、਺఺が完形に近い形まで復原できた。35のޱ޿

ᆵはޱԑ端部にはࠁ目を、体部には۳ඳ直ઢ文と೾状文がަޓに施される。40のޱ޿ᆵ体部は、

内֎共にૈめのϋέϝ調整を行う。38のޱԑ内面にはᚅ状のಥىが付けられている。39はᰍ部に

２৚のಥଳが付けられる。42の水ࠩは、体部を۳ඳ直ઢ文と列఺で০られる。೺खの断面はପԁ

形である。43はࡉᰍᆵの体部で、ᰍ部Ҏ上をܽく。ᙈはେখ共にޱԑ端部にࠁ目を施すものが多

くݟられる（44～46・48・50・51）。46の体部には、φσ調整の後にϋέϝ調整を施す。48は、目

のࡉかいϋέϝ調整が施される。ߴഋの٭部が２ݸ体出土している。54は柱状で、۳ඳ文で০ら

れる。56はແ文でૈいϋέϝ調整をする。ԁ൘ॆర法である。খܕの （ു55）もある。

58～61は、ＳＤ517にғまれる周溝墓の上面から出土したものである。ޱԑ内に３৚のಥଳを

もͭޱ޿ᆵ（58）΍、ޱԑ部がେきくਨ下する形状のもの（59）がある。60のᙈఈ部は内面をέζϦ

調整する。

̨̙5��（第21図62～第24図105）　େྔの土器ยが出土した。ޱ޿ᆵは、ޱԑ内を۳ඳઔ形文で、

ԑ端面を۳ඳ೾状文で০るものがほとΜどである（62～66）。ＳＤ534北半から出土した完形඼ޱ

66には、ఈ部ઠ޸がݟられݙڙ土器であるとߟえられる。ᰍ部にはࢦѹࠟ文ಥଳを施す。67はޱ
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第16図　１地区出土遺物実測図（１）
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第17図　１地区出土遺物実測図（２）
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第18図　１地区出土遺物実測図（３）
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第19図　１地区出土遺物実測図（４）
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ԑ内面に۳ඳઔ形文・ԁ形ු文・ԁ形஛؅文を、端面にも೾状文・ԁ形ු文を、ᰍ部にはࠁ目を

もͭಥଳを、体部には۳ඳࣼ֨子文を施すというߴい加০ੑがΈられる。ແ文で୹ᰍのޱ޿ᆵも

出土している（69～73）。69のΈはᰍ部に۳ඳ直ઢ文を施している。受ޱ状ޱԑᆵも多く出土して

いる（75～79）。ＳＤ534南半から出土した79はޱԑ部が直立する形状とڧいϤίφσがݟられな

いことから、ଞのݸ体よりݹい形状であるといえる。76のޱԑ端にはԜઢ文が施される。いͣれ

もᰍ部にはࢦѹࠟ文ಥଳが付けられる。େܕのࡉᰍᆵ（80・81）΍直ޱᆵ（83）も出土している。83

は３৚のࠁ目ಥଳに๮状ු文をషり付けており、೻ຏ方面の૷০と共௨している。ᙈはখܕのも

第20図　１地区出土遺物実測図（５）
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のが目立 目をもͭものとແ文のもの、ແ文で上方に֦ுすࠁ、ԑ端部に面をもͪޱ。（91～86ͭ）

るものがある。タタΩ調整のものも多くΈられる。87はいわΏる近ߐ系の受ޱ状ޱԑᙈである。

ԑ端部ޱ৭の଻土である。93はԜઢ文の׊。のϋέϝ調整をする޲ԑ部は直立し、内面にԣ方ޱ

をもͭ「く」ࣈ状ޱԑのുであり、۳ඳ直ઢ文と೾状文で০る。ほかに、Ԝઢ文をもͭ୆付きと

えられるߟ （ു95）΍ແ文の「く」ࣈ状ޱԑの （ു97）、೺ख付きの （ു96）が出土している。ߴഋは、

୯७な水平ޱԑをもͭもの（103）、水平ޱԑઌ端がେきくਨ下し、ͦこにԜઢ文を施すもの（104）

と３ݸ一૊のԁ形ු文をもͭもの（105）があり、後の２఺は٭部内面をέζϦ調整する。98は器

୆の体部であるとࢥわれる。

̨̙5��（第24図106～第28図156）　この遺構からも多くの土器ยが出土した。ޱ޿ᆵの多くは、

、げるものと޿ԑ内面をઔ形文で、端面を೾状文で০るものが多い（106～109）。端部を上下にޱ

్中でંれۂがりઌ端がਨ下するものがある。108はޱԑ部に２列のԁ形஛؅文を施す。109はޱ

ԑ端面上下にࠁ目を施す。110はޱԑ内にᚅ状のಥىとԁ޸をͦれͧれೋͭもͭ。ᰍ部に断面ࡾ

֯形のಥଳを１৚もͭものが多いが、େܕのޱ޿ᆵではࢦѹࠟ文ಥଳを付けている。調整は֎面

をϋέϝ調整するものが主体である。112は೻ຏなどでݟられるޱԑ内にಥଳをもͭਨ下ޱԑの

ᆵである。଻土は在地のものとมわりない。ਨ下部にԜઢ文を施し、ͦの上に๮状ු文をషޱ޿

り付けている。ᰍ部には断面֯ࡾ形ಥଳを６本షり付けている。一方で、ޱԑ端部にࠁ目をもͭ

のΈのものもある（116～119）。117・119のようにタタΩ調整のΈられるものもある。ޱ޿୹ᰍᆵ

はᰍ部が直立する113と、ᰍ部がΏる΍かに֎൓する114・115がある。受ޱ状ޱԑᆵは、ᰍ部の

కまりがڧく、ޱԑ部が直立（121）もしくはڧく内࿷（120・122）する。122はޱԑ部֎面が۳ඳࣼ

֨子文で০られる。123のࡉᰍᆵはＳＤ549半ばで出土したݙڙ土器である。ᰍ部と体部のڥ界に

ԁ޸がઠたれ、ఈ部がଧͪܽかれている。125のେࡉܕᰍᆵは、諸छの۳ඳ文で০られる。126の

୹ᰍᆵはޱԑ部にԜઢ文状のϤίφσが施される。体部にはϔϥによる「ί」ࣈ状のࠁΈがΈら

れる。ᙈはޱԑ端部にࠁ目をもͪ、体部上半がுる形状のものが主ྲྀで、タタΩ調整を施すもの

が多い（129～134、136～141）。133はޱԑ端部を上方に֦ுする。େܕのᙈはޱԑ端部に面をも

（ͭ136～138）。135はᙈ֖である。145の࿶状のുはޱԑ直下をಥଳとԁ形஛؅、ϔϥඳࣼ֨子文

で০る。146の٭部はಥଳとԁ形஛؅文で০り、֯ࡾ形のಁしをもͭ。文様構成のྨࣅから145・

146はಉじܕ式の土器であるとߟえられる。଻土はྨࣅするが、ಉ一ݸ体かどうかはෆ໌である。

目ࠁ部はϔϥඳきによる施文をもͭもの（143）、ແ文のもの（144・150～152）、੄部ઌ端に٭ഋߴ

をもͭもの（149）とがある。143のϔϥඳき文様は୮೾ではݟられない施文法である。୆形土器が

３఺出土している（154～156）。調整΍形状がݸ体によってҟなる。154はＳＤ534から出土した端

部ยと઀߹した。

̨̙1��（第29図157～第36図233）　ＳＤ198からは、完形΍࢒ଘ཰のߴいݸ体が多ྔに出土し

た。ޱ޿ᆵは、１఺が完形近くまで復原できた（159）。ޱ޿ᆵは、全体తにޱԑ部をେきくਨ下

さͤる形状のものが多く（157～163）、タタΩの後にϋέϝ調整を行うものが多い。158΍162など、

ݟられるが、157΍159のように೾状文とઔ形文の૊Έ߹わͤもݟԑ端面にԜઢ文をもͭものがޱ
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第21図　１地区出土遺物実測図（６）
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第22図　１地区出土遺物実測図（７）
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第23図　１地区出土遺物実測図（８）
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第24図　１地区出土遺物実測図（９）
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第25図　１地区出土遺物実測図（10）
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第26図　１地区出土遺物実測図（11）
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第27図　１地区出土遺物実測図（12）
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られる。161のᰍ部ಥଳには、ϋέϝ޻۩原体によるࠁΈが施されている。162のޱԑ端面はԜઢ

文の後に５本一૊のࠁΈがいれられ、๮状ු文の名࢒りかとࢥわれる。163のଠᰍのޱ޿ᆵは体

部下半に下方から上方にかけてのέζϦ調整を施す。଻土は在地଻土とมわりはないが、あまり

られるものの、体部の۳ݟԑ部の文様構成こͦ୮೾で一ൠతにޱ、られない形ଶである。一方ݟ

ඳ直ઢ文・列఺文と࠷下ஈの೾状文という文様構成もまたまれである。ޱ޿୹ᰍᆵも多く出土し

ている（164～171）。ͦの形状は、ޱԑ端部が上下もしくは上方に֦ுし、ᰍ部がΏるく֎൓する。

ᰍ部のకまりはऑく、体部は౗ཛ形をఄする。調整は֎面がタタΩ後ϋέϝおよびέζϦ調整で

内面がϋέϝおよびφσ調整である。このछのᆵはແ文がج本であるが、体部半ばに施文を施す

ものもある。164はϔϥによる֨子状のࠁΈで、169は۳状޻۩による列఺文で০られる。受ޱ状

がΏるいものが目立ۂԑ部の۶ޱ、ԑᆵはޱ （ͭ172～175）。ᰍ部֎面をϋέϝ調整し、内面をϋ

έϝおよびφσ調整する。172のᰍ部には۳状޻۩によるࠁ目ಥଳが体部とಉ一化するほどにష

り付けられる。173はᰍ部に۳状޻۩によるࠁ目をもͭ。174はࢦѹࠟ文ಥଳをもͭが、172ಉ様

ԑᆵは、体部ޱ状ޱらく౗ཛ形であることがਪ測される。受ڪくԡし付けられている。体部はڧ

がແ文のものが主体であるが、175は۳ඳ直ઢ文と೾状文がަޓに施されるというめͣらしい例

である。ޱԑ部上下端にはԜઢ文を、ᰍ部は立体తなࢦѹࠟ文ಥଳをもͭ。176はେܕの直ޱᆵで、

形のష付ಥଳで০る。ઁ௡΍೻ຏの中期຤にྨ例がଘ在す֯ࡾԑ部からԜઢ文、೾状文、断面ޱ

るが、ͦれらには۳ඳ文をほとΜど࠾用しない。177のখܕのແᰍᆵは、ඥ޸がೋͭͭいていた

ものとΈられる。178の୆付ແᰍᆵは、ＳＤ198の中央付近で出土している。中実の٭部をもͭ。

えられる。179・180ߟ土器であるとݙڙ、をもͭ。੄部が一部ଧͪܽかれており޸一૊のඥݸ２

は水ࠩのᰍ部である。体部のେきさはෆ໌である。共にԜઢ文と۳ඳ列఺文で০られる。文様構

成はେܕの水ࠩにおいても共௨する（182）。182の೺खの断面は、֯のؙい長方形の中央が௵れた

第28図　１地区出土遺物実測図（13）
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第29図　１地区出土遺物実測図（14）
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第30図　１地区出土遺物実測図（15）
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第31図　１地区出土遺物実測図（16）
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第32図　１地区出土遺物実測図（17）
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第33図　１地区出土遺物実測図（18）
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第34図　１地区出土遺物実測図（19）
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形状である。֎面は上半がタタΩ調整のΈで、下半がέζϦ調整を施す。内面はϋέϝ調整であ

る。183は「く」ࣈ状ޱԑをもͭޱ޿のᆵである。２ݸ一૊のඥ޸をもͭ。体部の文様構成は163

のଠᰍのޱ޿ᆵとಉ様で、۳ඳ直ઢ文、列఺文と࠷下ஈに೾状文というものである。内֎共に࠷

ऴ調整はϋέϝであるが、֎面下半には、タςϛΨΩをҙࣝしたような原体෯のڱいંりฦしの

あるタςϋέがΈられる。ᙈはばらͭきがଘ在するが、概Ͷେ中খに分かれるようである。ޱԑ

部をڧく「く」ࣈ状にۂげるものと、؇くંりۂげるものがある。体部上半か、半ばで࠷େܘを

ܴえるものが主体である。খさなものを中心に体部に۳ඳ列఺文を施すݸ体がଘ在する（188・

189・192）。184はϛχνϡΞのᙈで、໌らかなೋ次ඃ೤がೝめられる。188はほ΅完形のۃখの

ᙈで、ޱԑ端部に部分తにࠁ目を施す。খܕのᙈ（184～186・187・191～193）は、ޱԑ端面にԜ

ઢ状のԜΈをもͭか、୯७に面をもͭのΈのもので઎める。185は֎面をࡉかなϋέϝで、内面

をέζϦ調整する。191・192はఈ部にઠ޸がΈられる。中ܕのᙈは、ޱԑ端部にࠁ目をもͭもの

とͦうでないものが半々である。いͣれにしてもޱԑ端部の֦ுはͦれほどೝめられない。体部

をタタΩ調整した後ϋέϝ΍έζϦ調整するもののほかに、タタΩ目の目立たないものがある。

189は完形の中ܕのᙈで、ޱԑ端部にはڱい面をもͭ。内֎共にφσ調整で、ૈࡶな࡞りをして

いる。189・193はଞのݸ体にൺ΂、޿いఈ部をもͭ。196はඇৗに目のࡉかいϋέϝ調整を施す。

197は完形で出土している。体部半ばでுり、΍΍ಥ出するখさなఈをもͭ。194・195はこれと

ಉ様のݸ体である。200は、ޱԑ端部に面をもたない。֎面はタタΩ後ϋέϝ調整で、内面はφ

σ調整である。201のᙈఈ部は、ম成前のఈ部ઠ޸がΈられる。202のᙈఈ部はଞのݸ体とൺ΂、

΍΍厚めのఈをもͭ。203・204はେܕのᙈである。203のޱԑ端部は΍΍上方に֦ுし、ͦこに

、目を施す。֎面はタタΩの後にϋέϝ調整を施し、内面下半にはέζϦ調整がΈられる。一方ࠁ

204はඇৗにڱいޱԑ端部をもͪ、一部ࢦによるѹࠟがΈられる。体部は֎面がϤίϋέの後に

タςϋέを施し、内面はφσとϋέϝ調整である。205はいわΏる近ߐ系の受ޱ状ޱԑᙈである。

଻土は在地のものよりࠇめで長石を多くؚΉ。ڧいྏをもͪ、΍΍内ؾ܏ຯに直立するޱԑ部に

は一部ࠁ目を施す。文様構成は۳ඳ列఺文、直ઢ文で、࠷下ஈに近ߐにಛ௃తな೾状文を施文す

る。しかしながらૈいϋέはΈられͣ、内面はφσ調整である。206のᙈ体部は205とಉ様の଻土

をもͭ。207は଻土が在地のものなので、東ւ地方を中心に分布するԁ૭付土器を໛฿したもの

とߟえられる。長い٭部に୹ᰍのᆵをのͤた形状である。ೢۄ状の形状である上半部はബい۳ඳ

直ઢ文と೾状文で০られる。٭部の内面はφσ調整のΈで、֎面にέζϦ調整が施される。209

は֖のͭまΈであるとࢥわれる。210は೺ख付きのുで、࡞りがૈࡶである。211は直ޱのുであ

る。୆付ുの多くがԜઢ文をもͭ。212はେܕのുで、ڪらく٭部が付くものとߟえられる。֎

面にはέζϦ調整が、内面にはϋέϝ調整が施される。213・214は212のখܕのܕ式である。215

は深めのもので、Ԝઢ文の下に۳ඳ列఺文が施される。216は٭部に方形のಁしをもͭようである。

217は「く」ࣈ状ޱԑをもͭେܕのുで、ޱԑ端部にԜઢ文を、ޱԑ内部に۳ඳ೾状文を০る。

֎面上半はタςϋέの後にϤίϋέを行い、下半部は上方から下方に޲かうέζϦ調整をする。

219は୆付ുの୹い٭部で、֎面をέζϦ調整する。221・222・224・225の水平ޱԑߴഋはいͣ
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第35図　１地区出土遺物実測図（20）
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第36図　１地区出土遺物実測図（21）
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れも٭が長めで、੄端部に֦ுؾຯの面をもͭ。224Ҏ֎は水平部ઌ端がࣼめ下方に޲かってඈ

び出す形状をしている。220のようなϛχνϡΞの水平ޱԑߴഋもଘ在する。٭部内面にέζϦ

調整を行うことが共௨するが、ഋ部΍٭部֎面の調整にͭいてはόϥΤςΟに富Ή。222・224（ഋ

内面は器นのຎ໣のためෆ໌）は全体がϋέϝ調整である。221、223は֎面έζϦ調整である。

225は内֎共にϛΨΩ調整である。ઙいࡼ状のߴഋ（226・227・229）は、ഋ部内֎に֦ுؾຯのޱ

ԑ端部をもͪ、ͦ の直下にԜઢ文を施すか、ڧいϤίφσによってഋ部と区ผを໌֬にしている。

こͪらも調整がݸ体によってҟなる。226は内֎共にϛΨΩ調整を施し、227・229はഋ内面をϋ

έϝおよびφσ、ഋ֎面をϋέϝ調整し٭部֎面をέζϦ調整する。227は٭部内面はߴいとこ

ΖまでέζϦ調整を行う。ଞの２ݸ体もࣦわれた部分にέζϦ調整がΈられたであΖうことがߟ

えられる。୆付ുもߴഋもいͣれもԁ൘ॆర法を用いている。228は器୆の体部であるとࢥわれる。

内面にέζϦとϋέϝ調整がΈられる。Ԝઢ文はઙめである。230はෆ໌の土੡඼である。231は

୆形土器の٭部であるとࢥわれる。֎面をϋέϝ調整し、内面に上方から下方に޲けてのέζϦ

調整がΈられる。

232のޱ޿୹ᰍᆵと233のେޱ޿ܕᆵのޱԑ部は、ＳＤ198とＳＤ534のڥ界から出土している。

層位は前者の下層と後者の中層にあたるため、ＳＤ198に伴うものとしてѻう。土器の形状から

Έてもᴥᴪはない。232は୹く֎൓する形状で、ޱԑ端部がࣼめ下方に޿がる。233は上下に֦ு

するޱԑ端面にԜઢ文を施し、ͦの上に２ݸ一૊のࢗಥのあるԁ形ු文をషり付ける。֎面のޱ

ԑ直下にタタΩ調整が施されている。

̨̙111（第36図234～238）　૷০のແいޱ޿ᆵ（234）と、ޱԑ端部にࠁ目のΈをもͭޱ޿ᆵ

（235、236）がある。236のޱԑ直下と体部にはタタΩ目がೝめられる。237のᙈは、体部上半で࠷

େܘをもͭとߟえられる「く」ࣈ状ޱԑᙈである。ڱい面をもͭޱԑ端部にはࠁ目をもͭ。238

はᙈఈ部であるが、236ఈ部とಉ様にఈ面にϋέϝ調整を行っている。

̨̙���（第36図239・240、第40図325～328）　239のແᰍᆵは体部を۳ඳ直ઢ文で০る。直ઢ

文１本に対する۳の৚਺がগない。内面は઀߹ࠟがݦஶである。240はޱԑをΏるくંりۂげた

形状をఄす。ޱԑ端部が上下に޿がるが、器นが厚く、「く」ࣈ状ޱԑᙈのॳ期のものであると

ԑ端部がࣼめ下方にେきくਨ下する。端面には２৚のԜઢ文が施ޱ、ᆵはޱ޿われる。327のࢥ

される。ᙈは３఺ࡌܝした。326は体部にタタΩ目をもͭが、体部があまりுらない形状である。

̨̙5��（第37図241～250）　241のޱ޿ᆵは、ޱԑ端部が上下にେきく֦ுし、ͦこに۳ඳ೾

状文を施す。242のޱ޿୹ᰍᆵは、֎࿷ؾຯに立ͪ上がりંれۂがってઌ端の։く形状をఄす。

われる。245はఈ部にしてはॆర部がࢥ目で০る。246はେきめのᆵのఈ部であるとࠁԑ上端をޱ

ෆ҆ఆであることから、֖ であるとߟえられる。247のᙈはޱԑ部の「く」ࣈ状のંりۂげがڧく、

上半でڧくுる形状のようである。一方、248は「く」ࣈのંりۂげはڧめだが、体部があまり

ுらない形状である。調整は共௨する。249は、Ώるい受ޱ状をఄするᙈޱԑで、内֎にݦஶな

ϋέϝ調整を施す。࡞りはૈࡶである。ുは༗文のもの（243）とແ文のもの（244）があるが、いͣ

れも直ޱである。水平ޱԑߴഋ（250）は、ޱԑ部ઌ端がわͣかに上方にඈび出す。
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第37図　１地区出土遺物実測図（22）
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̨̙5�1（第37図251～254）　251のޱ޿ᆵは、筒状のᰍ部に֎൓するޱԑ部をもͭ。調整はϋ

έϝ、φσのΈである。253のখܕᙈは、体部࠷େܘがܘޱを下ճる。器นが厚めである。252の

େܕᙈの体部もுりがݟられないようである。いͣれもࠁ目をもͭ。254のແᰍᆵはޱԑ直下を

２৚のಥଳで০る。

̨̙5��（第37図255・256）　直ޱでແ文の （ു255）は、内֎をϋέϝ調整している。256のఈ部

は、ͦの೪土൘の周ғに೪土ඥをੵΈ上げる成形法が断面から࡯؍できる。֎面は์ࣹ状のタς

ϋέを施す。

̨̙���（第37図257）　257のുは、ԁ形஛؅文΍断面֯ࡾ形のಥଳ、۳ඳࣼ֨子文と直ઢ文で

০る。ྨࣅの文様構成のものがＳＤ549でも出土している。

̨̙���（第37図258～262）　258のޱ޿ᆵは、ޱԑ部がେきくਨ下し、ͦこに۳ඳ೾状文と๮

状ු文を施す。ޱԑ内面はઔ形文と列఺文で০られߴ、 い加০ੑがӐわれる。259のޱ޿ᆵޱԑは、

断面が֯ࡾ形をఄする。端面には۳ඳ೾状文が施される。260はޱ޿୹ᰍᆵのޱԑであるとࢥわ

れる。261のᙈは、ޱԑ部ઌ端がڱまる形状である。֎面はϋέϝ調整のΈである。262はᙈఈ部

で、֎面をϋέϝ、内面をέζϦ調整する。

̨̙1�（第38図263～265）　263・264のఈ部はいͣれもఈが厚い。265は、上下に֦ுするޱԑ

端面に۳ඳ೾状文を施す。ڪらく「く」ࣈ状ޱԑのുのޱԑ部であΖう。

̨̙��（第38図266～274）　多਺のഁยが出土し、なかには完形に近いݸ体もΈられた。ແ文

のޱ޿ᆵ（266）と༗文のޱ޿ᆵ（268）がある。いͣれもϋέϝ調整である。268はେܕのޱ޿ᆵで、

がઠたれている。ᙈはେき޸一૊のඥݸ目を、ᰍ部に۳ඳ直ઢ文をもͭ。また、２ࠁԑ端部にޱ

なものが多く、ંりۂげޱԑのもの（269・273）、「く」ࣈ状ޱԑのもの（270・271）、近ߐ系の受

。目がೖる。269と270はϋέϝ調整を施すࠁԑ端部にޱԑのもの（272）がある。271のΈޱ状ޱ

272はޱԑ端部が上方にͭまΈ上げられた形状であるが、器นの厚さに部分తなࠩがあり、઀߹

ࠟも目立ͭというૈࡶな࡞りである。֎面は൘、内面はࢦによる全面φσ調整であるが、֎面に

は一部ϛΨΩ調整がΈられる。273はૈいϋέϝ調整をもͭ。ᰍ部直下にばらͭきのある直ઢ文

をもͭ。଻土からΈても、׊৭系で長石΍Ӣ฼をؚΈ、在地とは໌らかにҟなる଻土をもͭ。ಉ

様の଻土をもͭ267は、厚いޱԑ部をもͪ、֎面にはૈいϋέϝを施す。ޱԑ内面にはڧい۳ඳ

೾状文をもͭ。ޱԑઌ端のΈの࢒ଘなので、断ఆはできないがこͪらも近ߐ系のᙈであるとࢥわ

れる。274は、షり付けޱԑのେുܕである。

̨̙15�（第38図275～278）　ᙈ３఺とߴഋ１఺をࡌܝした。ᙈは体部のுる275、体部࠷େܘ

がܘޱを下ճる276、近ߐ系の278がある。275・276はともにޱԑ端部にࠁ目をもͭ。278はૈい

ϋέϝとޱԑ内にૈい۳ඳ೾状文をもͭ。଻土は׊৭で石ӳ΍長石が目立ͭ。

̨̠5��（第39図279～298）　ޱ޿ᆵᰍ部280は断面֯ࡾ形のಥଳをもͭ。ޱ޿୹ᰍᆵは標४త

なܘޱのもの（284）とখ（279）ܕのものがあり、279はᰍ部と体部のڥ界に۳ඳ直ઢ文を施す。受

ԑのޱࣈԑ部上端にはԜઢ文がೖる。ᙈは「く」ޱ、がΏるくۂԑ部の۶ޱ、ԑᆵ283はޱ状ޱ

ં、のもの（288・289）ۂのもの（285～287・291）、Ώるい۶ۂい۶ڧ りۂげޱԑのものがある（290）。
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第38図　１地区出土遺物実測図（23）
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第39図　１地区出土遺物実測図（24）
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。ԑ端部を上方にܰくͭまΈ上げているޱくもͭものが主体である。288・289は޿ԑ端部は面をޱ

290はᙈޱԑのഁยであるが、一部Կらかの޻۩をԡしあてている。292は࿶形のുであるが、ޱ

ԑ端部を内面にಥ出さͤる。ఈ部が多਺出土しており（294～297）、断面から様々な成形法が࡯؍

Մೳである。297はఈ面に木༿ࠟがΈられる。298の٭部は内面をέζϦ調整する。

̨̠5��（第39図299～第40図311）　ޱ޿ᆵᰍ部303には、ࢦѹࠟ文ಥଳがషり付けられる。޿

ԑは、内ޱᆵޱ޿୹ᰍᆵはΏるく立ͪ上がり、端部を上下に֦ுしている（299～301）。302のޱ

面に۳ඳ೾状文を、ޱԑ端面にԜઢ文をもͭ。304のఈ部には、木༿ࠟが上げఈ部にٴͿ。305の

ఈ面にはઠ޸がΈられる。306の「く」ࣈ状ޱԑᙈは、タタΩの後にϋέϝ調整を施す。ޱԑ端

部にはࠁ目をもͭ。ఈ部（308・310・311）はいͣれも࡞りがബく、ఈ面にも調整を行っている。

307の「く」ࣈ状ޱԑുは、ޱԑ端部に７ݸ一૊のࠁ目を施す。体部は۳ඳ列఺文で০る。309の

部に１৚のԜઢ文を施す。ഋ部֎面はέۂし立ͪ上がる形状である。۶ۂഋは、体部中位で۶ߴ

ζϦ調整である。٭部は柱状のようで、ߜりࠟがΈられるものの、器นがബい。

̨̠5�1（第40図312・313）　313はখܕのޱ޿୹ᰍᆵで、ޱԑ部がڧい۶ۂをもって֎方にの

びる形状である。312は近ߐ系の受ޱ状ޱԑのᙈで、໌ྎな۶ۂをもͪ、立ͪ上がる。ޱԑ内面

に۳ඳ列఺文を施す。׊৭଻土である。

̨̠5��（第40図314・315）　ᙈはいͣれも「く」ࣈ状ޱԑで、ޱԑ端部にࠁ目をもͭ。

̨̠5��（第40図316）　େܕᙈのޱԑ部である。ޱԑ部のཪଆまでタタΩ目がٴͿ。

̨̠5��（第40図317～323）　ંりۂげޱԑのᙈ（318・321）と「く」ࣈ状ޱԑのᙈ（322）があるが、

いͣれも体部のுりがऑい。323はେܕの直ޱᆵである。ޱԑ端面にϔϥඳࣼ֨子文が施される。

ఈ部は、ԁ൘ॆరでബく࡞った319と厚ఈの320がある。320はఈ面に木༿ࠟがΈられる。

̨̠5��（第40図324）　ബいᆵఈ部である。

̨̠�5�（第41図329～332）　329のޱ޿ᆵᰍ部は、۳ඳ直ઢ文が਺৚にわたって施文される。

330はᙈఈ部である。厚めの上げఈで、木༿ࠟがݦஶである。

̨̠���（第41図333）　厚いޱԑ端部をもͭޱ޿ᆵである。

̨̠���（第41図334～337）　334はޱԑ内ಥଳをもͭਨ下ޱԑのޱ޿ᆵである。ਨ下部にԜઢ

文と๮状ු文を施す。ྨࣅのݸ体がＳＤ549で出土している。335の受ޱ状ޱԑᆵは、ޱԑ部が内

、ԑᙈはޱ状ࣈѹࠟ文ಥଳがష付けられる。336の「く」ࢦຯに立ͪ上がる。ᰍ部には立体తなؾ܏

えられる。337のఈ部は内面έζϦ調整でߟԑ部が֎࿷する。体部が半ばでுる形状であるとޱ

ある。

̨̠�1�（第41図338）　Ώるい「く」ࣈ状ޱԑᆵのޱԑ部である。内֎共にڧいϋέϝ調整を

施す。

̨̠�1（第41図339～343）　339・340のޱ޿ᆵޱԑはࠁ目をもͭ。341の受ޱ状ޱԑᆵは、ޱԑ

部の立ͪ上がりが໌ྎなݸ体である。ᰍ部のࢦѹࠟ文ಥଳはڧくషり付けられるが、立体తであ

る。342の「く」ࣈ状ޱԑᙈは、ޱԑ部が֎൓する形状である。343のఈ部は厚く、࡞りがෳࡶで

ある。
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第41図　１地区出土遺物実測図（26）
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̨̠��（第41図344～348）　344はਨ下ޱԑをもͭແ文のޱ޿ᆵである。345はࠁ目をもͭ୯७

な形状のޱ޿ᆵであるとࢥわれる。346は、ޱԑのંりۂげが΍΍Ώるい「く」ࣈ状ޱԑᙈである。

ԑ部であるとޱԑᙈのޱ状ޱͿタタΩ目がΈられる。347はᆵఈ部である。348は受ٴԑ֎面にޱ

。えられる。଻土は在地の଻土に近いものであるߟ

̨̠��（第41図349）　349のંりۂげޱԑᙈは、ޱԑ端面にࠁ目を施す。体部は内֎ともにϋ

έϝ調整である。

̨̠1���（第41図350・351）　େܕᆵఈ部が出土している（350）。֎面はタςϛΨΩ調整である。

成形時の઀߹部でണ཭している。351のখܕのᆵは、ޱԑ直下にઠ޸があり、２ݸ一૊のඥ޸が

ઠたれていたものとࢥわれる。

̨̠11��（第41図352）　近ߐ系の受ޱ状ޱԑᙈである。΍΍Ώるめに直立するޱԑ部をもͭ。

。৭଻土で石ӳと長石を多くؚΉ׊。かい۳ඳ直ઢ文と೾状文で০るࡉ

̨̠���（第42図353～第46図420）　ഁยを中心に土器がେྔに出土した。この遺構に関しては、

ᆵ（353～356、359～361）と、૷০๛ޱ޿ബなرした。૷০のൺֱతࡌܝԑとఈ部を全て図化しޱ

かなେޱ޿ܕᆵ（357・358）がΈられる。ޱԑ端部の形ଶは、上方もしくは上下に֦ுするもの΍

ԑ端部にޱ、い面をもͭものなど多様である。調整はϋέϝが主体である。353・354をはじめ޿

ԑ内に半ԁに近い۳ඳઔ形文がඳき出される。358はૈいޱの357はܕ目をもͭものがある。େࠁ

ᆵᰍ部から体部にޱ޿ԑ内に۳ඳ೾状文をもͭなど૷০తである。363・364はޱ、りであるが࡞

あたる。۳ඳ文は直ઢ文のΈがΈられる。ᙈ（365～385）はંりۂげޱԑのものと、ுりのない「く」

・ԑをもͭものがଘ在する（377ޱ状ࣈい「く」ڧԑのものが主体であるが、まれにுりのޱ状ࣈ

378）。いͣれの形ଶも内֎をϋέϝおよびφσ調整をする。ޱԑ端部にࠁ目をもͭものともたな

いものがほ΅ಉ਺である。367はほかより深いࠁ目をもͭ。385は۳状޻۩を用いてࠁ目を施して

いる。また、形状のಛ௃として、端部に面をもͭݸ体も多い。379は近ߐ系の受ޱ状ޱԑᙈで、

ૈいϋέϝとޱԑ内面にࡉかい೾状文をもͭ。׊৭の଻土である。ുは、直ޱ࿶形のもの（386～

388）と「く」ࣈ状ޱԑをもͭもの（390）がある。前者はޱԑ端部を΍΍内֎に֦ுする。後者は

面をもͭ形状である。いͣれも、内֎共にϋέϝ調整を施すものが多い。386は２৚のಥଳをもͭ。

387・388はࠁ目をもͭ。390は、体部࠷େܘ付近に҉文のような೾状文が施される。391の水平ޱ

ԑߴഋは、ޱԑ内にڧいྏをもͪ、端部のਨ下しない水平ޱԑがのびている。内֎共にϋέϝ調

整である。٭部はݸ体ࠩがେきい。392は੄端部にେきな面をもͪ、ͦこにϋέϝ調整をする。

形状΍器นの厚さから、ԁ൘ॆర法を用いない形状のものであるとਪ測される。393は、੄端部

がΏるくۂがって、޿い面ੵが઀地する形状である。394は、੄端面が΍΍上方に֦ுをͤݟる。

ఈ部が多਺出土している。成形法の分かるものが多くあり、いͣれもఈ面となる೪土ԁ൘の周り

に೪土ඥをרいて࡞るものであり、ఈ部ԁ൘ॆరはΈられない。400・410は、઀߹部でണ཭して

いる。396～399は、ͦの形状から、֬実にᆵఈ部であるといえる。397はுりのないಛҟな形状

をఄする。多くは平らなఈ面からࣼめ上方޲に直ઢతに器นがのびる形状である。420のΈ໌֬

な上げఈである。多くはᙈఈ部であるとߟえられるが、いͣれもಉ様のϋέϝٴびφσ調整であ
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第42図　１地区出土遺物実測図（27）
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第43図　１地区出土遺物実測図（28）
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るので、ᆵఈ部との区ผがͭきにくい。

̨̠1��（第44図421・422）　ޱ޿ᆵޱᰍ部とແᰍᆵをࡌܝした。421のޱ޿ᆵはޱԑ端部がわ

ͣかにࣼめ下方にのびる。ᰍ部には۳ඳ೾状文が০られる。422のແ文のແᰍᆵは、֎面ϋέϝ

調整で内面はφσ調整である。઀߹ࠟが࡯؍できる΍΍ૈࡶなものである。

̨̭���（第44図423～425）　΍΍受ޱ状のᙈޱԑとᆵᰍ部、٭੄部をࡌܝした。423のᙈは、

ૈいϋέϝをもͪ、近ߐ系のものである。424のᆵᰍ部は۳ඳ直ઢ文で০る。ϋέϝ調整である。

425の٭੄部は、੄端部が΍΍上方に֦ுする。

̨̠�1�（第44図426）　ޱԑ端面とޱԑ内面を全てઔ形文で০ったޱ޿ᆵである。ޱԑ端部が

΍΍上下に֦ுする形ଶである。

̨̥��（第45図427）　େܕの直ޱᆵޱᰍ部である。器นが厚い。

̨̥5�（第45図428）　直ޱのുである。ޱԑ端部が内֎に޿がる。

̨̥�1（第45図429）　۶ۂのΏるい受ޱ状ޱԑᆵのޱԑ部である。

第44図　１地区出土遺物実測図（29）
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第45図　１地区出土遺物実測図（30）
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̨̥5�（第45図430）　ޱ޿ᆵޱԑ部である。端面にϔϥඳきのࣼ֨子ࠁ目がೖる。

̨̥��（第45図431）　「く」ࣈ状ޱԑのᙈޱԑで、ؙΈのある端面がࠁ目で০られる。

̨̥1��（第45図432）　ᆵ体部ยである。৚਺のগないૈࡶな೾状文が施されている。

̨̥1��（第45図433）　޿めのఈ面をもͭᙈఈ部である。

̨̥1��（第45図434～438・440）　ఈ部を中心に６఺ࡌܝした。434は、୹ᰍᆵのޱᰍ部である。

、いϤίφσによって、֎方にͭまΈ出される形状である。体部はܽଛしているがڧԑ端部がޱ

ࠁ、ԑでޱ状ࣈらくタタΩ調整がなされているであΖうことが૝ఆされる。435のᙈは「く」ڪ

目をもͭޱԑ端部が上方に֦ுしている。436は水平ޱԑߴഋである。水平部ઌ端がਨ下する。

437・438はͦのϓϩϙーγϣンからᆵఈ部であるとߟえられる。いͣれも内֎ともにϋέϝ調整

を施す。440のᙈఈ部は内面にέζϦ調整を施し、ఈ面がബく࡞られている。

̨̥1��（第45図439）　େܕのޱ޿ᆵのޱԑ部である。ޱԑ下端に深いࠁ目をもͭ。また、断

面の形状から、当遺跡内でもݹ૬をࣔすものであるとߟえられる。

̨̥1��（第45図441～448）　多਺の໻ੜ土器が出土している。441は全体がແ文でޱԑ端部に

ᰍ部をޱຯにのびるؾ܏֎ᰍ部である。体部からޱᆵޱᆵである。442・443は直ޱ޿目をもͭࠁ

もͭ。442のΈޱԑ端部にࠁ目をもͭ。ᙈは「く」ࣈ状ޱԑᙈであり（447・448）、いͣれもࠁ目

をもͭ。447は内࿷ؾຯにのびるޱԑ部をもͪ、448はまっす͙にのびるޱԑ部をもͭ。443はࠁ

目をもͭ直ޱのുである。446はᆵఈ部で、445はᙈఈ部であるとࢥわれる。446は֎面にέζϦ

調整を施す。

̨̥���（第45図451）　ಥ出するఈ部をもͭᆵ下半部である。内֎共にϋέϝ調整をするが、

内面のϋέϝがඇৗにࡉかい。

̨̥���（第45図452）　Ώるく֎൓するޱԑ部をもͭᙈである。

̨̥1��（第45図449・450・453）　449のޱ޿ᆵにはタタΩ目がΈられる。450は受ޱ状ޱԑの

ᙈである。֎面ϋέϝ調整、内面にφσ調整を施す。文様はࣼ֨子文と直ઢ文をଠめの޻۩で１

本ͣͭ施したものである。調整・形ଶ共に近ߐのものと共௨するが、在地଻土である。453は୆

付ᙈである。ੇ٧まりの形状をఄす。

̨̥1��（第46図454）　ޱ޿ᆵのޱԑ部である。ޱԑ֎面に೾状文を施す。

̨̥���（第46図455）　ؙΈのある面をもͭᙈޱԑである。

̨̥���（第46図456）　֎࿷するޱԑ部をもͭ受ޱ状ޱԑᆵである。ϋέϝ޻۩によるࠁ目を

もͭᰍ部ಥଳである。

̨̥���（第46図457～459）　457は、ޱԑ部がڧくંれۂがるޱ޿୹ᰍᆵである。459の受ޱ状

。われるࢥԑをもͭ。458はു体部かとޱԑᆵは、直立するޱ

̨̥�5�（第46図460）　ਨ下するޱԑをもͭޱ޿ᆵޱԑ部である。

̨̥�1�（第46図461）　ແ文のޱ޿ᆵޱԑ部である。

̨̥���（第46図462）　ࠁ目をもͭ「く」ࣈ状ޱԑᙈである。

̨̥���（第46図463）　େܕのંりۂげޱԑのᙈである。
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第46図　１地区出土遺物実測図（31）
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̨̥���（第46図464）　ᙈఈ部である。内֎にࡉかいϋέϝがΈられる。

̨̥���（第46図465）　ંりۂげޱԑのᙈである。ંりۂげが΍΍ڧい。

̨̥��1（第46図466）　ؙΈのあるޱԑ端部をもͭંりۂげޱԑのᙈである。

̨̥���（第46図467）　Ώるく֎࿷するޱԑ部をもͭ受ޱ状ޱԑᙈである。Ԝઢ文で০られる。

̨̥���（第46図468～470）　「く」ࣈ状ޱԑᙈ（468）とંりۂげޱԑのᙈ（469）がある。470はఈ

面に木༿ࠟが࢒る。

̨̥���（第46図471）　内࿷しながらのびるޱԑをもͭ「く」ࣈ状ޱԑᙈである。

̨̥���（第46図473・478）　ޱ޿ᆵは、ਨ下ޱԑをもͪ、ޱԑ内を２列の۳ඳઔ形文で、ޱԑ

端面を۳ඳ೾状文で০る（473）。「く」ࣈ状ޱԑᙈは直ઢతで֎܏するޱԑ部をもͭ。

̨̥��5（第46図472）　ޱԑ端部に޿い面をもͭ、େܕの「く」ࣈ状ޱԑᙈޱԑ部である。

̨̥5��（第46図474・475）　ંりۂげޱԑのᙈとఈ部である。

̨̥1�15（第46図476）　֎܏するޱԑ部をもͭ、ޱ޿୹ᰍᆵである。

̨̥��1（第46図477）　ᙈఈ部であるとࢥわれる。

̨̥1��5（第46図479）　ંりۂげޱԑのᙈである。

̨̥1���（第46図480）　木༿ࠟを࢒すఈ部である。

̨̥1���（第46図481）　ਨ下ޱԑをもͭޱ޿ᆵのഁยである。۳ඳઔ形文をޱԑ端面と内面に

もͭ。ޱԑ端面のものは、半ԁに近い形状である。

̨̥1���（第46図482）　έζϦ調整を施した୆形土器である。15次調査では、多਺の୆形土器

を֬ೝしているが、形状も調整もݸ体ࠩがܹしい。

̨̥1���（第46図483）　ᆵ体部ยである。۳ඳࣼ֨子文と直ઢ文で০られている。

̨̥11��（第46図484）　ંりۂげޱԑのᙈである。֎面のϋέϝがૈい。

̨̥11��（第46図485）　ޱ޿୹ᰍᆵのޱԑであるとߟえられる。

̨̥11�5（第46図486）　「く」ࣈ状ޱԑᙈである。内֎共にϋέϝ調整で࢓上げる。ఈ部がす

΅まる形状をఄす。ݦஶな઀߹ࠟが࡯؍される。

̨̥11��（第46図487）　ᙈఈ部かとࢥわれる。ఈ面にؙΈをଳび、中央が΍΍上げఈになって

いる。

（୩上真༝ඒ）
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̎）ಸྑɾฏ҆時୅ͷ遺ߏɾ遺෺

ߏग़遺ݕ．̖

１地区で検出したಸྑ・平҆時୅の遺構として掘立柱建物跡、柵、土坑などがある。遺構は１

地区北半で分布ີ度がߴく、南半ではرബである。また、掘立柱建物跡を構成しない柱穴、ϐο

τなども多਺検出された。Ҏ下、主要な遺構にͭいて概؍する。

なお、掘立柱建物跡の復原にͭいては、現地調査ஈ֊で、一ఆఔ度の復原࡞業がなされている

第47図　１地区検出遺構配置図（ಸྑ・平҆時୅、1ö400）
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が、遺構ີ度がۃめてߴく、整理࡞業ஈ

֊でվめて検౼を行っているため、現地

આ໌会ஈ֊΍、『京都府埋蔵文化財৘報』

第103号執筆ஈ֊とはҟなっている఺をお

断りしておく。

۷ཱபݐ෺跡̨̗１ʵ�１（第48図）　調

査区北東部で検出された南北３間、東西

２間の૯柱掘立柱建物跡である。ن໛は

ਊ々間で南北6.3̼、東西4.1̼を測る。主

࣠方位は座標北から西にৼる。

柱穴は一辺0.6～１̼のෆ整な方形をఄ

するものとෆ整なԁ形のものがΈられる。

断面形は、柱ࠟ部分のΈを一ஈ掘り下げ

る形ଶのものと、ૉ掘りのものがࠞ在し

ている。また、柱ࠟ跡の֬ೝできるもの

から、直30ܘDNの柱が使用されていたも

のとߟえられる。

遺 物 は Ｓ Ｐ90か ら ੡ Ԙ 土 器（205）、

S11001からਢܙ器ഋ਎（136）、ＳＰ82から੡Ԙ土器（195）、ＳＰ98から੡Ԙ土器（207）、ＳＰ88か

らਢܙ器࿶（200）と੡Ԙ土器（201）、ＳＰ85からਢܙ器ഋ（193）と੡Ԙ土器（194）、ＳＰ72からਢܙ

器ഋ਎（140）がͦれͧれ出土している。

۷ཱபݐ෺跡̨̗１ʵ��（第49図）　調査区中央北部で検出された北ଆに൳をもͭ東西࣠の掘

立柱建物跡である。主࣠は座標北から西にৼっている。

南北２間、東西４間の਎ࣷに一間分の൳が北ଆにとりͭく。਎ࣷのن໛はਊ々間で東西9.6̼、

南北5.6̼を測り、൳との間は1.9̼を測る。また、਎ࣷのྊ行きଆの柱間は、北ଆが１間3.2̼を

測るのに対し、南ଆの柱間は１間2.4̼と୹いのがಛ௃తである。

柱穴は一辺0.7～１̼のෆ整な方形をఄするものと、0.7̼～0.4ܘのෆ整なԁ形をఄするものが

ೝめられる。また、柱穴の断面形では、ྊ行きの中心柱が柱をਾえ付けるため、一ஈ深く掘りࠐ

まれているのに対し、ଞの柱穴はૉ掘りの断面形をࣔしている。また、൳の北東および北西の柱

穴は構଄上のඞ要ੑからか、ଞの柱穴よりも深く掘られている఺がಛ௃తである。൳を構成する

ଞの柱穴はൺֱతઙく、ͦのためか、北西から１間西ଆの柱穴にͭいては検出することができな

かった。遺物はＳＰ397からਢܙ器ഋ （֖150）と੡Ԙ土器（151）、ＳＰ167から土ࢣ器ು（210）とਢ

器ഋ਎（179）と੡Ԙ土器（180）、ＳＰ154から੡Ԙ土器（202）、ＳＰܙ器࿶（212）、ＳＰ219からਢܙ

474からਢܙ器֖ഋ（111～114）がͦれͧれ出土している。

۷ཱபݐ෺跡4#１ʵ��（第50図）　調査地西北部で検出された南北３間、東西２間の掘立柱建

第48図　掘立柱建物跡S#１−01実測図（1ö100）
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物跡である。ن໛はਊ々間で南北6.8̼、東西

3.9̼を測る。主࣠は座標北から西にৼってい

る。

柱穴は一辺0.6～0.8̼のෆ整な方形をఄする

ものと、0.7̼～0.6ܘのෆ整なԁ形をఄするも

のがೝめられる。

出土遺物はＳＰ231から土ࢣ器ഋ（165）と੡

Ԙ土器（166）、ＳＰ237からਢܙ器（156～159）、

੡Ԙ土器（155）、ＳＰ241から土ࢣ器࿶（209）が

ͦれͧれ出土した。

۷ཱபݐ෺跡̨̗１ʵ��（第51図）　調査地

中央部で検出された南北３間、東西２間の掘

立柱建物跡である。ن໛はਊ々間で南北7.1̼、

東西4.4̼を測る。主࣠は座標北から西にৼっ

第49図　掘立柱建物跡S#１−02実測図（1ö100）

第50図　掘立柱建物跡S#１−03実測図（1ö100）
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ている。後ड़する掘立柱

建物跡ＳＢ06とは、ほ΅

南北の࣠をଗえて建て

られている。

柱穴は一辺0.5～１̼

のෆ整な方形をఄする

ものと、0.5̼～0.4ܘの

ෆ整なԁ形をఄするも

のがೝめられる。なお、

南から２列目の柱は筋

が完全には௨っていな

い。遺物はＳＰ146から

ਢܙ器ഋと土ࢣ器ᙈ

（168～170）、ＳＰ186か

らਢܙ器ഋ（85）、ＳＰ

1065か ら ਢ ܙ 器 ഋ

（163）、੡Ԙ土器（164）、

ＳＰ400から੡Ԙ土器

（187・188）、ＳＰ1068か

ら土ࢣ器ഋ（84）、ＳＰ

143からਢܙ器 （֖100）、

ＳＰ380からਢܙ器֖ഋ （ྨ173～176）、ＳＰ124からਢܙ器ഋ（196・197）がͦれͧれ出土した。

۷ཱபݐ෺跡̨̗１ʵ�5（第52図）　調査地東北部で検出された南北４間、東西２間の૯柱の

掘立柱建物跡である。ن໛はਊ々間で南北8.4̼、東西5.2̼を測る。主࣠は座標北から西にৼっ

ている。東西の柱間は西ଆが2.4̼、東ଆが2.7Nである。

柱穴は一辺0.5～１̼のෆ整な方形をఄするものと、0.5̼～0.4ܘのෆ整なԁ形をఄするものが

ೝめられる。遺物はＳＰ101から੡Ԙ土器（185・186）、ＳＰ110からਢܙ器ഋ（85）、土ࢣ器ഋ（86）、

ＳＰ390からਢܙ器ഋ（152・153）、ＳＰ345からਢܙ器ഋ（191・192）が出土した。

۷ཱபݐ෺跡̨̗１ʵ��（第53図）　調査地の中央部で検出された南北３間、東西２間の掘立

柱建物跡である。ن໛はਊ々間で南北６̼、東西3.9̼を測る。主࣠は座標北から西にৼっている。

柱穴は一辺0.7～0.8̼のෆ整な方形をఄするものと、0.6̼～0.5ܘのෆ整なԁ形をఄするものがೝ

められる。遺物はＳＰ479からਢܙ器ഋ （֖97）、ＳＰ614から੡Ԙ土器（181）が出土した。

۷ཱபݐ෺跡̨̗１ʵ��（第54図）　調査地の中央部東دりで検出された南北２間、東西２間

の૯柱の掘立柱建物跡である。ن໛はਊ々間で南北3.4̼、東西3.4̼を測る。主࣠は座標北から

西にৼっている。東西の柱間は西ଆが1.7̼、東ଆが1.7Nである。柱穴は一辺0.5～0.7̼のෆ整な

第51図　掘立柱建物跡ＳＢ１−04実測図（1ö100）
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方形をఄするものがೝめら

れる。建物構଄から૔とし

ての機ೳがߟえられる。遺

物はＳＰ1127より੡Ԙ土器

（160・161）、ＳＰ419から

ਢܙ器ഋ（148）、੡Ԙ土器

（149）が出土している。

۷ཱபݐ෺跡̨̗１ʵ

��（第55図）　調査地の中

央部東دりで検出された南

北３間、東西２間の掘立柱

建物跡である。ن໛はਊ々

間で南北5.6̼、東西4.2̼

を測る。掘立柱建物跡ＳＢ

１−07とॏෳして建てられ

ている。前後関係はෆ໌で

ある。掘立柱建物跡ＳＢ１

−05とは南北に࿈なってお

り、一࿈の施設であったこ

とをࣔしている。主࣠は座第52図　掘立柱建物跡ＳＢ１−05実測図（1ö100）

第53図　掘立柱建物跡ＳＢ１−06実測図（1ö100） 第54図　掘立柱建物跡ＳＢ１−07実測図（1ö100）
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標北から西にৼっている。東西の柱間は西ଆが2.1̼、東ଆが2.1Nである。南北の柱間は北から

1.3・1.9・2.4̼とෆଗいである。柱穴は一辺0.5～0.8̼のෆ整な方形をఄするものがೝめられる。

遺物はＳＰ346からਢܙ器ഋ（88）が出土した。

۷ཱபݐ෺跡̨̗１ʵ��（第56図）　調査地西北部で検出された南北２間Ҏ上、東西１間Ҏ上

の掘立柱建物跡である。ن໛はਊ々間で南北3.2̼Ҏ上、東西1.9̼を測る。主࣠は座標北から西

にৼっている。柱穴は一辺0.4～0.5̼のෆ整な方形をఄするものと、0.4̼～0.3ܘのෆ整なԁ形を

ఄするものがೝめられる。૯柱建物のՄೳੑがある。図ࣔしうる遺物はない。

̨̠���（第57図）　調査地西北部で検出された南北1.2N、東西0.46Nのෆఆ形な土坑である。

埋め土にはେྔの遺物があった。ಸྑ時୅の੡Ԙ土器΍ਢܙ器ഋなどが出土した。

̎）ग़౔遺෺（第58～62図）

１地区では、土坑・溝・柱穴などから多ྔの土器が出土した。

１～40はＳＫ220から出土した。この土坑からは多ྔの੡Ԙ土器が出土している఺が஫目され

る。１～７はਢܙ器֖である。１のఱ井部には「ਆ」の๽書がඳかれている。ఱ井が௿く、ޱԑ

は΍΍面をもったのͪ、端部を下方へંりۂげている。８～12はਢܙ器ഋＡ
ㅭ㉅１ㅮ

である。８のఈ部に

はഋ֖１とಉ様、「ਆ」の๽書が記されている。体部֎ଆ面は΍΍直ઢؾຯに立ͪ上がるݸ体が

多い。13・14はਢܙ器ഋＢである。13はܘޱがখさく器ߴがߴい。15はਢܙ器࿶である。ؙΈを

ଳびる体部から֎൓するޱԑをもͭ。16はਢܙ器௷のޱԑである。֎൓ؾຯに޿がるᰍ部をもͪ、

֎をもͪ、平ୱなఈ部ݞ器௷体部である。体部はؙΈをଳびたܙԑは上方に֦ுする。17はਢޱ

ԑにߴ୆を付す。16と17はಉ一ݸ体のՄೳੑがある。18は土ࢣ器େܕುである。正֬なܘޱを出

第55図　掘立柱建物跡ＳＢ１−08実測図（1ö100） 第56図　掘立柱建物跡ＳＢ１−09実測図（1ö100）
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すことはࠔ೉であるが、40ܘޱDN前後に復原される。体部֎面にഗ

が付ணしており、ࣽ෸۩として使用されたとΈられる。19～21は土ࢣ

器ᙈである。21はޱԑ端部を上方にͭまΈ上げる。22は೺खのഁยで

ある。23は土ࢣ器ഋである。ઙい࿶状をఄする。24は土਴である。25

～40は੡Ԙ土器である。๒஄ܕになるとࢥわれるものと、࿶状のもの

の２者にେผされる。これらの遺物は一ׅੑがߴく、また、๽書土器

΍੡Ԙ土器のଘ在からࡇ᛾に関࿈する遺構・遺物であるとߟえられる。

41～52はＳＫ221から出土した。ਢܙ器ഋ֖・ᆵ֖のほか、ＳＫ220

ಉ様、੡Ԙ土器が多くؚまれる。

53～57はＳＫ274出土のਢܙ器ഋと੡Ԙ土器である。58・59はＳＫ

107出土のਢܙ器ഋ̜֖とഋ਎のഁยである。58はࠞೖのՄೳੑがあ

る。60はＳＫ563出土のਢܙ器ഋＢである。61はＳＫ429出土の内面に

ϛΨΩを施す土ࢣ器࿶である。62はＳＫ537出土のਢܙ器ഋである。

63はＳＫ419出土のਢܙ器ഋยである。64はＳＫ303出土のਢܙ器ഋＡ

である。65・66はＳＫ107出土の੡Ԙ土器である。67はＳＫ566出土の

土ࢣ器ഋであり、内面に҉文がΈられる。68・69はＳＤ503出土のਢ

。器࿶のఈ部であるܙ੾りఈをもͭਢࢳ体である。70はＳＤ542出土のݸわれるࢥ器֖とᆵとܙ

71はＳＤ63出土のਢܙ器ഋ̜֖である。72はＳＤ１出土のਢܙ器ഋＡである。73はＳＤ133出土

の平ఈのਢܙ器௷とࢥわれるݸ体である。74は΍΍ܘޱのେきいかえりをもͭਢܙ器ഋ֖である。

75・76はＳＤ515出土遺物である。75はਢܙ器の࿶、76は྘ᬵಃ器の࿶である。

77～212は各柱穴から出土した。なお、遺物の出土遺構名と器छにͭいては対照表を付した。

77～91はおおΉͶඈௗ時୅中༿からಸྑ時୅ॳ಄の土器である。92～212はಸྑ時୅後半から平

҆時୅ॳ಄を中心とする時期の遺物である。多くの柱穴出土遺物に੡Ԙ土器がΈられる఺が஫目

される。

ＳＢ１−01には、140・193～195・200・201・205・207が、ＳＢ１−02には111～114・150・

151・179・180・202・210・211が、ＳＢ１−03には155～159・165・166・209が、ＳＢ１−04に

は84・85・100・163・164・168～170・173～176・187・188・196・197が、ＳＢ１−05には86・

87・152・153・185・186・191・192が、ＳＢ１−06には97・181が、ＳＢ１−07には148・149・

160・161が、ＳＢ１−08には88がͦれͧれ伴う。େ部分の建物から੡Ԙ土器が出土している。Ｓ

Ｂ01−08出土のഋはࠞೖ඼のՄೳੑがある。

（石崎善久）

第57図　ＳＫ220実測図
（1ö20）
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第58図　１地区出土遺物実測図（32）
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第59図　15−１地区出土遺物実測図（33）
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付表１　15−１地区出土遺物対照表
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第60図　１地区出土遺物実測図（34）
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第61図　１地区出土遺物実測図（35）
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第62図　１地区出土遺物実測図（36）
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̎．15ʔ̎஍۠

15−２地区はࠓճの調査対৅地の中でも北西に設ఆした調査区である15−1地区の東に設ఆし

第63図　２地区検出遺構配置図（໻ੜ・ݹ墳時୅、1ö400）
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た調査区である。調査区では上層遺構として掘立柱建物跡群΍土坑、ੑ֨ෆ໌のϐοτ、溝を、

下層遺構としてݹ墳時୅の଄り出し付きԁ墳である時塚３号墳（ＳＤ01）と໻ੜ時୅の方形周溝

墓、土坑などを検出した。

̖．໻ੜ時୅ɾݹ෿時୅ͷ遺ߏɾ遺෺

１）遺ߏ

໻ੜ時୅にଐする遺構として方形周溝墓５جを検出した。ͦのଞ、໻ੜ時୅の遺構として֬実

、されるものとして、溝・土坑がある。方形周溝墓15−13号墓は南の４地区にもおよΜでおりࢹ

４地区の߲で報告を実施する。Ҏ下、各遺構にͭいて概؍する。

15−６号墓　ＳＤ533（北ɿ෯0.8̼、深さ0.1̼、西ɿ෯1.5̼、深さ0.2̼）を北辺および西辺に、

第64図　２地区方形周溝墓平面図（1ö200）
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ＳＤ531（南ɿ෯１̼、深さ0.2̼、東ɿ෯0.8̼、深さ0.1̼）を南辺および東辺にもͭ方形周溝墓

である。各周溝がઙく、削平を受けているՄೳੑがある。検出状況で周溝は完周ͤͣ、北東۱が

削り࢒されている。また、ＳＤ531の南東部は東にಥ出している。周溝墓のن໛は東西10.5̼、

南北10.4̼を測る。なお、西は15−5号墓と、南は15−9、10号墓と઀するが、周溝の੾り߹い΍、

前後関係にͭいては໌֬ではない。

南辺の区ը溝ＳＤ531中央部での遺物出土状況を図ࣔした（第65図）。ᆵ（６）がࡉย化して出土

している。出土状況からこの周溝墓ଆからのసམとߟえられる。

第65図　ＳＤ531遺物出土状況図（1�20）

第66図　ＳＤ542遺物出土状況図（1�20）
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１５−９号墓　１５−６号墓の南西に位置する。ＳＤ

531を北辺に、東で２৚に分かれるＳＤ542を南辺（෯1.1̼、

深さ0.1̼）および東辺（෯0.6̼、深さ0.15̼）にもͭ方形周

溝墓である。西ଆの様૬にͭいてはෆ໌であるが、15−8

号墓の東溝ＳＤ523を共༗しているՄೳੑがߴい。また、

ＳＤ542はＳＫ547に઀しているが、੾り߹い関係はෆ໌で

ある。周溝墓のن໛は南北８̼、東西８N前後を測る。

埋葬施設は検出されていない。また、S%542ఈ面には方

形の土坑状の掘形（長࣠1.3̼、୹࣠0.8̼、深さ0.1̼）がΈ

られるが、これが溝内埋葬であるかどうか൑断しಘない。

15−10号墓　15−９号墓の東に位置する。溝S%531を北

辺に15−６号墓と共༗し、西および南は溝S%542で区ըさ

れる周溝墓として復原した。なお、15−６号墓の周溝南東

部がෆࣗવに޿がっているが、この周溝墓の盛土֬保のた

め再掘削されたՄೳੑをߟえておきたい。

遺物はＳＤ542における遺物出土状況を図ࣔした（第66

図）。ޱ޿ᆵ（56）がഁยとなって出土した。このᆵは完形

体に復原された。なお、出土状況からはこのᆵが15−10ݸ

号墓に伴うものか、15−11号墓に伴うものか൑断すること

はできない。

15−11号墓　15−10号墓の南に位置する方形周溝墓で

ある。北辺および西辺はＳＤ542で、南ଆは15−15号墓の

北辺のＳＤ573（෯1.2̼、深さ0.15̼）で区ըされる周溝墓

とߟえる。ＳＤ573はఈ面が֊ஈ状をఄしており、ෳ਺ճ

の掘り直しのあったՄೳੑがある。これを前ఏとすれば、

ＳＤ573を再掘削し、15−11号墓の盛土を֬保したՄೳੑ

がある。

Ҏ上の方形周溝墓のほかに、໻ੜ時୅の遺構として、土

坑、溝などがある。柱穴にͭいては໻ੜ時୅と֬実ࢹされ

るものはない。

ＳＫ547（第68図）　ＳＤ542の南で検出された土坑である。東西方޲に主࣠をとり、ෆ整形な長

方形ϓϥンをఄする。ن໛は長࣠３̼、୹࣠1.25̼、深さ0.3̼を測る。໻ੜ時୅の埋葬施設とし

てはେきいため、周溝墓の周溝ܽ࢒であるՄೳੑがある。埋土中から໻ੜ土器が出土した。

ＳＫ617（第69図）　ＳＤ573の北で検出されたૉ掘りの土坑である。長࣠1.9̼、୹࣠0.6̼、深

さ0.3̼を測る。΍΍ෆ整形な長方形ϓϥンをఄする。埋土中から໻ੜ土器ยが出土している。

第68図　ＳＫ547実測図（1�50）

第69図　ＳＫ617実測図（1�50）
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平面తにはＳＤ573を੾っているようである。埋土は୯層であり、木棺౳のࠟ跡は֬ೝされなか

った。

ＳＫ552（第70図）　15−６号墓の北東で検出された南北方޲に主࣠をもͭૉ掘りの土坑である。

平面は長方形ϓϥンをఄし、ن໛は長࣠2.4N、୹࣠0.9N、深さ0.3Nを測る。墓ᆮচ面は北ଆが

΍΍ߴくなっている。木棺のࠟ跡などは֬ೝされていないが、ن໛΍、形状からΈて、໻ੜ時୅

の埋葬施設であると൑断した。

ＳＫ524　調査区の南東部で検出したෆ整形な土坑である。ੑ֨にͭいてはෆ໌である。

ＳＤ02（第71図）　調査地北東部で検出された෯１̼、深

さ0.3̼を測る東西方޲の溝である。時塚３号墳の周溝ＳＤ

01および上層のＳＤ02に੾られる。なお、遺構൪号が上層

遺構とॏෳしており、遺物のࠞཚがある。遺物はᆵ（18・

26）、 （ു37）が71図のように出土しているため໻ੜ時୅の遺

構であることは間違いない。遺構のੑ֨にͭいては、居住

域に伴うものか、墓域に伴うものかෆ໌である。

ＳＫ70（第72図）　調査区北東部、時塚３号墳の周溝西ݞ

部で検出された主࣠を南北方޲にとる木棺直葬墓である。

墓ᆮの平面形は、྆端が΍΍ؙΈをଳびた長方形ϓϥン

をఄし、ن໛は全長2.2̼、෯0.8̼、深さ0.3̼を測る。また、

北ଆの方がわͣかに෯が޿い。

墓ᆮ埋土上層から໻ੜ土器がࡉย化した状ଶで検出され

第71図　ＳＤ02実測図（1ö20）

第70図　ＳＫ552実測図（1�50）
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ている。おͦらくは、棺の෗ٺに伴って棺内に

མͪࠐΜだ土器群とߟえられる。部分తに木棺

の෗৯ࠟ跡が֬ೝされたが、平面తにଊえるこ

とはできͣ、また、断面としても木棺のࠟ跡を

೺Ѳすることができなかった。ͦのため、棺の

ؕ຅ࠟ検出状況と、完掘状況図をࡌܝした。

２地区では上記の໻ੜ時୅の遺構のほかに、

墳時୅の遺構として଄り出し付きのԁ墳であݹ

る時塚３号墳（ＳＤ01を）検出した。

時塚３号墳（第73図）　調査地北端で検出した

଄り出し付きのԁ墳である。ݹ墳の墳ٰはେき

く削平され、盛土΍埋葬施設は全く遺ଘしてい

ない。また、墳ٰ中央部がେきく֧ཚを受けて

いる。周溝のΈが遺ଘしていた。

墳ٰのجఈは周溝を掘削し、地ࢁを削り出し

ている。଄り出しは南ଆに地ࢁを削り࢒すこと

により構ஙされている。周溝は෯໿５̼・深さ0.5～0.6̼を測り、ԁ形に८る。ͦのため、この

଄り出しઌ端部のΈ周溝は෯をݮじ、周溝の深さも໿0.36̼とઙくなっている。墳ٰのن໛は直

はܘ墳の直ݹ໿20̼を測り、଄り出しをؚめた全長はਪఆ22.4̼である。また、周溝をؚめたܘ

໿28̼を測る。଄り出しは主ٰ部ଆで෯4.7̼、ઌ端部で෯5.2̼、全長2.4̼を測る。

周溝埋土中（第73図１・２層）からは10～30DNେの֯᛽、ѥ֯᛽が多਺検出された。また、ほ

΅ಉ一面でಸྑ時୅のਢܙ器が検出されている（第63図໢目部分）。この᛽群にͭいては෪石とし

て用いられていたもののՄೳੑがあるが、墳ٰجఈには෪石のଘ在をࣔす遺構は検出されておら

ͣ、このݹ墳に෪石がଘ在したことを໌らかにはできない。また、ಸྑ時୅のਢܙ器などが出土

していることから、周溝はಸྑ時୅には完全には埋຅していなかったことをࣔしている。また、

平面తには検出されていないものの、土層図には周溝埋຅後に掘削された柱穴が記ࡌされており、

周溝の埋຅後に掘立柱建物がங଄されたとΈられ、土地ར用のあり方を࢕いうる資料である。

遺物はಸྑ時୅のਢܙ器のほかに、ங଄時期をࣔすとࢥわれるਢܙ器￼（第78図57）΍土ࢣ器ᆵ

（第78図58）が周溝内から出土している。

（伊野近富・石崎善久）

第72図　ＳＫ70実測図（1ö40）
ɿ遺物出土状況、ӈɿ完掘状況ࠨ
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第73図　時塚３号墳実測図（平面空撮図化ɿ1ö200、断面ɿ1ö50）
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̗．ग़౔遺෺（第73～78図）

２地区出土遺物として、໻ੜ土器とともに時塚３号墳（ＳＤ01）出土遺物にͭいて概؍する。

̨̙5�1（１～６）　１のޱ޿ᆵのᰍ部は、۳ඳ直ઢ文をもͭ。長めのᰍ部をもͪ、Ώるくޱが

։く形状であるとΈられる。２の「く」ࣈ状ޱԑのᙈは、体部が上半でுる形状で、ޱԑ端部が

上方に֦ுする。ᙈとΈられるఈ部（４・５）は、いͣれも֎面ϋέϝ調整で内面φσ調整である。

４は器นがബく、５は上げఈである。６の水ࠩし形土器は、ຏ໓のਐ行のため、調整などはෆ໌

である。ఈ部がখさく、わͣかであるが೺खଆのޱԑ部に੾りࠐΈがݟられる。断面ପԁ形の೺

खは、େ部にࠩしࠐΜでషり付けている。３はఈ部がυーφπ状をఄすϛχνϡΞのᙈである。

̨̙���（７）　ແ文のޱ޿ᆵである。ޱԑ端部がわͣかに上方に޿がる。

̨̙5�5（８）　ఈ面に木༿ࠟをもͭఈ部である。

̨̙5��（９）　受ޱ状ޱԑのᙈである。ޱԑ部にҁਿ状のࠁ目が施される。

̨̙�1（10・13）　体部࠷େܘがܘޱに近いେܕᙈ（10）と、ఈ部（13）が出土した。

。げたڍԑᙈ（16）をޱ状ࣈԑᙈ（15）、「く」ޱげۂԑ部（14）とંりޱᆵޱ޿　（16～14）11̨̙

いͣれもޱԑ端部にはࠁ目を施さない。

̨̙ （̎第74図17～第75図42）　ޱ޿ᆵはແ文で୹ᰍのものが中心である（17～22）。調整はφσ

΍ϋέϝ調整が主体で、19の体部にはタタΩ調整がΈられる。খܕのものはᰍ部のకまりがڧい

形ଶをしている（21・22）。21はޱԑ端部にࠁ目をもͭものである。24～26には、受ޱ状ޱԑᆵを

ѹࠟ文ಥଳがషりͭけࢦはൺֱత໌ྎである（25・26）。いͣれもᰍ部にはۂԑ部の۶ޱ。げたڍ

られている。23はࡉยであるのでよく分からないが、΍はり受ޱ状ޱԑᆵであるとࢥわれる。「く」

ԑをもͭແᰍᆵもΈられる（27）。体部は۳ඳ೾状文で০られる。体部下ޱげられたۂ状にંりࣈ

半にはέζϦ調整が施される。28の直ޱのࡉᰍᆵは、ޱԑ部からԜઢ文、۳ඳ直ઢ文、ᰍ部と体

部のڥ界にಥଳをͦれͧれ施している。一方、ແ文の୹ᰍᆵ（29・30）には、深いタタΩ目がࠁま

れている。ಛに、29のタタΩ目はܹしいԜತをఄする。ᙈは「く」ࣈ状ޱԑのᙈが中心である（32

～34・36）。いͣれも体部にはタタΩ調整とϋέϝ調整が施される。ޱԑ内面にԣ方޲のϋέϝ

を施す఺は、ંりۂげޱԑᙈ（31）でも共௨する。34には内面にέζϦ調整がΈられる。35・38・

39はᙈఈ部であるとߟえられる。38の「く」ࣈ状ޱԑのുにも内面にέζϦ調整がΈられる。ߴ

ഋの٭部（40・41）は、内面φσ調整である。੄端部は上下に֦ுし、޿い面を࣋っている。42の

形ಁしをもͭ。໌らかに文様構成は西೻֯ࡾ部は、ϔϥඳ直ઢを主体とした文様と、ະ؏௨の٭

ຏҎ西でΈられるものである。

̨̙�5（43・44）　ᙈఈ部（43）はബखである。ߴഋ٭部（44）は、੄端部が下方に޿がる形状を

ఄす。なお、このS%05にͭいては、整理ஈ֊で、時塚３号周溝埋土の一部であることが໌らか

となったため、遺構としてはೝࣝしていない。

̨̙55�（49・50・52）　49はޱ޿ᆵޱԑのഁยである。ҁਿ状のϔϥඳ文の上に、ԁ形ු文が

షり付けられる。ແ文で୯७な形状のޱ޿ᆵもΈられる（50）。52はᙈఈ部である。

̨̠5��（45・46）　45は、面をもͭのΈのޱԑ端部に۳ඳ೾状文を、ᰍ部から体部に۳ඳ直ઢ
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第73図　２地区出土遺物実測図（１）
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第74図　２地区出土遺物実測図（２）



国営農地再編整備事業「亀岡地区」平成 18・19 年度発掘調査報告

-79-

文を施すޱ޿ᆵである。46のંりۂげޱԑᙈは、ޱԑ上端にࠁ目をもͭ。

̨̠5��（47・48）　΍΍ਨ下するޱԑをもͭޱ޿ᆵޱԑ部ยと、ᙈఈ部をڍげた。

。ԑᙈと、ఈ部ยが出土しているޱ状ࣈԑ部の୹いಛ௃のある「く」ޱ　（53・52）��5̨̥

̨̠��（54・55）　54は、֎面έζϦ調整を施す٭部である。55のখܕのߴഋは、ޱԑ部にԜ

第75図　２地区出土遺物実測図（３）
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ઢ文をもͭ。

̨̙5��（56）　完形に近いޱ޿ᆵである。体部

は上半がுり、ޱԑ端部が上方にං厚する形状で

ある。֎面はタςおよびφφϝのϋέϝを施し、

体部下半にタςϛΨΩを施す。内面はφσ調整を

施すが、一部ϋέϝ調整がΈられる。また、内面

のᰍ部Ҏ下は࢒ଘࠇൗのため全体が੨Έをଳびた

ೱփ৭をఄしている。

（୩上真༝ඒ）

時塚̏߸෿（第77・78図）　時塚３号墳出土遺物

として、周溝ＳＤ01内出土のਢܙ器・土ࢣ器を図

ࣔした。ݹ墳に直઀伴う遺物のほか、埋຅時期を

ࣔす資料が多਺出土している。

57・58がݹ墳に直઀伴うと൑断される資料であ

る。57はਢܙ器￼である。ޱԑ部をܽଛしている。

ፏٿ状の体部をもͪ、ᰍ部と体部の઀఺はࡉくし

まる。体部࠷େܘは体部のほ΅中位にもͭ。ԁ޸

は࠷େܘの上に施されている。ᰍ部はϥού状に

େきく޿がる。体部はԁ޸の上部に２৚の௜ઢを施し、ᰍ部は中ஈに２৚の௜ઢを施して加০す

る。΍΍厚खのͭくりである。58は土ࢣ器直ޱᆵである。体部は࠷େܘを体部上半にもͪ、ޱԑ

は直立ؾຯに立ͪ上がる。内面は体部下半がϔϥέζϦにより調整され、上半はϢϏによるφσ

によって調整されている。֎面はຎ໣がஶしく調整ෆ໌ྎであるが、ૈ੡のᆵとߟえられる。ਢ

器ܙ の形ଶはϥού状に։くޱԑ΍、体部の形ଶは΍΍৽しい様૬をఄしているといえる。ಃ

༢編年
ㅭ㉅２ㅮ

̩Ｋ10ܕ式にซ行するஈ֊のものとߟえておきたい。

59～64はਢܙ器ഋ֖である。60のようにఱ井部のߴいּ形をఄするもの΍、64のようにఱ井部

の௿いּ形をఄするもの。63のようにޱԑ部が「̯」ࣈ状に近く۶ۂし、௿いఱ井部をもͭもの

などがある。

65～78はਢܙ器ഋＡである。64・65は体部ଆ面の立ͪ上がりがؙΈをଳびている。ͦのଞのも

のは直ઢతに立ͪ上がるもの΍、ޱԑ端部を֎൓さͤるものなどがある。法ྔも様々であり、一

ఆの時期෯があるものとߟえられる。

79～90はਢܙ器ഋＢであるߴ。 ୆はఈ部֎ԑ部よりわͣかに内ଆにͭくものがେ部分であるが、

খ法ྔのഋ89΍ఈ部のΈのݸ体88は֎ԑ部にߴ୆がとりͭく。また90のようにେܕのഋＢもؚま

れている。

91・92はਢܙ器࿶である体部ଆ面はؙΈをଳびて立ͪ上がり、ޱԑ端面は΍΍内࿷ؾຯに֎方

へのびる。

第76図　２地区出土遺物実測図（４）
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第77図　時塚３号墳出土遺物実測図（１）
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93はਢܙ器長ᰍᆵ体部である。ݞのはった体部をもͪ、ݞ部に１৚の௜ઢを施している。ఈ部

֎面にはϔϥ記号がೝめられる。

94はߴ୆をもͭਢܙ器ޱ޿ᆵである。ݞ部に２৚の௜ઢを施している。

95・96はਢܙ器ࡼである。95は端部をؙく収めるが、96は端部に面を形成している。

97はਢܙ器࿶である。ϩΫϩ成ܕ時のϤίφσが多ஈ状に࢒るݸ体である。ఈ部はࢳ੾りఈで

ある。

98～100は྘ᬵの࿶である。98・99のߴ୆は削り出しߴ୆とࢥわれる。

101はփᬵの࿶である。

102はখܕのਢܙ器ᙈޱԑである。ബखのͭくりであり、ޱԑ端部は上方にંりۂげて֎ଆ面

に面を形成する。ݹ墳時୅にଐするՄೳੑもߟえられる。

103～105はਢܙ器ᙈである。103・104は୹いޱԑ部をもͪ、105は֎方に֎൓ؾຯにԆびるޱ

ԑをもͭ。

106・107はେܕの୹ᰍᆵである。୹く直立するޱԑをもͭ。

Ҏ上、時塚３号墳の周溝から出土した遺物は、ݹ墳時୅後期前半のݹ墳଄墓に伴うものと、ಸ

ྑ時୅後半から平҆時୅にかけての遺物にେผできる。ඈௗ時୅΍、ಸྑ時୅前半の遺物がଘ在

しないことは、このݹ墳がඈௗ時୅からಸྑ時୅には塚としてೝࣝされ、ಸྑ時୅後半から平҆

時୅にかけて土地ར用にࡍし、墳ٰの削平が行われ、土層断面にࣔされた柱穴などが構成され、

居住域として土地ར用がなされていったことをࣔしているものとߟえる。

（石崎善久）

第78図　時塚３号墳出土遺物実測図（２）
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̎）ಸྑ時୅Ҏ߱ͷ遺ߏɾ遺෺

ߏग़遺ݕ．̖

15−２地区ではಸྑ時୅Ҏ߱の遺構として、掘立柱建物跡４౩、溝などを検出した。ಸྑ時୅

Ҏ߱の遺構ີ度は１地区にൺしてرബといえる。なお、時期ෆ໌の遺構ＳＫ34にͭいても、この

߲で報告を行う。Ҏ下主要な遺構にͭいて概؍する。

۷ཱபݐ෺跡̨̗̎ʵ�1（第80図ӈ）　調査地の中央部で検出された南北３間、東西２間の掘

第79図　２地区検出遺構配置図（ಸྑ・平҆時୅、1�400）
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第80図　掘立柱建物跡ＳＢ２−01・02実測図（1�100）

第81図　掘立柱建物跡ＳＢ２−03・04実測図（1ö100）
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立柱建物跡である。ن໛はਊ々間で南北6.1̼、東西

4.3̼を測る。主࣠は座標北から西にৼっている。

柱穴は一辺0.3～0.7̼のෆ整な方形をఄする。

۷ཱபݐ෺跡̨̗̎ʵ��（第80図ࠨ）調査地の南

部で検出された南北３間、東西２間の掘立柱建物跡

である。ن໛はਊ々間で南北6.0̼、東西4.2̼を測る。

主࣠は、座標北から西にৼっている。掘立柱建物跡

S#2−01とは南北に࿈なって建てられている。

۷ཱபݐ෺跡̨̗̎ʵ��（第81図ࠨ）調査地の南

東部で検出された南北３間Ҏ上、東西１間Ҏ上の掘

立柱建物跡である。ن໛はਊ々間で南北5.4̼、東西

2.1̼を測る。主࣠はほ΅座標北である。

柱穴は一辺0.5～0.6̼のෆ整な方形をఄする。

۷ཱபݐ෺跡̨̥̎ʵ��（第81図ӈ）調査地の南東部で検出された南北３間、東西１間Ҏ上の

掘立柱建物跡である。ن໛はਊ々間で南北6.8̼、東西2.4̼を測る。主࣠はほ΅座標北である。

柱穴は一辺0.5～0.6̼のෆ整な方形をఄする。

（伊野近富）

໦ุ̨̠׹��（第82図）　時塚３号墳の墳ٰ東ݞ部で検出された南北方޲に主࣠をとる木棺直

葬墓である。

墓ᆮの平面形はෆ整な長方形をఄし、ن໛は長࣠1.7̼、୹࣠1.2̼を測る。墓ᆮはೋஈ墓ᆮで

あり、下ஈに長࣠1.4̼、୹࣠0.5̼、深さ0.1̼の土坑を掘削している。棺はこの下ஈにਾえられ

ており、木棺のࠟ跡からശܕ木棺とߟえられる。棺のن໛は長࣠12.4̼、୹࣠0.5̼を測る。棺の

෯は北ଆが΍΍޿くなっており、ඃ葬者は北಄位であるとߟえられる。

出土遺物がなく、ৄࡉな時期はෆ໌であるが、墓ᆮがೋஈ墓ᆮであることから、໻ੜ時୅の遺

構ではないものと൑断する。

（石崎善久）

̗．ग़౔遺෺（第83図）

２地区出土遺物として、柱穴΍土坑、溝、แؚ層などの出土遺物を図ࣔした。なお、掘立柱建

物を構成する柱穴出土遺物として図ࣔしうるものはない。

１～３は時塚３号墳周溝内で一ׅして出土したഋＢのセοτである。

４・５はＳＫ541出土のਢܙ器ഋޱԑのഁยである。

６はＳＰ127出土のഋ̜֖である。この地区で།一のඈௗ時୅の資料である。

７はＳＰ120出土のഋＢである。ߴ୆がఈ部֎ԑにとりͭく。

８～12はＳＰ548出土のਢܙ器࿶とࠇ৭土器࿶・ࠇ৭土器ᙈ・土ࢣ器ࡼである。一ׅੑのߴい

遺物といえる。

第82図　木棺墓ＳＫ34実測図（1�40）
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13・14はＳＰ570出土の平҆時୅の࿶とࡼである。

15はＳＰ553出土のਢܙ器ᆵの֖である。

16はＳＰ549出土のਢܙ器ഋＡである。

17はݹ墳の周溝を削平するＳＤ３から出土している長ᰍᆵの体部ยである。

18はＳＤ526から出土した྘ᬵ࿶のഁยである。この溝は南半が調査区֎のためৄࡉはෆ໌で

あるが、調査区南部を東西方޲にԣ੾っており、平҆時୅の区ը溝のՄೳੑがある。

19～21はＳＤ69から出土したਢܙ器௷ఈ部、ਢܙ器࿶ఈ部、ਢܙ器ുのޱԑ部である。時塚３

号墳の周溝を削平している溝である。

22～30はแؚ層から出土した遺物をࡌܝした。22はਢܙ器୹ᰍᆵである。23はਢܙ器֖のๅच

ͭまΈである。24はਢܙ器ഋＡである。25はਢܙ器ഋＢのఈ部である。26はେܕのਢܙ器ഋＢで

ある。27はࢳ੾りఈをもͭਢܙ器࿶である。28もಉ形ଶのਢܙ器࿶である。29は྘ᬵのখܕ࿶の

ഁยとࢥわれる。30は྘ᬵのࡼখยである。

これらの遺物にはඈௗ時୅から平҆時୅の各時期のものがೝめられるが、ಸྑ時୅後半から平

҆時୅にかけてのものがେ部分であり、この地区の土地ར用がこの時期を中心に行われたものと

。えられるߟ

（石崎善久）

第83図　２地区出土遺物実測図（５）
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ʢ̐）15ʔ̏ɾ̒஍۠

15−３地区は15−２地区の東に設ఆした調査区である。また、調査の課ఔで、用水路部分を６

地区として௥加調査したが、３地区と࿈ଓしているため、まとめて報告する。調査区では上層遺

構として掘立柱建物跡群΍土坑、ੑ֨ෆ໌のϐοτ・溝を、下層遺構として໻ੜ時୅の溝・土器

棺墓などを検出した。ݹ墳時୅の遺構は検出されていない

１）໻ੜ時୅ͷ遺ߏɾ遺෺

ߏग़遺ݕ．̖

໻ੜ時୅にଐする遺構として溝・土器棺墓がある。遺構ີ度はബい。

౔5�1ุ̨̥׹ث（第85図）　３地区南部で検出した。0.4̼ܘ、深さ0.15̼の土ᆮ内にᙈを正位

でਾえ付けている土器埋ೲᆮである。෭

葬඼΍人ࠎはないが、土器の検出状況か

ら土器棺墓と൑断した。

̨̙5�5　３地区中央西นで検出した

溝である。わͣかに۶ۂしており、調査

区より西ଆにԆびる。全長４̼を検出し

た。埋土内からは໻ੜ土器のΈが出土し

ており、ਢܙ器などのࠞೖ遺物もなく໻

ੜ時୅の遺構と൑断した。෯１̼、深さ

0.14̼を測る。

遺構のੑ֨にͭいては໌֬ではないが、

第84図　３・６地区検出遺構配置図（໻ੜ時୅、1ö400） 第85図　ＳＰ521実測図（1ö10）
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する平面形から方形周溝墓を構成する溝のՄೳੑがۂ۶

ある。

（伊野近富・石崎善久）

̗．ग़౔遺෺（第86図）

３地区出土遺物として、ＳＰ521出土遺物を図ࣔした。

なお、出土状況図には図ࣔしたുޱԑが記されておらͣ、

どのように使用されていたのか໌֬ではない。

１は、加০޲܏のڧい「く」ࣈ状ޱԑുである。ޱԑ

端面にはԜઢ文が施される。２は、ᆵもしくはᙈの体部

である。タタΩ調整がΈられる。土器棺のՄೳੑのある

ものである。

（୩上真༝ඒ）

̎）ಸྑ時୅Ҏ߱ͷ遺ߏɾ遺෺

ߏग़遺ݕ．̖

15−３・６地区では、上層の遺構としてಸྑ時୅の掘立柱建物跡２౩、溝、土坑などを検出し

た。

第87図　３・６地区検出遺構配置図
（ಸྑ時୅Ҏ߱、1ö400）
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第86図　３地区出土遺物実測図（１）
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Ҏ下、主要な遺構にͭいて概؍

する。

۷ཱபݐ෺跡̨̗̏ʵ�1（第88

図）　調査区中央ฒびに６地区で

検出された東西方޲に主࣠をもͭ

掘立柱建物跡である。主࣠はほ΅

真東西にとる。

建物は西ଆに൳をもͭ構଄に復

原される。਎ࣷは南北２間（4.2̼）、

東西４間（８̼）のن໛をもͪ、西

ଆに１間分（2.4̼）の൳がͭく。な

お、北ଆの柱のうͪ、਎ࣷの２間

分、൳の北西۱の柱穴は調査区֎

のため֬ೝすることはできなかっ

た。

਎ࣷを構成する柱穴は方形ある

いはෆ整方形であり、ن໛は一辺

0.6～0.8̼、深さ0.2～0.5̼を測る。

断面形状は全てૉ掘りの構଄をと

っている。

柱ࠟ跡の֬ೝできるものから直

第88図　掘立柱建物跡ＳＢ３−01実測図（1�100）

第89図　掘立柱建物跡ＳＢ３−02実測図（1�100）
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。30DN前後の柱が使用されていたものとΈられる～20ܘ

なお、南ଆ柱列は１間がۉ౳ではなく、東から２ج目と

。཭が୹いڑ目の柱穴間のج３

൳を構成する柱穴は平面がԁ形であり、ಛに南西۱の

柱穴は直0.3̼ܘ、深さ0.2̼とখن໛である。柱ࠟ跡の֬

ೝできたものは直30ܘDNであり、ͦのن໛は਎ࣷとมわ

るものではない。

建物を構成する柱穴ＳＰ２からਢܙ器࿶（34）、ＳＰ

536からਢܙ器（６）ࡼがͦれͧれ出土している。

۷ཱபݐ෺跡̨̗̏ʵ��（第89図）　調査区の南で検出

した南北方޲に主࣠をもͭ掘立柱建物跡である。主࣠は

わͣかに西にৼる。

໛は東西２間（4.8̼）、南北４間（10.3̼）を測る。建ن

物を構成する柱穴は方形あるいはෆ正方形であり、ن໛

は一辺0.7～１̼、深さは0.5̼前後を測る。柱ࠟ跡の֬ೝ

されたものは直30～20ܘDNを測る。また、北東۱の柱穴

にはൈきऔりࠟとࢥわれる土৭のม化が֬ೝされた。

建物を構成する柱穴ＳＰ507からਢܙ器ഋ（16）、ਢܙ器࿶（17）が、ＳＰ512からਢܙ器࿶（７）が、

ＳＰ528からਢܙ器ᙈ（20）がͦれͧれ出土している。

̨̙51�　掘立柱建物跡ＳＢ３−02の東で֬ೝされた南北方޲のૉ掘り溝である。෯0.7̼、

深さ0.2̼を測る。૯Ԇ長10.6̼分を検出した。位置΍方位からΈてＳＢ３−02に付ਵする施設の

Մೳੑがߴい。

なお、３地区と５地区にまたがる掘立柱建物跡があるが、これにͭいては５地区の߲でड़΂る。

̨̠11（第90図）　֦ுを実施した６地区で検出された土坑である。掘立柱建物跡ＳＢ３−01

の南に位置している。土坑の平面はෆ整な長ପԁ形をఄし、ن໛は全長１̼、෯0.8̼、深さ0.2

̼を測る。֯᛽とともにਢܙ器࿶（第91図25～28）、土ࢣ器ഋ（第91図29）が出土した。埋土の࠷下

層にはম土がೝめられたが、この土坑内でՐが使用された状況ではない。ഇغ土坑΍ࡇ᛾に伴う

土坑のՄೳੑがߟえられる。

（岩松　保・石崎善久）

̗．ग़౔遺෺（第91図）

３地区出土遺物として溝、柱穴、土坑、แؚ層などから出土した遺物を図ࣔした。また、遺物

の出土位置にͭいては付表２に記した。

۷ཱபݐ෺跡̨̗̏ʵ�1（34・６）　建物を構成するＳＰ２からਢܙ器࿶（34）、ＳＰ536からਢ

器࿶はઙい形ଶをࣔし、内֎面にϩΫϩφσのࠟܙがͦれͧれ出土している。34のਢ（６）ࡼ器ܙ

跡が多ஈ状に࢒る。平҆時୅にଐするものである。６のਢܙ器ࡼは΍΍ؙΈをଳびた形状をఄし、

第90図　ＳＫ11実測図（1ö20）
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。ԑ内面にஈを形成するޱ

۷ཱபݐ෺跡̨̗��ʵ （̎16・

17・７・20）　建物を構成する

柱穴ＳＰ507からਢܙ器ഋ（16）、

ਢܙ器࿶（17）が、ＳＰ512から

ਢܙ器࿶（７）が、ＳＰ528より

ਢܙ器ᙈ（20）がͦれͧれ出土し

ている。ਢܙ器࿶（17）はࢳ੾り

ఈ部をもͭものであり、平҆時

୅にଐする。

̨̠11（25～29）　土坑内より

出土した資料であり、一ׅੑの

੾りのࢳい一群である。25はߴ

平ߴ୆をもͭਢܙ器࿶であり、

内֎面に多ஈ状のϩΫϩφσの

ࠟ跡が࢒る。ઙい形ଶをとる。26・27は平ఈのਢܙ器࿶であり、内֎面に多ஈ状のϩΫϩφσの

ࠟ跡が࢒る。器ߴの௿い形ଶをとる。28もಉ形ଶの࿶であるが、ఈ部の形状にͭいてはෆ໌。29

は土ࢣ器のഋであり、ϢϏΦαΤによる整形がなされている。

ＳＫ11出土土器は掘立柱建物跡ＳＢ３−01・02とಉ形ଶのものであり、この３ͭの遺構はಉ時

期に形成もしくはഇઈしたものとߟえられる。とくに建物との位置関係から、掘立柱建物跡ＳＢ

３−01に伴うࡇ᛾土坑であるՄೳੑがߴい。

̨̙51�（１）　１はਢܙ器ഋＢである。体部は直ઢతに立ͪ上がる。ߴ୆はఈ部֎ԑより΍΍

内ଆに付く。ಸྑ時୅後半から຤のものである。遺構の位置関係から掘立柱建物跡ＳＢ３−02に

伴うものとߟえたが、建物出土の遺物よりݹ૬のものである。あるいはこの時期に建物群が形成

され、建物跡出土遺物はഇઈ時のものであるՄೳੑもྀߟしておきたい。

ͦのଞの遺物として、この地区ではಸྑ時୅後半から平҆時୅のものが多਺ଘ在する。中でも

。えられるߟ৭土器が૬当਺出土しており、この時期に土地ར用の中心があるものとࠇ

（石崎善久）

付表２　15−３地区出土土器対照表
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第91図　３地区出土遺物実測図（２）
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ʢ̑）15ʔ̐஍۠

15−４地区は15−２地区の南に設ఆした調査区である。調査区では上層遺構として掘立柱建物

跡群΍土坑、ੑ֨ෆ໌のϐοτ、溝を、下層遺構として໻ੜ時୅の方形周溝墓・土坑など、ݹ墳

時୅の遺構として竪穴式住居跡２جを検出した。

１）໻ੜɾݹ෿時୅ͷ遺ߏɾ遺෺

ߏग़遺ݕ．̖

໻ੜ時୅にଐする遺構として方形周溝墓５جを調査区内で検出した。。

15ʵ1�߸ุ　調査区の北西部で֬ೝした方形周溝墓である。15−８号墓の南ＳＤ515を北溝、

ＳＤ515の南への۶ۂ部（෯0.9̼・深さ0.14̼）を西溝に、15−16号墓の北ＳＤ56（෯1.9̼・深さ

第92図　４地区検出遺構配置図（໻ੜ・ݹ墳時୅、1ö400）
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第93図　４地区方形周溝墓実測図（１）（平面ɿ1ö200Ŋ 断面ā1ö50）
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0.1̼）を南溝に、ＳＤ56から北ଆにԆ

びる溝（෯1.1̼・深さ0.07̼）を東ଆ区

ը溝に૬当するものとして復原した。

周溝墓のن໛は東西11̼、南北11̼

を測る。ྡ઀する各周溝墓との前後

関係はෆ໌である。この周溝墓に伴

う遺物もந出できなかった。

15ʵ1�߸ุ　ＳＤ56を北ଆおよび

東ଆ（෯１̼・深さ0.4̼）の区ը溝に、

ＳＤ61を南ଆ（෯１̼・深さ0.6̼）お

よび西ଆ（෯１̼Ҏ上・深さ0.3̼）の

区ը溝とする方形周溝墓である。西

ଆは調査地区֎となるが、完周する

周溝であるՄೳੑがߴい。周溝墓の

。໛は東西9.2̼、南北10.3̼を測るن

墳ٰ内での埋葬施設は֬ೝされなか

った。

また、北ଆ区ըＳＤ56は再掘削さ

れたかのように、溝中央部が一ஈ深く掘りࠐまれている。

南ଆ区ըＳＤ61中央部は΍΍深く掘削されており、この部分からᆵおよびᙈが検出された（Ｓ

Ｘ122、第94図）。྆端を上層の柱穴により削平されているため、ن໛は໌らかではないが、ＳＤ

61が一ఆ埋຅したஈ֊で再掘削されたՄೳੑがߴい。ᆵ（12）のޱԑを東にΉけ、ԣ位で҆置し、

ᆵޱԑ下部はᙈ体部ยを下からࢧえるように置いている。ᆵޱԑは半ࡋしたᙈ（11）を直ަするよ

うに用いて֖としている。ಉ一ݸ体のᙈยがす͙東ଆから検出されている。遺物の出土状況から

は土器棺墓のՄೳੑがߟえられるが、掘形がେきいこと、ᆵが掘形চ面よりුいている఺΍、ᙈ

とのあわͤ方が例をݟないものであることから、ここでは人ҝతにਾえられた土器埋ೲ遺構とし

て理解しておきたい。

15ʵ1�߸ุ　ＳＤ63（෯1.3̼・深さ0.2̼）を北ଆ区ը溝に、ＳＤ31（෯1.2̼・深さ0.4̼）を東

ଆ区ը溝に、ＳＤ64を南（෯1.2̼・深さ0.6̼）および西ଆ区ը溝（෯0.6̼Ҏ上・深さ0.3̼Ҏ上）と

する方形周溝墓である。北東۱および南東۱は周溝が్੾れている。南西ଆは15−19号墓の東ଆ

区ը溝であるＳＤ121と઀しているが੾り߹い関係にͭいては໌ྎではない。また、北ଆ区ըＳ

Ｄ63は、東ଆが土坑状に໿25DNఔ度、深く掘削されている場所があり、再掘削のՄೳੑがある。

周溝墓のن໛は東西໿10̼、南北10.7̼を測る。

東ଆ区ըＳＤ31では北半部を中心に໻ੜ土器がまとまって出土した（第95図）。ᆵఈ部（５）のよ

うに周溝֎からのసམ遺物もଘ在し、周溝墓内֎からసམ、౤غされた遺物がࠞ在しているՄೳ

第94図　ＳＸ122実測図（1�20）
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ੑがある。

この周溝墓に伴う埋葬施設として、墳ٰ上で４جの土坑を૝ఆ

する。いͣれも東西方޲に主࣠をもͪ、ほ΅ಉ一方位をとる。

໦1ุ̨̠׹��（第96図）　周溝墓墳ٰ中央に位置する東西方޲

に主࣠をとる木棺直葬形ଶをとる埋葬施設である。墓ᆮの平面形

は東ଆ෯が΍΍ڱいෆ整形な長方形ϓϥンをఄする。断面形ଶは

ૉ掘りである。木棺のࠟ跡は部分తにしか֬ೝできなかったが、

南ଆ長ଆ൘の西端部がখޱよりಥ出している状況が֬ೝでき、こ

の状況から長ଆ൘がখޱ൘をڬΈࠐΉശܕ木棺とߟえる。東ଆখ

の様૬はෆ໌であり、ఈ൘の༗ແにͭいても໌ྎではない。墓ޱ

ᆮఈ面は東ଆがわͣかにߴい。墓ᆮのن໛は長࣠2.2N、୹࣠1.1N、

深さ0.13Nを測る。

̨̠1��（第97図）　ＳＫ143の南西で検出された平面長方形ϓϥ

ンをఄするૉ掘りの土坑である。࢒ଘ状況はѱいが、ＳＫ143と主

࣠をほ΅ಉじくすること΍、ن໛・形状から໻ੜ時୅の遺構と൑

断した。長࣠２̼、୹࣠１̼、深さ0.06̼を測る。棺のࠟ跡は֬ೝできͣ、木棺直葬墓か土ᆮ墓

であるかෆ໌である。

̨̠�5（第97図）　ＳＫ143の北西で検出されたૉ掘りの土坑である。主࣠をＳＫ143とಉじく

東西方޲にとること、上層遺構に੾られること、出土遺物などから໻ੜ時୅の遺構と൑断した。

第95図　ＳＤ31遺物出土状況図（1�20）

第96図　ＳＫ143実測図
（S�1�50）
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墓ᆮの平面形はいびͭな長方形ϓϥンをఄし、長࣠1.3̼、୹࣠0.8̼、深さ0.2̼を測る。木棺の

ࠟ跡౳は֬ೝできͣ、土ᆮ墓とߟえられる。

̨̠1�5（第97図）　ＳＫ143の南東で検出されたૉ掘りの土坑である。主࣠方位をＳＫ143ಉ様、

東西࣠にとること、形ଶなどから໻ੜ時୅の遺構と൑断した。長࣠1.1̼、୹࣠１̼、深さ0.2̼

を測る΍΍୹࣠にൺして長࣠の୹い長方形ϓϥンをఄする。木棺のࠟ跡は֬ೝできͣ、土ᆮ墓で

あると൑断する。

15ʵ1�߸ุ　15−17号墓の南西に位置する南北方޲の溝、ＳＤ121（෯1.25̼、深さ0.2̼）を東

ଆ区ը溝とする方形周溝墓と૝ఆした。墳ٰのେ部分は調査区֎であり、ৄࡉはෆ໌である。Ｓ

Ｄ121は南ଆで෯をݮじてさらに調査区֎にԆびる。

15−17号墓および、南東に૝ఆされる15−18号墓との前後関係はෆ໌である。

遺物は周溝ＳＤ121内からᙈ（19）などが出土している（第98図）。出土状況からは、北ଆの遺物

群は墳ٰからのసམ、南ଆの遺物群は周溝東ଆからの遺غのՄೳੑがある。

15ʵ1�߸ุ　15−19号墓の東ଆ区ըＳＤ121から東へಥ出する溝（෯２̼、深さ0.7̼）を北ଆ

区ը溝に西ଆは15−19号墓の東ଆ区ը溝と共༗する方形周溝墓としてߟえる。େ部分が調査区֎

のため、ৄࡉはෆ໌である。

15ʵ15߸ุ　４地区北ଆ中央で検出した。２地区で検出したＳＤ573を北ଆ区ը溝とし、４地

区のＳＤ17により区ըされる。周溝は一部ະ調査であるが、完周するものとਪఆされる。ＳＤ17

は東で෯1.5̼・深さ0.3̼、南ଆで෯1.6̼・深さ0.2̼、西ଆで෯0.9̼・深さ0.1̼を測る。周溝

墓のن໛は東西8.8̼、南北10.7̼を測る。

北ଆ区ըＳＤ573は溝ఈ面が再掘削された状況をఄしており、北ଆに઀する方形周溝墓15−11

号墓の盛土を֬保するために溝内が掘削されたՄೳੑをߟえておきたい。

また、ＳＤ17は西ଆ部分がଞの部分よりઙいのがಛ௃తである。

Ҏ上の方形周溝墓のଞに、４地区では໻ੜ時୅の遺構として土坑が検出されている。

̨̙51　15−15号墓の南で検出したෆ整形な土坑である。埋土中からは໻ੜ土器のΈが出土

第97図　ＳＫ147・65・185実測図（1�50）



京都府遺跡調査報告集　第 135 ࡭

-98-

第98図　ＳＤ121遺物出土状況図（1�20）
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している。長࣠2.4̼、୹࣠1.4̼、深さ0.27̼を測る。

̨̠15�　調査区北東で検出した土坑である。େ部分が調査区֎のため、遺構のੑ֨などはෆ

໌である。南北３̼、東西0.6̼Ҏ上、深さ0.15̼を測る。

̨̠1�1　竪穴式住居跡ＳＨ32চ面で検出された土坑である。ෆ整形な長方形ϓϥンをఄし、

চ面は一ஈ深く掘削されている。長࣠1.3̼、୹࣠0.7̼、深さ0.4̼を測る。

４地区では໻ੜ時୅の遺構のほかに、ݹ墳時୅の遺構として２جの竪穴式住居跡を検出した。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��（第100図）　４地区南部で検出した竪穴式住居である。平面は南北に΍΍

長い長方形ϓϥンをఄする。ن໛は東西３̼、南北3.8̼、深さ0.15̼を測る。住居内の施設とし

て、北東および南東部で土坑を、東辺中央でΧϚυを検出した。周น溝΍主柱穴は֬ೝできない。

଄り付けのΧϚυは第100図８層を盛り上げてน体とし、೩ম部をচ面より深く掘り下げている。

柱石౳は検出されていないが、上層柱穴によりΧϚυ内部が֧ཚされているため、本དྷの༗ແࢧ

は໌らかではない。遺物はΧϚυ周辺から土ࢣ器ᙈ（第114図１）が出土している。ඈௗ時୅の竪

穴式住居跡とߟえる。

第99図　４地区方形周溝墓実測図（２）（平面ɿ1ö200Ŋ 断面ā1ö50）
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୦݀ࣜॅډ跡4)��ʢ第101図）　４地区中央で検出

した南北方޲に主࣠をもͭ竪穴式住居跡である。平

面は方形ϓϥンをఄし、ن໛は南北4.8̼、東西4.5̼、

深さ0.1̼を測る。住居内の施設は໌֬には֬ೝされ

ておらͣ主柱穴もಛఆすることはできなかった。

埋土中からएׯの土ࢣ器・໻ੜ土器が出土してい

る。周溝墓を੾っていること、ΧϚυがないこと、

ਢܙ器が出土していないことと17次調査の成果から

。いߴ墳時୅前期の竪穴式住居跡のՄೳੑがݹ

（岩松　保・石崎善久）

̗．ग़౔遺෺（第102・103図）

４地区出土遺物として、໻ੜ土器を図ࣔした。なお、

竪穴式住居跡ＳＨ32の出土土器は４地区のಸྑ時୅

Ҏ߱の土器と共に報告する。

̨̙�1（１～７）　土器ยが多く出土した。７のࡉᰍᆵとࢥわれるᆵ体部はᰍ部Ҏ上をܽき、

全༰が分からない。体部は、࠷ऴతに一周する۳ඳྲྀ水文で০られる。ݙڙ土器であるとߟえら

れるものである。ᙈは、「く」ࣈ状ޱԑ（１）と、全くுりのないંりۂげޱԑᙈ（２）がある。１は、

しており、体部がେࣅԑ端部の形状から、15−１地区ＳＫ420などにΈられたようなものとྨޱ

きくுる形状のものであるとߟえられる。６は、水平ޱԑߴഋのഋ部である。ޱԑ内にಥଳはな

第100図　竪穴式住居跡ＳＨ32実測図（1�50）

第101図　竪穴式住居跡ＳＨ68実測図
（1�80）
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第102図　４地区出土遺物実測図（１）
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く、水平部もંりۂげて࡞られていることから、出現したばかりのものとߟえられる。

ԑ端部がେきくਨ下し、ͦこޱ、ᆵ（８）とޱ޿ԑ端部に面をもͭແ文のޱ　（10～８）1�1̨̙

を۳状޻۩によるҁਿ文とԁ形ු文で০るେܕのޱ޿ᆵ（９）がある。９は２ݸ一૊のඥ޸をもͭ。

10のᙈは、୹いޱԑをもͪ、体部がେきくுる形状の「く」ࣈ状ޱԑᙈである。

491��（11・12）　11は、近ߐ系の受ޱ状ޱԑᙈである。֎面ϋέϝ調整がඇৗにૈく、଻土

も׊৭でେཻの石ӳ΍長石が目立ͭということから、໌ らかなൖೖ඼であることがわかる。12は、

୹いޱԑ部をもͭޱ޿ᆵである。֎面をϋέϝ調整した後、下半をϛΨΩ調整を施す。ఈ面にも

ϛΨΩ調整がΈられる。ޱԑ端面には１本ඳきで表現されたࣼ֨子文が০られる。଻土は在地の

ものとมわりない。11の体部下半が12のޱԑ部を෴うようにして出土しており、ಉ一時期にਾえ

付けられたものである。

̨̙��（13～16）　13のޱ޿ᆵは、ᰍ部の్中で۶ۂしてંれۂがり、޿がる形状である。ޱ

ԑ端面にࠁ目をもͭ。14はંりۂげޱԑᙈである。16はେܕのᆵのఈ部であるとߟえられる。土

੡ԁ൫もΈられる（15）。

くுる形状で、南୮೾でڧした。17は、体部が中位でࡌܝഋをߴᆵとޱ޿　（18・17）�1̨̙

はあまりΈられない形状である。体部はڪらく、۳ඳ೾状文と直ઢ文がަޓに施されていたもの

とࢥわれる。࠷上ஈは೾状文である。体部下半の調整は、ϛΨΩともέζϦともͭかない。18は、

形֚化したようなখܕの水平ޱԑߴഋである。ޱԑ端が全くのびͣ、す͙にਨ下する。内֎共に

έζϦ調整が施される。

（୩上真༝ඒ）

第103図　４地区出土遺物実測図（２）
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̎）�ಸྑ時୅Ҏ߱ͷ遺ߏɾ遺෺

ߏग़遺ݕ．̖

15−４地区ではಸྑ時୅Ҏ߱の遺構として、掘立柱建物跡６౩、柵・溝・土坑などを検出した。

ಸྑ時୅Ҏ߱の遺構ີ度は１地区ಉ様ߴいといえる。

۷ཱபݐ෺跡̨̗̐ʵ�1（第105図）　調査区北部で検出した東西౩の、૯柱掘立柱建物跡であ

る。ن໛は東西５間（13.5̼）、南北４間（7.9̼）を測る。主࣠は座標࣠より西にৼっている。北ଆ

の１間分の柱穴間ڑ཭は、ଞの柱穴間ڑ཭にൺして1.2̼と୹く、൳もしくはԑなどのՄೳੑが

ある。また、東ଆ１間分はଞの柱間にൺして長く、3.4̼を測る。建物を構成する柱穴の平面形

はԁ形、もしくはෆ正ԁ形をఄし、ن໛は直0.5̼～0.2ܘ、深さ0.1～0.3̼を測る。断面形は全て

ૉ掘りの構଄をとる。柱ࠟ跡の֬ೝされたものから15ܘDNఔ度の柱が使用されていたものとߟ

えられる。ＳＰ８から྘ᬵ࿶（39・40）、փᬵ࿶（41）、ＳＰ114からਢܙ器࿶（30）、ＳＰ５からਢ

。器ഋ（42）、ＳＰ140から྘ᬵ࿶（43）が出土しているܙ

また、この掘立柱建物跡の東で検出された柵ＳＡ４−01は掘立柱建物跡４−ＳＢ01と方位、柱

間をଗえており、この建物に付ଐする施設であるとߟえる。ＳＡ４−01は南北࣠に主࣠をとり、

４間（10̼）のن໛をもͭ。

۷ཱபݐ෺跡̨̗̐ʵ��（第106図）　調査区の中央で検出された૯柱の掘立柱建物跡である。

主࣠は掘立柱建物跡ＳＢ４−01とಉ一方位をとる。また、ＳＤ30を柱穴が੾っており、ＳＤ30に

後出する建物である。建

物のن໛は東西３間（７

̼）、南北３間（7.5̼）を

測り、南北に΍΍長い構

଄をとる。ಛに、南北中

央の１間は３̼を測り、

ଞの柱間よりも長い。建

物を構成する柱穴の平面

形はԁ形、もしくはෆ正

ԁ形をఄし、ن໛は直ܘ

0.3～0.5̼、深さ0.3̼前

後を測る。断面形は全て

ૉ掘りの構଄をとる。Ｓ

Ｐ136からנ器࿶（52）、Ｓ

Ｐ101からנ器࿶（55）、Ｓ

Ｐ23から土（57・56）ࡼࢣ、

器࿶（58）が出土していנ

る。第104図　４地区検出遺構配置図（ಸྑ・平҆時୅、1ö400）
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第105図　掘立柱建物跡S#４−01実測図（1ö100）

第106図　掘立柱建物跡S#４−02実測図（1ö100） 第107図　掘立柱建物跡S#４−03実測図（1ö100）
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۷ཱபݐ෺跡̨̗̐ʵ��（第107図）

　調査区南東部で検出された掘立柱建

物跡である。調査区֎にԆびるため、

全༰はෆ໌である。南北２間（4.4̼）、

東西２間（３̼）Ҏ上を測る。柱穴は方

形もしくはෆ正方形であり、ن໛は一

辺0.4～0.7̼、深さ0.15～0.3̼を測る。

柱ࠟ跡の֬ೝされたものから、ܘ໿

30DNఔ度の柱が使用されていたもの

とߟえられる。図ࣔしಘる遺物はない。

۷ཱபݐ෺跡̨̗̐ʵ��（第108図）

　調査区中央より北東دり、掘立柱建

物跡ＳＢ４−01とॏෳする掘立柱建物

跡である。直઀తな੾り߹い関係がな

いため、遺構から前後関係をࣔすこと

はできない。建物のن໛は東西２間（4.3

̼）、南北３間（7.3̼）を測る。主࣠は

わͣかに西にৼる。建物を構成する柱

穴は方形もしくはෆ正方形であり、ن

໛は一辺0.4～0.7̼、深さは0.15～0.5̼

を測る。断面形はૉ掘りのものがେ部分である。また、

南北྆ྊ行中央の柱穴がখن໛な఺がಛ௃తである。Ｓ

Ｐ167からਢܙ器ഋ（28）が出土している。

۷ཱபݐ෺跡̨̗̐ʵ�5（第109図）　調査区中央の東

に主࣠をもͭ掘立柱建物跡޲りから検出された南北方د

である。主࣠方位は、掘立柱建物跡ＳＢ４−04とほ΅一

கする。また、柵ＳＡ４−01とॏෳするが、直઀తな੾

り߹い関係はない。ن໛は東西２間（3.6̼）、南北２間（4.9

̼）を測る。建物を構成する柱穴は、ԁ形もしくはෆ正

ԁ形のものがେ部分であるが、一部、ෆ正方形のものも

Έられる。柱穴のن໛は0.6̼～0.3ܘと෯があり、ಛに、

西ଆܻ行の柱穴はଞにൺしてେܕである。柱ࠟ跡の֬ೝ

された北西۱柱穴では、΍΍ෆ整ながら20ܘDNの柱が使

用されていたものとߟえられる。図ࣔしうる遺物はない。

۷ཱபݐ෺跡̨̗̐ʵ��（第110図）　調査区南東部で検出した南北方޲に主࣠をもͭ掘立柱建

第108図　掘立柱建物跡ＳＢ４−04実測図（1ö100）

第109図　掘立柱建物跡ＳＢ4−05
実測図（1ö100）
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物跡である。主࣠方位は掘立柱建物跡ＳＢ４−

04・05とಉ一方位をとる。また、竪穴式住居跡Ｓ

Ｈ32を੾る。建物のن໛は南北３間（５̼）、東西

２間（3.7̼）を測る。建物を構成する柱穴は、平面

形はԁ形もしくはෆ正ԁ形であり、ن໛は0.4ܘ～

0.6̼を測る。断面形はૉ掘りである。全ての柱穴

で柱ࠟ跡を֬ೝした。柱ࠟ跡のن໛から、この建

物に使用されていた柱は20ܘDN前後とߟえられ

る。図ࣔしうる遺物はない。

பྻ̨̗�ʵ��（第111図）　調査区北西部で検

出した柱穴群である。柱穴のن໛΍形状から一࿈

の施設とߟえるが、北東の柱穴から西あるいは北

にも、࿈ଓする遺構がないため、掘立柱建物跡で

はないՄೳੑがある。ศٓ上、ＳＢの遺構ུ号を

付して報告する。

遺構は東西２間（3.7̼）Ҏ上、南北６間（11.2̼）

を֬ೝした。柱穴は平面方形もしくはෆ正方形が

େ部分であるが、ԁ形のものもೝめられる。柱穴

のن໛は一辺0.6～0.9̼、深さ0.2～0.6̼を測るେ

の柱穴から構成される。主࣠方位はわͣかに西ܕ

にৼっている。全ての柱穴から柱ࠟ跡が検出され

ており、使用された柱は25ܘDN前後のものであっ

たとߟえる。図ࣔしうる遺物はない。

遺構のੑ֨にͭいては、掘立柱建物跡のՄೳੑ

もあるが、Կらかの施設をғ៴する柵であるՄೳ

ੑもྀߟしておきたい。

̨̙��（第104・112図）　調査地南で検出された

東西方޲の溝である。෯0.8̼、深さ0.2̼、全長15

̼を測る。主࣠方位はほ΅真東西に近い。この溝

は建物群に伴う区ը溝のՄೳੑがߴいとߟえる。

また、ྡ઀する５地区で検出したＳＤ13と༗機త

な関࿈があるとߟえられるが、この఺にͭいては

後ड़する。

溝の東端では土坑（第113図）を検出した。溝のఈ

面から掘りࠐまれており、平面は྆端のؙい長方

第110図　掘立柱建物跡S#４−06実測図（1ö100）

第111図　柱列ＳＢ４−̌７実測図（1ö100）
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形ϓϥンをఄする。ن໛は長さ1.4̼、෯0.64

̼、深さ0.3̼を測る。

土坑内からはഋ਎（20・22）とともに馬のࣃ

էとࢥわれるಈ物遺体を検出した。この遺構

のੑ֨にͭいてはࡇ᛾土坑とߟえる。

̨̠��（第113図）　調査区南端で検出した

ૉ掘りの土坑である。平面は方形ϓϥンをఄ

し、一辺1.6̼を測る。深さは２̼を測り、埋

土の࡯؍などから井ށと൑断する。

遺物はਢܙ器を中心とした遺物（６～11）が出土して

いる。

（岩松保・石崎善久）

̗．ग़౔遺෺（第114・115図）

４地区出土遺物として、土坑、溝、柱穴などから出

土した遺物を図ࣔした。なお、竪穴式住居跡ＳＨ32の

遺物もここで概要をड़΂る。

１はＳＨ32出土の土ࢣ器ᙈである。直立ؾຯに立ͪ

上がるޱԑをもͪ、ޱԑ端部は内面に۶ۂさͤる。ݹ

墳時୅後期からඈௗ時୅にଐするものとߟえる。

２～５はＳＫ69出土遺物である。２はഋ#のఈ部、

３は内面に҉文をもͭ土ࢣ器ഋのখย、４はখܕの土

ԑをもͭ。５はେきޱ器ᙈであり、あまり։かないࢣ

くޱԑの։く土ࢣ器ᙈである。

６～11はＳＫ37出土遺物である。６はઙい࿶形のਢܙ器ഋ਎である。７は΍΍େܕのਢܙ器࿶

である。８はઙい࿶形をఄし、ߴ୆をもたないਢܙ器ഋである。９はփᬵಃ器ࡼである。10はਢ

をもͭᆵఈ部である。出土層ײ土器のような࣭࣭נԑである。11はೈ࣭のম成でޱᆵのܕ器খܙ

位が໌らかでなくࠞೖ඼、あるいは࠷ऴ埋຅時の遺物のՄೳੑがある。

12はＳＫ36出土のਢܙ器ഋＡのఈ部とࢥわれるݸ体である。この遺構ࣗ体は໌ྎな掘形がなく、

แؚ層としてଊえるものであΖう。

13・14はＳＫ124出土遺物である。13はࢳ੾りఈ部をもͭਢܙ器࿶である。14はਢܙ器ുであ

りޱԑ部を֦ுする。また、֎面のϩΫϩφσが多ஈ状に࢒される。

15～17はＳＸ82出土のנ器࿶である。16のߴ୆は断面֯ࡾ形をఄする。

18・27はＳＤ49から出土したਢܙ器ഋＨ֖と土ࢣ器ᙈである。

19～26は区ը溝とΈられるＳＤ30出土遺物である。20・22は馬のࣃէとڙに土坑内から出土し

たਢܙ器である。この溝の出土遺物にはಸྑ時୅後半にଐする遺物が多い。後ड़する５地区のＳ

第112図　ＳＤ30東端土坑遺物出土状況平面図（1ö20）

第113図　ＳＫ37実測図（1ö50）
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第114図　４地区出土遺物実測図（３）
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Ｄ13とのಉ時ซଘにໃ६はないものと൑断する。25はࢳ੾りఈをもͭਢܙ器ᆵであり、溝の埋຅

時期をࣔす資料であΖう。

28～60はϐοτからの出土遺物である。付表３に対照表を付した。このうͪ、建物に伴う遺物

はҎ下のとおりである。

掘立柱建物跡ＳＢ４−01ではＳＰ８から྘ᬵಃ器࿶（39・40）、փᬵಃ器࿶（41）、ＳＰ114から

ਢܙ器࿶（30）、ＳＰ５からਢܙ器ഋ（42）、ＳＰ140から྘ᬵಃ器࿶（43）が出土している。

掘立柱建物跡ＳＢ４−02ではＳＰ136からנ器࿶（52）、ＳＰ101からנ器࿶（55）、ＳＰ23から土

。器࿶（58）が出土しているנ、（57・56）ࡼࢣ

掘立柱建物跡ＳＢ４−04ではＳＰ167からਢܙ器ഋ（28）が出土している。

Ҏ上のように、૯柱建物であるＳＢ４−01・02は平҆後期から຤ࠒの଄営とΈられ、ͦのଞの

建物にͭいては、ＳＢ４−04と主࣠をಉじくすることから、ಸྑ時୅後半を中心とする年୅をߟ

えておきたい。ＳＤ30もಉ時期

のものである。

また、この地区ではנ器࿶が

目立ͭことも஫目される。時塚

遺跡における平҆時୅後期から

中世にかけての集མ域のあり方

を検౼する上でॏ要な資料とい

えよう。- （石崎善久）

第115図　４地区出土遺物実測図（４）

付表３　15−４地区柱穴出土遺物対照表
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ʢ̒）15ʔ̑஍۠

15−５地区は15−４地区の東に設ఆした調査区である。調査区では上層遺構として掘立柱建物

跡群΍土坑・ੑ֨ෆ໌のϐοτ・溝を、下層遺構として໻ੜ時୅の竪穴式住居跡΍木棺直葬墓を

検出した。遺構ີ度はرബである。

１）໻ੜ時୅ͷ遺ߏɾ遺෺

ߏग़遺ݕ．̖

໻ੜ時୅にଐする遺構として木棺直葬墓１ج、竪穴式住居跡１جを検出した。遺構ີ度はଞの

地区にൺしてബい。

໦׹௚૴ุ̨̭��（第117図）　調査区北ଆで検出された東西方޲に主࣠をもͭ木棺直葬墓であ

る。この遺構周辺には、竪穴式住居跡΍ഇغ土

坑とࢥわれる遺構Ҏ֎に、溝などの区ըをࣔす

遺構は検出されておらͣ、ແ区ըの木棺墓であ

るとߟえる。

墓ᆮの平面形は長方形ϓϥンをఄし、全長2.5

̼、෯0.95̼、深さ0.2̼を測る。棺は墓ᆮを５

DN掘削したஈ֊で棺のࠟ跡を֬ೝすることがで

きた。棺の形状は、૊߹式ശܕ木棺であり、長

ଆ൘がখޱ൘をڬΈࠐΉ形状をとる。また、খ

ఆ用ݻ൘ޱ部分は、墓ᆮఈ面に掘削されたখޱ

の掘形にݻఆしている。東ଆでは、土ѹのためか、

棺のࠟ跡はখޱ൘ݻఆ用の掘形より南ଆにدっ

て検出された。ఈ൘の༗ແ΍形状にͭいては໌

第116図　４地区検出遺構配置図
（໻ੜ時୅、1ö400） 第117図　木棺直葬墓ＳＸ20実測図（1ö50）
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らかにできなかった。木棺のن໛は内法で長࣠1.9̼、୹࣠0.5̼を測る。なお、北ଆの෯が޿い

ことから、北ଆに಄位をもͭものとߟえる。

墓ᆮ埋土中、木棺の෗ٺに伴うམࠐΈ土の中から໻ੜ土器のখยが検出された。

なお、この木棺直葬墓は、竪穴式住居跡ＳＨ16の中央土坑を੾っており、住居ഇઈ後に構ஙさ

れた木棺墓であることが໌らかとなった。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝1�（第118図）　４地区北部で検出されたԁ形の竪穴式住居跡である。住居の

遺ଘ状況はѱく、深さはচ面まで７DNのΈ遺ଘしていた。

住居の平面形は5.4̼ܘを測るԁ形ϓϥンをఄする。住居北東部分には、น面にԊって෯0.6̼、

住居内ଆに0.3̼ಥ出する掘り࢒しがあり、正ԁ形はఄさない。周น溝は部分తに検出され、完

周するものではない。主柱穴は４جをಛఆした。直30～20ܘDN、深さ20～38DNを測る。住居の

中央には中央土坑が検出された。一辺0.8̼を測るෆ整な方形をఄし、埋土中には୸がࠞೖして

いた。土坑内からはແ文のޱ޿ᆵ（第119図１）１ݸ体がԣ位で検出されたほか、多਺のࡉย化し

た໻ੜ土器が検出された。木棺直葬墓との੾り߹い関係から、この地区周辺では、集མが形成さ

れ、集མのഇઈもしくはҠಈ時に墓域として土地ར用がなされたことをࣔす޷資料といえる。

̨̠1�　竪穴式住居跡ＳＨ16の北東で検出された長࣠໿１N、୹࣠0.6̼、深さ15DNを測るପ

ԁ形の土坑である。埋土中からࡉย化した໻ੜ土器が出土している。遺構のੑ֨にͭいてはഇغ

土坑のՄೳੑがߟえられる。この周辺まで集མとしての土地ར用がなされていたことをࣔす資料

第118図　竪穴式住居跡ＳＨ16実測図
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といえる。

（岩松　保・石崎善久）

̗．ग़౔遺෺（第119図）

５地区出土遺物として、竪穴式住居跡ＳＨ16およびＳＫ12から出土した໻ੜ土器を図ࣔした。

୦݀ࣜॅډ跡4)1�（第119図１・２）　住居跡中央の土坑から出土したものである。１は、ແ

文のޱ޿ᆵで、φσٴびϛΨΩ調整が施される。２のുにも、内面にϛΨΩ調整がΈられる。ଞ

の遺構出土の土器とൺֱして、きめのࡉかい଻土をもͪ、ݎくমき上げられている。

౔4,1޵�（第119図３～５）　３は、Ώるくંりۂげられたޱԑをもͭᙈである。４はᙈఈ部

であるが、ఈ面がখさく΍΍ෆ҆ఆである。ఈ面にઠ޸のようなものをもͭ。５のുは、直ޱの

深いものである。࡞りがૈい。

（୩上真༝ඒ）

第119図　Ｌ５地区出土遺物実測図（１）
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̎）ಸྑ時୅Ҏ߱ͷ遺ߏɾ遺෺

ߏग़遺ݕ．̖

15−５地区では、ಸྑ時୅Ҏ߱の遺構として、掘立柱建物跡２౩、溝などを検出した。遺構ີ

第120図　５地区検出遺構配置図（ಸྑ・平҆時୅、1�400）
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度は１地区などとൺֱするとرബである。

۷ཱபݐ෺跡̨̗̑ʵ�1（第121図）　調

査区北部と３地区にまたがって検出され

た南北࣠の掘立柱建物跡である。一部の

柱穴にͭいては、調査区֎のため֬ೝす

ることはできないが、北に柱穴列が検出

されないことから、南北方޲のن໛、構

଄のਪ測はՄೳである。ただし、西ଆに

建物がల։するՄೳੑは൱ఆできない。

主࣠はほ΅真南北方޲にとる。

建物のن໛は東西１間（4.3̼）、南北ਪ

ఆ４間（10.8̼）を測る。柱穴は平面方形を

ఄし、ن໛は一辺0.6～0.8̼、深さ0.4̼前

後を測る。断面形は全てૉ掘りの形ଶを

ࣔす。柱ࠟ跡の֬ೝされたものから、ܘ

25DN前後の柱が使用されていたものとߟ

えられる。

図ࣔしうる遺物は出土していない。

பྻ̨̗̑ʵ��（第122図）　τϨンν北

東部で検出された南北の柱穴列である。

掘立柱建物跡になるՄೳੑがߴいが、後

ड़するＳＤ13の北ଆ۶ۂ部分と࣠をଗえ、

ＳＤ15のԆ長部に૬当すること、さらに

北ଆの柱穴΍ＳＤ４などととซͤて区ը施設の一端を構成する柵の

Մೳੑもある。南北３間分（5.5̼）を֬ೝした。主࣠は北から西にৼ

る。柱穴の平面形は方形、もしくはପԁ形をఄし、ͦのن໛は直ܘ

0.5～0.7̼、深さ0.2̼前後を測る。柱ࠟ跡の֬ೝされたものはない。

図ࣔしうる遺物は出土しなかった。

̨̙1�（第123図）　調査区南部で検出された東西方޲の溝である。

খ෯0.6̼、深さ0.3̼を測る。主࣠方位は真東西から࠷、େ෯3.6̼࠷

東で΍΍北にৼっている。溝は東ଆで北に۶ۂする。平面తな形状

から区ը溝のՄೳੑがߴいとߟえる。４地区で検出された東西方޲

のＳＤ30と一࿈の遺構であるՄೳੑがߴく、ほ΅ಉ一時期の遺物が

出土している。遺物は埋土内からਢܙ器などが出土している。４地

区のＳＤ30は東端で立ͪ上がってऴわることから、当ॳより、この

第121図　掘立柱建物跡S#５−01実測図（1ö100）

第122図　柱列ＳＢ５-02実測
図（1�100）
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部分で్੾れていたものとߟえられる。

この４地区のＳＤ30と５地区のＳＤ13と

の間の空間に໳などの施設を૝ఆするこ

ともՄೳかとߟえる。

また、ͦの北ଆで検出されたＳＤ15は

ＳＤ13にԊうように掘削されており、ݫ

ີにಉ時ੑを検ূすることはできなかっ

たが、関࿈する遺構であるՄೳੑがߴい。

（岩松　保・石崎善久）

̗．ग़౔遺෺（第124図）

５地区出土遺物として溝、柱穴出土土

器を図ࣔした。遺物の૯ྔはগなく、建

物に伴うものも図ࣔしಘるものはない。

１～５はＳＤ13出土遺物である。１は

ਢܙ器ഋ֖である。２はਢܙ器ഋ#であ

る。ߴ୆はఈ部の΍΍内面にとりͭく。

３はഋ"であるが、ؙΈをଳびた΍΍ݹ

૬をࣔすものとΈられる。４はਢܙ器ᙈ

ຯに立ͪ上がるؾԑである。୹く内࿷ޱ

するޱԑをもͭ。΍΍খܕ඼とߟえられ

る。５は土ࢣ器ᙈである。ޱԑ端部に面を形成する在地௨༗のものとΈられる。これらＳＤ13出

土遺物はಸྑ時୅後半のものとߟえられる。時期తには４地区で検出されたＳＤ30出土遺物との

ಉ時ੑをߟえることができる。

６はＳＰ19出土のਢܙ器ഋ֖である。ఱ井部は௿いּ形をఄし、ޱԑ端部を下方にંりۂげる。

７はＳＰ７出土のᙈޱԑยである。- （石崎善久）

第123図　ＳＤ13実測図（平面ɿ1ö200Ŋ ĚĄ1ö50）

第124図　５地区出土遺物実測図（２）
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̎．時塚遺跡第1�次

ʢ１）調査経過

17次調査は京都府教育委員会の実施した第16次調査の北ଆ、用水路により遺構のଛյする部分

と、田面଄成に伴い、遺構が掘削される部分を対৅に地区を設ఆした。地区はＬ１～７地区の７

か所を設ఆし、表土･চ土の除去された地区からॱ次、人力࡞業を行った。調査前の現況ではＬ

４地区が২木࠿ഓにར用されており、ͦのଞは水田として、࡞ߞがなされていた。なお、Ｌ７地

区の北ଆに設けた調査時の排土置き場で、চ土直下で遺構が露出していたため、平൘による検出

状況の記࿥࡞業のΈを実施した。

現地調査は、調査第２課調査第１係係長খ஑׮、ಉ主任調査員松井஧य़、ಉઐ໳調査員岡﨑研

一、ࠇ௶一थ、ಉ調査員石崎善久、筒井崇史、松尾史子が担当した。

調査は平成19年４月23೔にணखし、各地区ごとに調査をਐめた。

本తな層序はこれまでの調査区とมわることはなく、表土・চ土・ΫϩϘΫ層・ԫփ৭೪࣭ج

土をج本とする地ࢁのॱである。17次調査ではＬ５地区にのΈΫϩϘΫ層のଯੵがೝめられ、ͦ

のଞの地区にはΫϩϘΫ層はΈられͣ、地ࢁ面で遺構を検出した。

調査の݁果、ಸྑ時୅の掘立柱建物跡群・ݹ墳時୅の群খݹ墳・໻ੜ時୅の方形周溝墓群など

多様な遺構を検出することができた。また、群খݹ墳は京都府教育委員会・亀岡市教育委員会と

の協ٞの݁果、৽たに時塚４～14号墳と໋名された。平成19年９月８೔には現地આ໌会を実施し、

໿70名の参加をಘることができた。また、９月13೔にはϥδίンϔϦίϓターによる空中写真撮

影を行った。９月27೔には全ての掘削・図化業務をऴྃし、ఫ収࡞業を行った。調査面ੵは

4
320ᶷである。

Ҏ下、各地区ごとに報告を行うが、遺構൪号は各地区ごとに௨し൪号を付した。方形周溝墓は

15次調査ಉ様17−１号墓のように周溝墓を復原したうえで報告を行う。なお、17次調査では、原

ଇとして周溝墓の溝を墳ٰ中心から์ࣹ状に８地区に分けて調査し、遺物のऔり上げを実施して

いる。また、周溝墓の溝が分཭する地区ではศٓతに遺構൪号を৽たに付したものもある。掘立

柱建物跡にͭいてはෳ਺の地区にまたがるものはないため、各地区ごとに൪号を付して報告する。

（石崎善久）

ʢ̎）-１஍۠

ߏग़遺ݕ．̖

L１地区はࠓճの調査対৅地の中で࠷も南に設ఆされた。京都府教育委員会の実施した16次調

査地の北ଆに位置し、京都府教育委員会の調査区と࿈ଓする地区である。遺構はϕーε面上で検

出した。ݹ墳時୅の竪穴式住居跡１ج、時期ෆ໌の掘立柱建物跡１౩、ෆ整形な໻ੜ時୅の溝な

どを検出した。Ҏ下、各遺構にͭいてड़΂る。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝�1（第128図）　調査区の北ଆで検出した。東ଆの一部は調査区֎となってい

る。平面は方形ϓϥンをఄし、ن໛は南北5.1̼、東西4.3̼Ҏ上、掘形の深さ0.2̼を測る。住居

内の施設として、主柱穴２ج、周น溝を֬ೝした。周น溝は住居内をほ΅完周するが、ෳ਺の溝
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第125図　時塚遺跡17次調査区全体図（1�1
000）
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第126図　時塚遺跡17次調査区方形周溝墓復原図（1�1
000）
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が掘削されている。主柱穴は北ଆのもので、ܘ

40DN、深さ50DNを、南ଆのもので35ܘDN、深

さ50DNをͦれͧれ測る。また、この住居では、

ਢܙ器ᙈ（３）、ਢܙ器֖ഋ（１・２）などが住居

の東ଆで検出されているが、いͣれも、第128

図２層上面で֬ೝされている。また、２層はき

わめて࣭ߗであり、人ҝతなୟきకめがなされ

ているものと൑断された。この఺からこの第２

層は住居চ面の整地層とߟえることができ、こ

の上面がੜ活面であると൑断される。遺物はい

ͣれもࡉย化しているが、ݹ墳時୅後期にଐ

する。

第128図　竪穴式住居跡SH01実測図（1�50）
第127図　L１地区検出遺構配置図

（1ö400）

第129図　掘立柱建物跡ＳＢ01実測図（1�50）
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۷ཱபݐ෺跡̨̗�1（第129図）　Ｌ１地区南で検出された東西２間（３̼）、南北１間（2.8̼）の

掘立柱建物跡である。柱穴は0.5̼～0.4ܘのԁ形で深さは0.2～0.3̼を測る。出土遺物はないが、

主࣠方位が竪穴式住居跡ＳＨ01に近ࣅすることからݹ墳時୅後期の遺構であるとߟえておきた

い。

̨̙��　調査地北ଆで検出したෆ整形な東西方޲の溝である。竪穴式住居跡ＳＨ01に੾られ

ている。෯1.6̼、深さ0.17̼を測る。໻ੜ土器のখยのΈが出土している。後ड़するＬ２地区の

ＳＤ05とともに方形周溝墓（17−28号墓）を構成する溝であるとߟえる。

̗．ग़౔遺෺（第130図）

Ｌ１地区出土遺物として、竪穴式住居跡ＳＨ01出土のਢܙ器３఺を図ࣔした。いͣれもੜ活面

とࢥわれるߗ化面状から検出されているため住居ഇઈ時に遺غされたものとΈられる。

１はਢܙ器֖である、খยのため、ܘޱ΍器܏、ߴきなどは໌֬ではない。ޱԑ端部を΍΍内

ଆに面をもͭように整形する。ఱ井部とのڥ目のྏはୀ化し、φσをར用して表現されており、

ほとΜどಥ出していない。２はਢܙ器ഋ਎である。ほ΅全༰をうかがうことができる。ܘޱ

11.2DN、器4.8ߴDNを測り、΍΍ؙΈをଳびたϓϩϙーγϣンをఄしている。ޱԑ端部はؙく収

められ、ஈをҙࣝしたような整形はなされていない。ఈ部֎面のճసϔϥέζϦは΍΍ࡶであり、

έζϦのൣғもڱい。３はਢܙ器ᙈである。復原39.2ܘޱDNを測る。ޱԑを΍΍ං厚さͤ、֎端

面下方にྏを଄り出す。ᰍ部の૷০は２৚の௜ઢを施し、上方の௜ઢをڬΉように۳状޻۩をར

用したࣼ行ࢗಥ文を施文する。ݞ部֎面には֨子状タタΩ、内面には੨ւ೾文がΈられる。

これらの遺物は、ഋ਎にؙΈをଳび、深い体部をもͭ΍΍ݹい様૬がΈられるものの、֖΍ഋ

਎の端部の整形などから৽しい要ૉがうかがわれるため、ಃ༢̩Ｋ43ܕ式にซ行する土器群とߟ

える。

（石崎善久）

第130図　Ｌ１地区出土遺物実測図
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ʢ̏）̡̎஍۠

ߏग़遺ݕ．̖

Ｌ１地区の北に設ఆした南北に長い地区である。方墳２جとݹ墳時୅の竪穴式住居跡１ج、໻

ੜ時୅の方形周溝墓２ج（28･27−17号墓）などを検出した。また、ෳ਺のϐοτを検出しているが、

建物として復原するにはࢸらなかった。Ҏ下、各遺構の概要にͭいてड़΂る。

1�ʵ��߸ （ุ第132図）　L２地区の南で検出したෆ整形なＳＤ05（෯２̼、深さ0.2̼）とＬ１地

区で検出したＳＤ02で区ըされる方形周溝墓である。表土およびচ土掘削ஈ֊での出土遺物であ

第131図　Ｌ２地区検出遺構配置図
（1�400） 第132図　Ｌ１･２地区方形周溝墓平面図（1�200）
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るਢܙ器がこの周辺に置かれていたため、当ॳ、ݹ墳時୅の溝とߟえたが、溝埋土の遺物はࡉย

化した໻ੜ土器のΈであり、Ｌ１地区で検出したＳＤ02とซͤて方形周溝墓を構成する溝とߟえ

る。周溝墓のن໛は東西７̼Ҏ上、南北15̼を測る。周溝埋土中からはࡉย化した໻ੜ土器が出

土しているものの図ࣔできるݸ体はない。

1�ʵ��߸ （ุ第132図）　Ｌ２地区西น付近で検出された「Ｌ」ࣈ状に۶ۂするＳＤ04で区ըさ

第133図　時塚14号墳実測図（1�100）
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れる方形周溝墓である。時塚14号墳の周溝ＳＤ01に੾られている。周溝のن໛は東ଆで෯1.4̼、

深さ0.3̼、南ଆで෯0.6̼、深さ0.1̼を測る。南ଆ周溝の南東部はઙくなっている。周溝墓のن

໛は東西3.4̼Ҏ上、南北8.4̼Ҏ上を測る。

時塚1�߸෿（第133・134図）　Ｌ２地区中央で検出したＳＤ01を周溝とする方墳である。େ部

分が調査区֎となっている。周溝は北ଆで෯3.5̼、深さ４̼、西ଆで෯3.8～4.2̼、深さ0.4̼を

測る。جఈ部分での墳ٰن໛は南北11̼、東西７̼Ҏ上となる。西に主࣠をৼっている。෪石΍

৥ྠなどの֎表施設、埋葬施設は֬ೝされなかった。

時塚14号墳での遺物は周溝埋土内から須恵器・土師器（２〜９）が出土したほか、墳丘南西部

斜面から須恵器杯蓋（１）が転落したような状態で出土している。

第134図　時塚14号墳実測図（盛土除去後平面ɿ1�200、断面ɿ1�50）



京都府遺跡調査報告集　第 135 ࡭

-124-

このݹ墳では、墳ٰに盛土とࢥわれる土৭のม化がೝめられたため、これを除去したとこΖ、

墳ٰにԊうように۶ۂするＳＤ13と、東西方޲に墳ٰ中央を૸るＳＤ09を検出した（第134図）。

周溝埋土の੾り߹い関係から、ݹ墳ங଄時もしくはͦれҎ前の遺構であることは間違いない。

ＳＤ13は、墳ٰ南ଆでは墳ٰࣼ面にԊって掘削され、墳ٰ北ଆでは周溝ఈ面とほ΅ಉ一面まで

掘削されている。当ॳの墳ٰ੄であるՄೳੑがあるが、あるいはݹ墳ங଄時の墳ٰのܭըઢのよ

うなੑ֨もྀߟされる。࠷େ෯２̼、࠷େ深さ0.4̼を測る。遺物は埋土中から土ࢣ器ᙈ（11）が

出土している。

ＳＤ09はＳＤ13に੾られており、また墳ٰ΍ݹ墳周溝とはແܭըな方位をࣔし、ほ΅東西方޲

第135図　時塚13号墳実測図（平面ɿ1�100、断面ɿ1�50、遺物出土状況図ɿ1�20）
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に調査区をԣ੾っている。෯1.1̼、深さ0.7̼を測り、断面はٯ୆形に近い。遺物が出土してい

ないため、時期にͭいては໌らかにしがたいが、直઀ݹ墳に関࿈する遺構ではないものとߟえる。

時塚1�߸෿（第135図）　時塚14号墳の北に位置するＳＤ02と、ＳＤ03を周溝とする方墳である。

周溝は北ଆで෯２̼、深さ0.3̼、東ଆで෯1.8̼、深さ0.5̼、南ଆで෯1.7̼、深さ0.4̼を測る。

໛は南北11.5̼、東西11.5̼Ҏ上となる。主࣠は΍΍西にৼっており、時塚نఈ部分での墳ٰج

14号墳とほ΅ಉ一の方޲をとっている。෪石΍৥ྠなどの֎表施設は֬ೝされなかった。また、

埋葬施設も検出されなかった。

墳ٰは地ࢁで形成されており、削平のためか、盛土΍埋葬施設を֬ೝすることはできなかった。

また、周溝の北東ଆは近･現୅の水路によりେきく削平を受けている。

遺物はＳＤ02埋土中から土ࢣ器が出土したほか、周溝中央のఈ面直上でਢܙ器ഋ 体ݸ１（14֖）

がͦの場でׂれたような状ଶで検出された（第135図遺物出土状況図）。墳ٰからのసམか、周溝

֎からのసམあるいは遺غか໌֬ではないが、ఈ面直上で検出されたことからこのݹ墳のங଄時

期をࣔすものであるとߟえる。ＳＤ03埋土中からはਢܙ器平ළ（16）などが出土している。

୦݀ࣜॅډ跡4)��（第136図）　Ｌ２地区西ଆで検出された竪穴式住居跡である。時塚13号墳

のＳＤ02に੾られており、େ部分は調査区֎のため、全༰をうかがうことはできない。現状での

。໛は南北４̼、東西１̼井ॿ、深さ0.24̼を測るن

住居内の施設として、周น溝および主柱穴と૝われる柱穴を֬ೝした。周น溝はＳＤ02により

削平されている部分を除けば、完周する。また、住居の内ଆに東西方޲にน溝が分ذする部分が

ありこの面から北ଆは住居のচ面が一ஈ深くなっている。埋土の状況から住居の֦ுが行われ、

いものと൑断される。また、ΧϚυは検出されていなߴいஈ֊の住居に伴う周น溝のՄೳੑがݹ

いが、চ面上からম土がඍྔながら֬ೝされている。遺物は住居の南ଆを中心に土ࢣ器ᙈなど、

布ཹ式ஈ֊の土器が出土している。

̨̙��　ＳＤ01を੾って、北東から南北方޲にࣼ行するૉ掘り溝である。埋土中からਢܙ器

第136図　竪穴式住居跡ＳＨ07実測図（1�40）
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などが出土している。ݹ墳時୅後期にଐするとߟえる。土層の࡯؍から時塚13号墳の周溝が一ఆ

ఔ度埋຅してから掘削されたものであると൑断される。

̨̠1�　ＳＤ08の北東で検出された長࣠2.1̼、෯１̼、深さ0.3̼のෆ整形な土坑である。Ｓ

Ｄ08とはখن໛な溝でͭながっている。出土遺物がＳＤ08と઀߹関係にあるため、྆者で一࿈の

遺構として機ೳしていたものとΈられる。

̗．ग़౔遺෺（第137図）

Ｌ２地区出土遺物として、各遺構出土の遺物を図ࣔした。遺構ごとに概؍する。

時塚1�߸෿（１～10）　１は墳ٰࣼ面から出土したਢܙ器֖である。このݹ墳のங଄時期をࣔ

す資料とߟえる。ޱԑ端部はஈを形成し、ఱ井部のྏはൺֱతӶい、13.4ܘޱDN、器4.7ߴDNを

測り、ఱ井部がߴくؙΈをଳびた形ଶをࣔす。ಃ༢編年̩Ｋ47ซ行期とߟえたい。２～３はਢܙ

器֖ഋྨである。周溝埋土中から出土しているが、このݹ墳に直઀関࿈するものではない。４～

６はಸྑ時୅のਢܙ器である。ݹ墳の࠷ऴతな埋຅時期をࣔす資料といえる。７はਢܙ器ᆵのޱ

ԑである。8～９は布ཹ式の土ࢣ器ᙈである。下層遺構からのࠞೖ遺物であΖう。10はנ器࿶で

ある。ݹ墳の周溝から出土しているが、直઀తな関係はない。内面にのΈϛΨΩがΈられる。こ

の地区でも৽しいஈ֊の資料である。

̨̙1�（11・12）　11は土ࢣ器ᙈである。布ཹ式ซ行のものである。12はೄ文土器ുのޱԑࡉ

ยである。֎方に۶ۂしたޱԑにࠁ目を施す。これらの遺物が、この溝の時期をࣔしているかෆ

໌である。

̨̙��（13）　13は土ࢣ器ᙈである。ࠞ ೖ遺物のՄೳੑがߴい。ඈௗ時୅Ҏ߱のものとΈられる。

時塚1�߸෿（14～19）　14はＳＤ02から出土したਢܙ器֖である。このݹ墳のங଄時期をࣔす

資料とߟえる。12.0ܘޱDN、器4.75ߴDNを測るఱ井部がߴく、ؙΈをଳびた形ଶをとる。ྏ΍、

くていͶいに行われている。ಃ޿ԑ端面のஈも໌ྎであり、ఱ井部のճసϔϥέζϦもൣғがޱ

༢編年̩Ｋ23もしくは̩Ｋ47形式にซ行するものとߟえる。15はＳＤ02出土の布ཹ式ஈ֊の土ࢣ

器ᙈである。16はＳＤ03出土のਢܙ器平ළである。溝の中層から出土しており、埋຅աఔでのࠞ

ೖ඼とΈられる。17～18はＳＤ03出土の土ࢣ器である。いͣれも下層遺構のࠞೖ遺物とΈられる。

̨̙��（20・21）　20はਢܙ器ఏළの体部である。ＳＫ14の出土遺物と઀߹関係にあり、྆者

はಉ時期に機ೳしていた遺構とΈられる。֎面にΧΩϝが施されている。21はਢܙ器୹ᰍᆵであ

る。ݞ部に௜ઢをもͪ、ޱԑは΍΍内܏する。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��（22～24）　22はᙈޱԑである。ຎ໓のため調整がෆ໌ྎである。ޱԑは

΍΍直ઢతにͭくられ、端部のං厚はؙΈをଳびている。23はޱԑ端面が水平面を形成しており、

わͣかに内面にං厚する。྆者ともബखのͭくりである。24はߴഋの٭柱部である。中空の٭柱

であり、࢒ଘ7.8ߴDNを測る。これらの遺物は布ཹ２式ஈ֊にซ行するものとߟえる。

แؚ૚（25・26）　25は土ࢣ器ࡼである。চ土直下から出土している。26はਢܙ器長ᰍᆵである。

ＳＤ01とＳＤ02の間のแؚ層中からの出土である。

（筒井崇史・石崎善久）
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第137図　Ｌ２地区出土遺物実測図
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ʢ̐）̡ ̏஍۠

Ｌ３地区は、Ｌ２地区の北ଆの用水路部分に設ఆした南北

方޲に長い調査区である。この地区では調査区南ଆで、２ج

の方墳とͦれを੾る建物群を、調査区の北ଆではϐοτ群を

検出した。Ҏ下、ݹ墳時୅の遺構と、ͦれҎ߱の遺構に分け

て概要を報告する。遺物にͭいては出土ྔがগないため、ま

とめて報告を行う。

ɾ遺෺ߏ෿時୅ͷ遺ݹ（１

Ｌ３地区ではݹ墳時୅の遺構として、２جの方墳を検出し

た。なお、調査区南西部は排土置き場֬保のため、চ土を除

去したとこΖ、ݹ墳周溝およびϐοτなどが露出したため、

検出状況の平面図࡞成のΈを行っている。

時塚11߸෿（第139図）　調査地南東部で検出した方墳であ

る。「Ｌ」ࣈ状に۶ۂするＳＤ29-を検出し、これをݹ墳の周

溝と൑断した。

周溝は、西ଆで෯３̼・深さ0.4̼、北ଆで෯3.5̼・深さ0.4

̼を測る。また、北ଆの周溝は完周しておらͣ、్中で్੾

れている。これが、ங଄当ॳより、この部分がઙく掘削され

ていたのか、あるいは཮ڮ部のように్੾れていたのかは໌

֬ではない。周溝の断面形は北ଆ周溝、西ଆ周溝ともほ΅ٯ

୆形をఄしているが、周溝֎周ଆがわͣかながら深く掘削さ

れている。また、৥ྠ・෪石などの֎部表০施設΍埋葬施設

は֬ೝされていない。

墳ٰのن໛はجఈから東西6.5̼Ҏ上、南北方޲にͭいては

墳ٰの南西۱を周辺部のਗ਼૟中に部分తに検出しているため、

໿10.5̼ఔ度を測るものとߟえられる。主࣠方位は、時塚13・

14号墳とಉ様、໿45ʄ西へৼっている。

遺物は北ଆ周溝および、西ଆ周溝内からਢܙ器が出土して

いる（第140・141図）。西ଆ周溝からはਢܙ器ഋ਎（２）・ഋ֖

（１）・ᙈ（５）が出土している。いͣれもഁย化した状ଶで検

出されているが、େ部分のものが઀߹関係にあり、位置関係

から墳ٰ֎からのసམもしくは遺غによるとΈられる。また、

周溝掘形よりएׯ༡཭した状ଶで検出されているため、これ

らのਢܙ器は、周溝が一ఆ埋຅したのͪに溝内にసམ、もし

くは遺غされたものと൑断する。ͦのଞ、埋土中からਢܙ器
第138図　Ｌ３地区検出遺構配置図

（墳時୅、1�400ݹ）
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。ย（３・４）が出土したࡉ֖

北ଆ周溝ではਢܙ器ߴഋ（６）、ਢܙ器ᆵ（７）などが検出された。ߴഋはほ΅完形に近い状ଶで

検出され、出土状況からは墳ٰからのసམによるՄೳੑがߴいものと൑断された。ਢܙ器ᆵにͭ

いても、ほ΅ಉ一地఺からの出土であり、墳ٰからのసམのՄೳੑがߴいものと൑断された。

第139図　時塚11号墳実測図（平面ɿ1�400、断面ɿ1�50）
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第140図　時塚11号墳遺物出土状況図（１）（1�20）
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時塚1�߸෿（第142図）　調査区南西部で検出した「Ｌ」ࣈ状に۶ۂするＳＤ28を方墳の周溝と

൑断した。ݹ墳の墳ٰおよび周溝のେ部分は調査区֎であり、全༰をうかがうことはできなかっ

た。また、周溝の一部は排土置き場で平面形のΈを検出している。෪石΍৥ྠなどの֎表施設は

なく、盛土、埋葬施設も検出することはできなかった。墳ٰの主࣠は北から΍΍西にৼるが、時

塚11・13・14号墳にൺ΂ると、΍΍北に޲く形となる。

周溝は東ଆで෯2.5̼・深さ0.15̼、南ଆで෯1.5̼・深さ0.12̼を測る。時塚11号墳より周溝が

ઙい。また、東ଆ周溝の東掘形は中央部分が東ଆに;くらΜでおり、墳ٰに平行していない。調

査区西ଆの排土置き場で周溝֎周の۶ۂ部を平面తに検出することができた。この検出状況など

から、ݹ墳の墳ٰن໛は東西３̼Ҏ上、南北໿10̼のن໛をもͭ方墳であるとਪఆされる。東ଆ

周溝の断面形はٯ୆形をఄし、໌֬な墳ٰجఈ部を削り出している。一方、南東۱部分ではࡼ状

第141図　時塚11号墳遺物出土状況図（２）（1�20）
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をఄし、໌֬なجఈ部を削り出していない。

遺物は、周溝埋土中から土ࢣ器ᙈ（11）が出土しているが、周溝চ面より༡཭した状ଶで検出さ

れている。出土状況からは墳ٰଆからのసམか、墳ٰ֎からのసམあるいは遺غなのか൑断する

ことはできなかった。また、ࠞೖ遺物であるՄೳੑもߟえられるため、この土ࢣ器ᙈがこのݹ墳

の時期をࣔすものとは断ఆできない。

（松尾史子・石崎善久）

第142図　時塚12号墳実測図（平面ɿ1�100、断面ɿ1�50）
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̎）ಸྑ時୅Ҏ߱ͷ遺ߏɾ遺෺

ߏग़遺ݕ．̖

Ｌ３地区ではݹ墳の周溝埋土上を中心にಸྑ時୅Ҏ߱の遺構・

遺物を検出した。ಛに南半部で遺構のີ度がߴい。Ҏ下主要なも

のにͭいて概؍する。

۷ཱபݐ෺跡̨̗�1（第144図ࠨ）　調査区の南で検出された掘

立柱建物跡である。ＳＤ27に੾られている。主࣠を北から西にৼ

る。東西２間（4.3̼）Ҏ上、南北２間（4.5̼）のن໛をもͭ。૯柱

の建物跡にはならͣ、おͦらくは東西౩の掘立柱建物跡とΈられ

る。

建物を構成する柱穴は平面方形もしくはෆ整方形をఄし、断面

形では、柱をਾえ付けるためにఈ面を一ஈ深く掘りࠐΉ形ଶのも

のが多い。柱穴のن໛は一辺0.6～0.8̼、深さ0.2～0.5̼を測る。

検出した全ての柱穴から柱ࠟ跡を検出した。柱ࠟ跡からこの建物

には30ܘDN前後の柱が使用されていたものとߟえられる。

ＳＰ25から土ࢣ器ᙈ（12）が、ＳＰ34から੡Ԙ土器（13）が出土し

ている。ಸྑ時୅後半の建物跡とΈられる。

̨̙��　調査地南半部を΍΍ऄ行しながら南北方޲に主࣠を

とる෯0.2̼、深さ0.2̼を測るૉ掘り溝である。掘立柱建物跡Ｓ

Ｂ01を੾っており、この調査区の中では৽しいஈ֊にଐする遺構

第143図　L３地区検出遺構配置図
（ಸྑ時୅Ҏ߱、1�400）

第144図　掘立柱建物跡ＳＢ01、柵ＳＡ01実測図
（1�100）
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である

調査区֎ではあるが、南北方　（第144図ӈ）�1̨̖ࡤ

にฒͿ柱穴群を排土置き場で検出した。平面のΈの検޲

出と、露出した遺物の記࿥、औり上げ࡞業のΈを行って

いるため、柱穴の深さなどにͭいてはෆ໌である。南北

３間（6.4̼）分を検出した。遺物はＳＰ40からנ器࿶（21）

が検出されている。

Ҏ上の遺構のほかに、この調査区では南半部分を中心

に多਺のϐοτを検出しているが、建物を復原するには

らなかった。遺物を図ࣔした土坑΍ϐοτは第145図ࢸ

に൪号のΈでࣔした。

また、北から໿45ʄ東に主࣠をとり、調査区をࣼ行す

るૉ掘り溝をෳ਺検出しているが、これらは近・現୅の

。に伴う溝であると൑断された࡞ߞ

（岡﨑研一・松尾史子・石崎善久）

̗．ग़౔遺෺（第146図）

Ｌ３地区の各遺構出土遺物を図ࣔした。Ҏ下、遺構ご

とに概؍する。

時塚11߸෿（１～10）　１・２・５は周溝֎から周溝Ｓ

Ｄ29にసམした遺物とΈられるਢܙ器である。１・２は

セοτ関係とΈられるਢܙ器ഋ਎・ഋ֖である。྆者と

も内面に੺৭إ料が付ணする。ఱ井部΍ఈ部はؙΈをଳびた形ଶをとるが、֖ のྏは΍΍ୀ化し、

ഋ਎のޱԑも΍΍面をなすだけの৽しい要ૉがΈられる。ಃ༢編年̩Ｋ47ܕ式から̢̩15形式に

ซ行するஈ֊のものとߟえる。５はਢܙ器௷のᰍ部である。２৚のಥଳを削り出し、下部に೾状

文を施す。６・７は墳ٰからのసམ遺物であり、本墳に伴うものである。６は୹٭༗֖ߴഋであ

る。ࡾ方にεΧγをもͭ。ഋ部は復原ܘޱが12.0DNを測るେ形඼であり、ಃ༢編年̢̩15ܕ式に

ซ行する地方༼産のਢܙ器とߟえる。７はਢܙ器௷のޱԑである。３・４・８・９・10はいͣれ

もＳＤ29の埋土中からの出土遺物である。８は布ཹ式ஈ֊の土ࢣ器ᙈޱԑย、９はਢܙ器の࿶で

あり、このݹ墳の埋຅年୅をࣔす資料とߟえる。10は೪൫岩੡の౐石ยである。

時塚1�߸෿（11）　図ࣔできるものはこの土ࢣ器ᙈのΈである。直ઢతにԆびるޱԑをもͭ。

֎面はॎ方޲のϋέにより調整される。ݹ墳時୅中期後半から後期前半ࠒの年୅をߟえたい。こ

のݹ墳のங଄年୅を直઀ࣔす資料ではないと൑断する。

۷ཱபݐ෺跡̨̗�1（12・13）　12はＳＰ25掘削中に出土した土ࢣ器ᙈยである。େきく֎൓

する厚खのものであり、ಸྑ時୅後半Ҏ߱にଐするとࢥわれる。13はＳＰ34出土の੡Ԙ土器であ

る。֎面はߥいέζϦにより調整される。

第145図　L３地区南半部遺構配置図
（ಸྑ時୅Ҏ߱、1�200）
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̨̠�1（15・16）　15はਢܙ器のഋ਎ยである。16は土ࢣ器ࡼである。

̨̥��（17～20）　17はנ器࿶である。内面にԣ方޲のϛΨΩがΈられる。18は土ࢣ器のࡼと

Έられるখยである。19はਢܙ器࿶である。ޱԑ内端面に௜ઢを施す。20は土ࢣ器࿶である。ઙ

い形ଶをఄする。

器࿶を図ࣔした。深い形ଶをఄし、内面はԣ方נ柵を構成するＳＰ40出土の　（21）�1̨̖ࡤ

。ԑ内端面にஈを形成するޱ。される࡯؍のϛΨΩ、֎面はϢϏԡさえが޲

̨̥��（22）　22はנ器࿶である。内֎面ともϛΨΩが࡯؍される。

̨̥��（23）　23はখܕのנ器࿶である。内֎面にϛΨΩを施し、ߴ୆は֎方に։き、断面୆

形をఄする。

แؚ૚（24）　24はന࣓の࿶である。復原16.2ܘޱDNを測る。࿶֎面には上から2�3ఔ度のΈ施

ᬵされる。-

（松尾史子・石崎善久）

第146図　Ｌ３地区出土遺物実測図
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ʢ̑）̡ ̐஍۠

Ｌ４地区は、Ｌ３地区北半部の西に設ఆした地区である。この地区は調査前の現況がଞの地区

とҟなり、ਿ΍ᐻなどの২थ・育成が行

われていた。ͦのためか、この地区での

遺構検出時には֧ཚ坑が多਺検出され、

遺構もଛյがஶしいとこΖがあった。

遺構は全て地ࢁであるԫփ৭系೪࣭土

の上で検出したが、時期తには、下層遺

構としてݹ墳時୅前期の土坑・竪穴式住

居跡各１ݹ、ج墳時୅中期後半の方墳・

ԁ墳４جなどを、上層遺構として掘立柱

建物跡３ج・溝、ͦのଞ、時期ෆ໌の柱

穴などに分཭することができる。

Ҏ下、ݹ墳時୅を中心とする下層遺構

と、ಸྑ時୅を中心とする上層遺構に分

けて概؍することとする。

ɾ遺෺ߏ෿時୅ͷ遺ݹ（１

ߏग़遺ݕ．̖

墳時୅にଐする遺構として、竪穴式ݹ

住居跡１ج・土坑１ݹ・ج墳４جを検出

した。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��（第148図）　調査

区の南で検出された竪穴式住居跡であ

る。主࣠は北より西にৼる。平面は方形ϓϥンをఄし、

໛は東西４̼Ҏ上、南北4.1̼を測る。遺構の遺ଘ状況ن

はきわめてѱく、周น溝が深さ２～５DNఔ度遺ଘしてい

るにա͗ͣ、西ଆは削平のため、全く遺ଘしていない。

また、主柱穴などの住居内施設をಛఆすることもできな

かった。遺物はこの住居চ面૬当部をਫ਼査中に土ࢣ器খ

ยが਺఺出土している。図ࣔすることもできͣ、໌֬な

時期をࣔすことはできないが、ݹ墳時୅前期から中期に

ଐするものとߟえる。

̨̠��（第149図）　調査区の北ଆで検出された土坑で

ある。平面は西ଆが΍΍෯޿い長方形ϓϥンをఄし、長

࣠1.5̼、西ଆ෯1.4̼、東ଆ෯1.0̼を測る。西ଆのほう

第147図　Ｌ４地区検出遺構配置図（ݹ墳時୅、1�400）

第148図　竪穴式住居跡ＳＨ62平面図
（1�100）
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にஈをもͪ、東ଆはさらに一ஈ深く掘削されている。西ଆのஈまでの深さは0.2̼、東ଆで土坑

ఈ面までの深さ0.35̼を測る。

土坑内からは多਺の土ࢣ器（第156図１～10）が検出された。ᙈ・ߴഋ・器୆・֖・ϛχνϡΞ

土器など、多様な器छがΈられ、େܕのഁยが中心である。出土層位は第149図第２層を中心に

するが、第１層中からもখഁยが検出されている。また、これらの土器群とともに、֯᛽と୸が

検出されている。

遺構のੑ֨にͭいては໌֬ではないが、現況では༙水఺にୡしているため、集མに伴うૉ掘り

の井ށのՄೳੑをߟえておきたい。埋土の状況からは人ҝతな埋め໭しがなされたとはߟえられ

ͣ、遺構ഇઈ時に౤غされた遺物がࣗવに埋຅したものと൑断する。また、ϛχνϡΞ土器が出

土していることはࡇ᛾が行われたことをࣔࠦしている。

時塚̑߸෿（第150図）　調査区の北東部で検出された平面がހをඳくＳＤ43をݹ墳の周溝と൑

断した。ＳＤ43の平面形がހ状をఄすることから、ԁ墳と൑断される。ݹ墳の南西部を検出した

とߟえられる。

周溝は෯3.0̼、深さ0.4～0.5̼を測るが、周溝চ面は南から北へࣼ܏している。また、周溝の

北東の土坑を当ॳ、墓ᆮのՄೳੑがあるものとߟえて調査を実施したが、น面の土層࡯؍の݁果、

この土坑は周溝埋土のさらに上層の層位から掘りࠐまれていることが໌らかとなり（第150図）、

第149図　ＳＫ48実測図（1�20）
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第150図　時塚５号墳実測図（平面ɿ1�100、断面1�50）
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第151図　時塚５号墳遺物出土状況図（1�20）
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埋葬施設ではないものと൑断した。

周溝内からਢܙ器΍土ࢣ器が検出されている（第151図）。いͣれも周溝ఈ面に઀するか、΍΍

༡཭した状ଶで検出されているが、中には、第157図19～26のಸྑ時୅のਢܙ器もؚまれている

ため、このݹ墳はಸྑ時୅には完全には埋຅していなかったものとߟえる。時塚３号墳とಉ様、

ಸྑ時୅Ҏ߱に周溝が埋຅し৽たな土地ར用がなされていったものと൑断される。また、遺物と

ಉ時に人಄େの֯᛽が検出されているが、墳ٰجఈにਾえ付けࠟなどを検出することはできͣ、

これらがこのݹ墳の֎部表০として使用されたものである֬ূをಘることはできなかった。

時塚̒߸෿（第153図）　時塚５号墳の南西で検出された方形に८るＳＤ10をݹ墳の周溝と൑断

した。墳形は方墳である。周溝は西ଆが֧ཚと削平により遺ଘ状況がѱいが、完周する。ࠓճの

調査の中で、།一全体を調査できたݹ墳である。

周溝のن໛は北ଆで෯2.1̼・深さ0.3̼、東ଆで෯1.7̼・深さ0.3̼、南ଆで෯1.4̼・深さ0.2̼、

西ଆで෯1.2̼・深さ0.1̼をͦれͧれ測る。また、東および南ଆの周溝では、周溝֎が一ஈ؇΍

かなࣼ܏をఄした後、深く掘削されている状況が࡯؍された。また、周溝֎よりも墳ٰଆの方が

ఈ部で東西９̼、南北９̼を測る。墳ٰの主ج໛はنがେきい఺もಛ௃తである。墳ٰの֯ࣼ܏

࣠方޲は̣11ʄ̬ を測り、北からわͣかに西にৼる。৥ྠ、෪石などの֎部表০は֬ೝされてお

らͣ、時塚５号墳のような֯᛽も検出されていない。

墳ٰは削平のため、جఈの地ࢁ削り出し部分のΈが遺ଘしており、埋葬施設を検出することは

できなかった。

周溝内からࡉย化したਢܙ器が਺఺出土しているほか、北周溝中央部で、ਢܙ器ᆵ１ݸ体（第

157図32）がԣ位で検出された。ほ΅周溝চ面に઀していることから、周溝埋຅前のங଄時に近い

時期をࣔすものとΈられる。ただし、このਢܙ器ᆵが、墳ٰ֎からのసམあるいは遺غなのか、

墳ٰଆからのసམなのか、この場にݙڙされたものなのか֬ূをಘることはできなかった。

時塚̓߸෿（第153図）　調査区西ଆで検出されたＳＤ01をݹ墳の周溝と൑断した。墳形は方墳

である。墳ٰ西ଆが調査区֎となっており、全༰はෆ໌である。また、北ଆと北東۱部分はେき

く֧ཚを受けている。周溝は検出したൣғでは完周しており、཮ڮ部などはΈられない。

周溝のن໛は北ଆで෯3.2̼・深さ0.5̼、東ଆで෯3.7̼・深さ0.7̼、南ଆで෯3.8̼・深さ0.6

̼をͦれͧれ測る。周溝断面では、墳ٰଆの方が、周溝֎ଆより֯ࣼ܏がେきい఺がಛ௃తであ

る。また、周溝南ଆではجఈ部および、周溝֎ଆఈ面にઙい掘りࠐΈを行っている部分も断面か

ら֬ೝされた。墳ٰのن໛はجఈ部で東西８̼Ҏ上、南北9.8̼を測る。墳ٰの主࣠方޲は̣31ʄ

̬を測り、北から西にৼる。৥ྠ、෪石などの֎部表০は֬ೝされておらͣ、時塚５号墳のよう

な֯᛽も検出されていない。

墳ٰは削平のため、جఈの地ࢁ削り出し部分のΈが遺ଘしており、盛土΍埋葬施設を検出する

ことはできなかった。

東ଆ周溝ఈ面上で、多਺のਢܙ器、土ࢣ器を検出した（第154図）。器छには、ഋ਎・ഋ֖・￼・

ᆵなどがೝめられる。いͣれも完形ݸ体もしくは、େܕのഁยの状ଶで検出された。なかでもᆵ
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第152図　時塚６号墳実測図（平面ɿ1�100、断面1�50、遺物出土状況図ɿ1�10）
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（41）は墳ٰࣼ面直上で検出されており、墳ٰଆからసམした状ଶとΈられる。また、ͦのଞのݸ

体も周溝ఈ面直上、もしくは΍΍༡཭した状ଶで検出されているため、このᆵとಉ時期に溝内に

墳ٰଆからసམしたものとΈられる。また、周溝ఈ面΍、墳ٰݞ部直上で検出されていることは、

周溝埋຅Ҏ前に土器群がసམした状況をࣔしているものとߟえられ、ݹ墳の削平時΍、墳ٰのྲྀ

ࣦに伴ってࠞೖした遺物ではないとߟえる。したがって、これらの土器群は、埋葬施設内のもの

ではなく、墳ٰ上で使用された土器群としてධՁできる。

時塚̔߸෿（第155図）　調査地の南西部で検出されたＳＤ06をݹ墳の周溝と൑断した。ＳＤ06

第153図　時塚７号墳実測図（平面ɿ1�100、断面ɿ1�50）
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第154図　時塚７号墳遺物出土状況図（1�20）
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はހ状をఄしているため、墳形はԁ墳と൑断された。また、Ｌ７地区の北ଆに設けた排土置き場

でচ土直下から検出された溝が、平面తにこの溝と࿈ଓするՄೳੑがߴいことが໌らかとなり、

えられる。周溝は部分తに検出したにա͗ないが、෯ߟ໿23̼を測るԁ墳であるとܘఈ部で直ج

６̼、深さ0.5̼を測る。また、周溝ఈ面は北から南へࣼ܏している。

第155図　時塚８号墳実測図（平面ɿ1�125、断面ɿ1�50）
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墳ٰは削平のため、جఈの地ࢁ削り出し部分のΈが遺ଘしており、埋葬施設を検出することは

できなかった。

遺物は周溝内からࡉย化したਢܙ器・土ࢣ器が出土しているが、いͣれも周溝ఈより༡཭して

いる。また、周溝内からは多਺のݓେの֯᛽が検出された。ほ΅周溝চ面に઀しているものもଘ

在したが、༡཭しているものも多くೝめられる。֯᛽の平面తな検出状況からは墳ٰଆからのస

མのՄೳੑがߴいものとߟえられるが、ݹ墳のجఈにこれらの᛽をਾえ付けたࠟ跡などはೝめら

れͣ、ݹ墳の表০施設としての֬ূをಘることはできなかった。

（岡﨑研一・石崎善久）

̗．ग़౔遺෺（第156～158図）

Ｌ４地区出土遺物として、ＳＫ48出土の土ࢣ器およびݹ墳出土遺物を図ࣔした。

̨̠��（第156図）　１・２は土ࢣ器ᙈである。１は復原14.6ܘޱDNを測る。ޱԑ端部は内ଆに

ંりۂげてං厚さͤる。体部内面のέζϦはޱԑ部との۶ۂ部まではٴばͣ、۶ۂ部はφσによ

り࢓上げられている。֎面はԣ方޲を主体とするϋέで調整する。ഗの付ணがೝめられる。２は

復原9.8ܘޱDNを測るখܕのᙈとߟえるが、ૈ੡のখؙܕఈᆵのՄೳੑもある。Րを受けている

ためか、器นのṞ཭がஶしい。୹く内࿷ؾຯに立ͪ上がるޱԑをもͭ。３は直ޱᆵのޱԑである。

֎面はߥいϋέがΈられる。４はޱ޿ᆵである。ᰍ部は୹く֎൓しޱԑ部は΍΍内࿷する。体部

はٿ形に近い。５はૈ੡のുである。֎面にഗが付ணしている。６は֖である。ബखのͭくりで

ある。７・８はখܕ器୆である。７は中空の、８は中実の٭柱部をもͭ。９はߴഋ٭部である。

中実で୹い形ଶをとる。ఈ部ଆと、ഋ部ଆの྆方に؏௨しない޻۩のࢗಥࠟがΈられる。10はϛ

χνϡΞ土器である。ുの໛฿඼とߟえる。ఈ部は平ఈをఄする。これらの土ࢣ器は当地域にお

ける布ཹᙈಋೖஈ֊の土器૊成をࣔしているものとධՁしたい。

時塚̒߸෿（第157図11～29）　ＳＤ43出土遺物を図ࣔした。ݹ墳時୅からಸྑ時୅の遺物がࠞ

第156図　L４地区出土遺物実測図（１）（ＳＫ48）
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在する。このうͪ、このݹ墳のங଄時期に近いものとして、ਢܙ器֖ഋのセοτである11・12を

当てる。ഋ֖11はఱ井部のߴい形ଶをࣔすが、ఱ井部は΍΍平ୱに整形され、ྏ΍端部にも΍΍

৽しい要ૉをΈることができる。ഋ਎12はޱԑが΍΍内ؾ܏ຯになり、ޱԑ端面は平ୱに整形さ

れる。これらの఺から、このਢܙ器は在地産であり、ಃ༢編年̢̩15ܕ式にซ行するஈ֊のもの

とߟえておきたい。13は周溝埋土中から出土したਢܙ器ഋ֖である。ྏが௜ઢで表現される。14

はਢܙ器֖である。ᆵに伴うものとߟえられる。15～18はඈௗ時୅のਢܙ器֖ഋである。19はഋ

̜֖であり、ߴいఱ井部にಥ出するかえりをもͭ。19～24はಸྑ時୅後半にଐするਢܙ器֖ഋྨ

である。25はਢܙ器ᙈのޱԑ部である。26はਢܙ器࿶である内࿷する体部と平ఈؾຯのఈ部から

なる。28は土ࢣ器ഋである。29は੡Ԙ土器であり、ಸྑ時୅のものとߟえる。これらの遺物から、

この周溝はಸྑ時୅に埋຅したものとߟえられる。また、ඈௗ時୅の土器が出土していることは、

ඈௗ時୅にも、この地区でԿらかの土地ར用がなされていたことをࣔࠦするものである。

時塚̓߸෿（第157図30～32）　周溝内出土遺物３఺を図ࣔした。30は周溝埋土出土のਢܙ器ߴ

ഋ֖である。復原11.8ܘޱDN、࢒ଘ4.65ߴDNを測る。ఱ井部にはΧΩϝが施される。ྏはӶར

に削り出され、ޱԑ端面はஈを形成する。31は周溝埋土出土の土ࢣ器ᙈである。֎൓するޱԑを

もͪ、ޱԑ端部は平ୱ面をなす。32はਢܙ器直ޱᆵである。୹く直立するᰍ部に୹く֎൓するޱ

ԑが付く。ޱԑ端面は平ୱに࢓上げられる。体部は上半がΧΩϝ、下半にタタΩが࡯؍される。

内面はճసφσにより調整される。これらの遺物のうͪ、このݹ墳に֬実に伴うのは32であるが、

΍΍ಛҟな器形のため、このݸ体のΈからؼଐ年୅をࣔすことはできない。一方、埋土出土なが

ら30はಃ༢編年̩Ｋ23・47ܕ式にซ行するஈ֊のものとߟえられる。32の調整ٕ法などとໃ६し

ないため、このݹ墳のங଄時期を̩Ｋ23・47ܕ式ซ行ஈ֊とߟえる。

時塚̔߸෿（第157図33～42、第158図43）　周溝内出土遺物11఺を図ࣔした。出土状況からݹ墳

墳ٰଆからసམした遺物群であり、このݹ墳のங଄時期を直઀ࣔす資料としてධՁできる。33は

ਢܙ器￼である。体部はፏ平であり、体部࠷େܘは体部΍΍上方にもͭ。ݞ部に一৚の௜ઢを施

し、ͦの下方に೾状文を施文する。ᰍ部は୹く、ޱԑとのڥにӶいྏをもͭ。ޱԑ端部はԜ面を

形成し、ޱԑ֎ଆ面には೾状文を施文する。体部下半֎面にはࡉかなタタΩが࢒される。34～36

はਢܙ器֖である。34は11.8ܘޱDN、器5.0ߴDNを測る。ఱ井部はߴくؙΈをଳびている。ྏは

Ӷくಥ出し、ޱԑ端面はஈを形成する。35は12.9ܘޱDN、器5.2ߴDNを測る。ఱ井部は平ୱであ

るが、ఱ井部のߴい形ଶをとる。ྏはӶくಥ出し、ޱԑ端部はஈをなす。36は12.0ܘޱDN、器ߴ

4.7DNを測る。ఱ井部はߴく、ྏはӶくಥ出し、ޱԑ端部はஈをなす。37は周溝埋土出土のখย

であるが、形ଶతにこれらのਢܙ器ഋ֖と近ࣅする。38・39はਢܙ器ഋ਎である。38はܘޱ

10.4DN、器4.85ߴDNを測る。ޱԑはߴく直立し、ޱԑ端部は΍΍ං厚し、端面は平ୱに整形さ

れる。わͣかに平ఈؾຯであり、ൣ޿にϔϥέζϦが施される。39もほ΅ಉ様の形ଶをとるが、

料が付ணする。41はإ5.2DNを測る。内面に੺৭ߴ11.25DN、器ܘޱ。ԑ端面はஈを形成するޱ

ਢܙ器ᆵである。ᰍ部中央に一৚のಥଳを削り出し、ͦの上下に೾状文を施文する。ޱԑ端部は

֎面に面をなし、端部は上方にͭまΈ上げるようにೲめる。֎面は平行タタΩを施した後、ԣ方
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第157図　Ｌ４地区出土遺物実測図（２）
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。のΧΩϝにより調整する޲

内面は੨ւ೾໲をࡲりফし

ている。֎面にはࣗવᬵが

付ணする。器นのബいݸ体

である。42は直立するޱԑ

をもͭਢܙ器ᙈである。୹

く立ͪ上がるޱԑ֎ଆ面に

は２৚の௜ઢを施す。40は

ਢܙ器ഋ֖である。埋土中

出土の遺物であり、周溝の

埋຅時期をࣔす資料である。平らなఱ井部と下方に୹く۶ۂするޱԑ部をもͭ。ಸྑ時୅後半の

遺物とߟえる。43は使用ࠟの࢒る石੡඼である。上端をܽଛするが、ፏ平なԁ形の࠭岩系の石ࡐ

を用いている。໌ྎなࠟࡲは࡯؍できないが、྆ 面とも中央がࡼ状にわͣかにۼΜだ形ଶをఄし、

ͦの部分がຏかれたように平׈になっている。ຏ石の用్がߟえられる。Ҏ上、時塚８号墳出土

遺物はࠓճ調査したݹ墳のなかでもݹ૬をࣔすਢܙ器群で構成されている。ಃ༢編年̩Ｋ23ܕ式

にซ行するஈ֊のものとして位置ͮけておきたい。

時塚̕߸෿（第158図44・45）　ＳＤ06出土遺物２఺を図ࣔした。このうͪ、直઀ݹ墳に関࿈す

る遺物は44である。44は୹٭༗֖ߴഋである。মけ࿪Έがஶしいが、復原10.1ܘޱDN、器ߴ໿

9.2DN、ഋ部のߴさ4.8DNを測る。٭はほ΅֯ࡾ形に近いεΧγをࡾ方に施す。また、٭柱֎ଆ

面には２ஈにわたってΧΩϝを施している。ഋ部の立ͪ上がりは΍΍内܏し、ޱԑ端部はわͣか

にஈを形成する。ഋ部が΍΍ፏ平な形ଶをとり、ܘޱもେܕ化していることなどから、在地産の

ਢܙ器であり、ಃ༢̢̩15ܕ式ซ行期のものとߟえておきたい。45は埋土中出土のਢܙ器ഋ̜の

਎である。当ݹ墳の埋຅年୅をࣔす資料とߟえる。

（岡﨑研一・石崎善久）

第158図　Ｌ４地区出土遺物実測図（３）
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̎）ಸྑ時୅Ҏ߱ͷ遺ߏɾ遺෺

ߏग़遺ݕ．̖

Ｌ４地区では、ಸྑ時୅Ҏ߱の遺

構として、掘立柱建物跡３౩・溝・

土坑などを検出した。また、掘立柱

建物跡に復原できなかったϐοτも

多਺検出している。Ҏ下、主要な遺

構にͭいて概؍する。

۷ཱபݐ෺跡̨̗�1（第160図）　調

査区北東部で検出した南北２間（3.2

̼）、東西２間（３̼）の૯柱の掘立柱

建物跡である。

主࣠方位は/11ʄ8を測り、एׯ西

に主࣠をৼる。

建物を構成する柱穴の平面形は方

形、もしくはෆ整方形をఄし、ن໛

は一辺0.4～0.7̼を測る。断面形はૉ

掘りのものと、柱穴をਾえ付けるた

めఈ面を一ஈ深く掘りࠐΉものの྆

者がೝめられる。深さは0.2～0.3̼を

測る。柱ࠟ跡の検出されたものから

この建物には20ܘDNఔ度の柱が使用

されていたものとߟえられる。

この建物では、柱穴内にݓେの石ࡐが検出され

た柱穴が多くΈられた。柱ࠟ跡にԊうように配さ

れていることから、柱ݻఆ用に使用されていたも

のとߟえられる。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第161図）　調査区南西部

で検出した南北２間（3.8̼）、東西２間（3.3̼）を測

る૯柱の掘立柱建物跡である。西ଆは後世の֧ཚ

により、遺ଘ状況はѱい。

主࣠方位は/11ʄ8を測り、掘立柱建物跡ＳＢ01

とほ΅ಉ࣠で、एׯ西に主࣠をৼる。建物を構成

する柱穴の平面形は方形、もしくはෆ整方形をఄ

し、ن໛は一辺0.4～0.8̼を測る。断面形はૉ掘り

第159図　Ｌ４地区検出遺構配置図（ಸྑ時୅、1�400）

第160図　掘立柱建物跡ＳＢ01実測図
（1�100）
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のものと、柱穴をਾえ付けるた

めఈ面を一ஈ深く掘りࠐΉもの

の྆者がೝめられる。深さは

0.1～0.4̼を測る。柱ࠟ跡の検

出されたものからこの建物には

20DNఔ度の柱が使用されてܘ

いたものとߟえられる。遺物は

柱穴からਢܙ器・נが出土して

いる。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第162

図）　調査区中央で検出した東

西２間（３̼）、南北３間（5.1̼）

を測る૯柱の掘立柱建物跡であ

る。南ྊ行の柱௨りが΍΍ѱく、東ܻ行で5.3̼、西ܻ行で5.1̼とࠩがੜじており、΍΍いびͭ

な平面形をఄする。また中央の２か所の柱穴は後世の֧ཚによりେきく削平を受けている。主࣠

方位は̣９ʄ̬ を測り、΍΍西にৼる。

建物を構成する柱穴の平面は、方形もしくはෆ整方形をఄし、ن໛は一辺0.3～0.6̼を測る。

断面形はૉ掘りのものがେ部分であるが、柱をਾえ付けるためにচ面を一ஈ深く掘りࠐΜだもの

もଘ在する。深さは0.1～0.3̼を測る。柱ࠟ跡の検出されたものから、この建物には20ܘDNఔ度

の柱が使用されていたものとߟえられる。遺物は柱穴からਢܙ器が出土している。

̨̠��（第164図）　掘立柱建物跡ＳＢ01の北西で検出された長࣠1.5̼、୹࣠0.9̼、深さ0.1̼

第161図　掘立柱建物跡ＳＢ02実測図
（1�100）

第162図　掘立柱建物跡ＳＢ03実測図
（1�100）

第163図　ＳＫ49実測図（1�20）
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を測るෆ整形な土坑である。埋土は୯層であり、埋土中からਢܙ器ยが出土している。ഇغ土坑

のՄೳੑがߟえられる。

̨̙��　調査区を南西から北東にΉけてࣼ行する෯0.6̼、深さ0.2̼のૉ掘り溝である。調査

区の中央付近では削平のため検出することはできなかった。また、ଞの遺構との੾り߹い関係か

ら、この地区では࠷も৽しいஈ֊の遺構であるとߟえる。

̨̙�5　調査区の南東ଆで検出された෯2.9̼、深さ0.3̼の溝である。ෳ਺ճの再掘削がなさ

れたものとΈられ、溝ఈ面はԜತがஶしい。

̨̙5�　ＳＤ05の東で検出された෯２̼、深さ0.1～0.2̼の溝である。平面తには΍΍ހをඳ

いているが、ݹ墳に関࿈する遺物の出土をΈることがなく、ݹ墳とは൑断できなかった。

（岡﨑研一・石崎善久）

̗．ग़౔遺෺（第164図）　Ｌ４地区出土遺物として、掘立柱建物跡・土坑・溝からの出土遺物

を図ࣔした。

̨̗��（１・２）　１はＳＰ16出土のਢܙ器ഋＢであるখ法ྔで器ߴのߴい形ଶをとる。２は

ＳＰ21出土のؙנยである。内面に布目が࢒る。

̨̗��（３）　３はＳＰ27出土のਢܙ器ഋখยである。

̨̠��（４・5）　４はਢܙ器ഋ֖である。ּܕで器ߴの΍΍ߴい形ଶをとる。ޱԑ部はわͣか

に下方に۶ۂする。５はਢܙ器ഋ਎である。体部は直ઢతにのび、ߴ୆はఈ部֎ԑにͭく。

ͦのଞの遺構の出土遺物（６～11）　６はＳＤ05出土のਢܙ器ഋである。７はＳＰ57、８はＳＰ

37出土のਢܙ器ഋ、９はＳＰ56出土の土ࢣ器ࡼである。10はＳＤ04出土の平נであり、Ԝ面は布

目、ತ面にはೄ目タタΩが࢒る。11はＳＤ06上面で出土したಃ器のᆵである。ೈ࣭でఈ面にࢳ੾

りがΈられる。- （岡﨑研一・石崎善久）

第164図　Ｌ４地区出土遺物実測図（４）
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ʢ̒）̡ ̑஍۠

Ｌ５地区は、ࠓճの調査区では࠷も北西に設ఆした調査区である。この地区では、上層でಸྑ

時୅を中心とする掘立柱建物跡群を、下層では方形周溝墓群を検出した。Ҏ下、໻ੜ・ݹ墳時୅

の遺構・遺物と、ඈௗ時୅Ҏ߱の遺構・遺物の２時期にେผして概؍する。

１）໻ੜɾݹ෿時୅ͷ遺ߏɾ遺෺

ߏग़遺ݕ．̖

Ｌ５地区では૯਺18جの方形周溝墓を検出した。Ҏ下、各周溝墓にͭいて概؍する。

1�ʵ１߸ุ　調査区の北東部で検出したＳＤ02（෯1.6̼・深さ0.8̼）を西ଆ区ը溝、ＳＤ139

を東ଆ区ը溝とする方形周溝墓である。େ部分が調査区֎であり、全༰はෆ໌である。周溝は南

西۱が్੾れており、完周しない。また近઀する周溝墓と周溝を共༗しない఺もಛ௃తである。

盛土は֬ೝできなかった。

第165図　Ｌ５地区検出遺構配置図（໻ੜ・ݹ墳時୅、1�400）
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第167図　S%02・S%139遺物出土状況図（1�20）



京都府遺跡調査報告集　第 135 ࡭

-156-

ＳＤ02ではߴഋ（第196図１）・٭（第196図２･３）などが検出された（第

167図）。（３）٭は周溝墓ଆからのసམのՄೳੑがߴい。また、埋土中か

らຏ੡石 （ි第202図52）が出土している。ＳＤ139でも、ᙈ（第196図４･５）

が墳ٰଆからసམした状ଶで検出された（第167図下）。

この周溝墓に伴う埋葬施設として、木棺墓ＳＸ160（第168図）を検出し

た。େ部分が調査区֎のため、ৄࡉはෆ໌である。検出部分で、墓ᆮは

平面長方形ϓϥンをఄし、断面はૉ掘りの形状をとる。主࣠は東西方޲

にとる。墓ᆮのن໛は長࣠1.5̼Ҏ上、෯１̼Ҏ上、深さ0.2̼を測る。棺

は૊߹式のശܕ木棺のࠟ跡を検出した。木棺は長ଆ൘がখޱ൘をڬΈࠐ

Ή形ଶをࣔす。খޱ൘は下にಥ出しない。検出部分で෯0.2̼、長さ0.45

̼を測る。෭葬඼はೝめられない。

1�ʵ̎߸ุ　17−１号墓の西に位置する。ＳＤ133（෯1.3 ・̼深さ0.5̼）

を東ଆ区ը溝に、ＳＤ135Ａ（෯0.7̼・深さ0.2̼）を南ଆ区ը溝、ＳＤ142

（西ɿ෯4.2̼・深さ0.25̼、北ɿ෯0.6̼Ҏ上・深さ0.35̼Ҏ上）を西およ

び北の区ը溝とする方形周溝墓である。また、西ଆに位置する17−４号

第168図　木棺墓ＳＸ
160実測図（1�50）

第179図　17−１・２号墓周溝断面（1�50）
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墓のＳＤ136と一部周溝を共༗し、西ଆの区ը溝としている。ＳＤ133

とＳＤ135Ａは࿈ଓし、ＳＤ135ＡとＳＤ136の間は深さをݮじて、17

−２号墓の墳ٰࣼ面と࿈ଓしてऴわる。ＳＤ133は平面తに北ଆが一

部再掘削されたように深くなっているが、断面の࡯؍からは再掘削を

行った֬ূをಘることはできなかった。南ଆ区ըＳＤ135Ａは南に位

置する17−５号墓の北ଆ区ըＳＤ135Ｂとಉ一面で検出し、掘形を共

༗するが、ఈ面付近で２৚の溝に分かれている。また、断面࡯؍から

は17−４・５号墓との前後関係をうかがうことはできなかった。北西

の区ըＳＤ142は南ଆがઙい土坑状をఄし、北西の۶ۂ部から深さを

૿しているが、北ଆは調査区֎のため、ৄࡉを໌らかにすることはで

きなかった。Ҏ上のように周溝は完周ͤͣ、西ଆ中央部が్੾れた形

ଶをࣔしている。周溝墓のن໛は南北8.3̼Ҏ上、東西８̼を測る。

周溝内からの遺物としては、ＳＤ133の北ଆで墳ٰଆからసམした

状ଶで、ᙈ（第196図８）などがഁย化した状ଶで検出された（第170図）。

また、ＳＤ133の南ଆでは墳ٰ֎からసམしたような状ଶでᙈ（７）、

ᆵఈ部（９）などが検出された。また、17−４号墓の߲で後ड़するが、ＳＤ136で出土した遺物の

中にはこの周溝墓ଆからのసམとࢥわれる໻ੜ土器がଘ在する。

周溝墓の埋葬施設として、木棺墓ＳＸ01を検出した（第171図）。主࣠を東西方޲にとる。この

࣠は墳ٰの࣠とほ΅一கする。墓ᆮの平面形は長方形ϓϥンをఄし、ن໛は長࣠2.15̼、୹࣠0.9

̼、深さ0.2̼を測る。墓ᆮの断面形ଶはૉ掘りである。棺はശܕ木棺のࠟ跡を検出した。খޱ

の૊Έ方などৄࡉは໌らかにできなかった。ن໛は長࣠1.8̼、୹࣠0.54̼を測る。墓ᆮ埋土中か

らࡉย化した໻ੜ土器が検出されたが、この埋葬施設に伴うものか൑断できなかった。

1�ʵ̏߸ุ　17−４号墓の西ଆ区ըＳＤ136を東ଆ区ը溝として共༗し、この溝の中央から西

へ分ذしてԆびるＳＤ145（෯1.1̼、深さ0.4̼）を南ଆ区ը溝にもͭ方形周溝墓として૝ఆした。

େ部分が調査区֎のためৄࡉはෆ໌である。なお、17−4号墓の周溝北西۱が深く掘りࠐまれて

おり、この周溝墓の盛土֬保のため再掘削されたՄೳੑがߟえられる。

第170図　ＳＤ133遺物出土状況図（1�20）

第171図　木棺墓ＳX01
実測図（1�50）
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1�ʵ̐߸ุ　完周するＳＤ136（北ɿ෯1.1̼・深さ0.4̼、西ɿ෯１̼・深さ0.4̼、南ɿ෯1.3̼・

深さ0.4～１̼、東ɿ෯2.1̼・深さ0.6̼）により区ըされる方形周溝墓である。なお、調査中、ଞ

の周溝と઀する部分にはศٓ上ผの遺構൪号（ＳＤ134）を༩えて遺物のࠞཚをආけたが、報告で

はＳＤ136とする。周溝の北西部はଞの部分より周溝が深く掘削されており、ྡ઀する17−３号

墓の盛土֬保のため、再掘削されたՄೳੑがߴいものと൑断された。また、南ଆ周溝の中央も一

ஈ深く掘りࠐまれているが、溝内埋葬などのՄೳੑはߟえられͣ、この周溝墓の盛土֬保のため

掘削されたࠟ跡とࢥわれる。また、周溝南西۱で、17−15号墓の南ଆ区ըＳＤ157が分ذするが、

前後関係をうかがうことはできなかった。周溝墓のن໛は東西８̼、南北10̼を測る。また、埋

第172図　S%136断面図（1�50）
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第173図　S%136遺物出土状況図（1�20）
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葬施設は֬ೝされなかった。

遺物は周溝の各所から検出されている。ಛに西ଆ周溝では໻ੜ土器がまとまって出土している。

これらの遺物は第172図断面１・２にࣔす第４層内もしくは第４層上から検出された。ͦのため

これらの遺物は周溝が一ఆ埋຅してからのసམなどによるものとΈられる。とくに北ଆのᆵ（第

196図10）は17−５号墓ଆからసམしたものとΈられる。また、この地఺では土層࡯؍用ܣ除去中

に完形のຏ੡石݋（第202図57）が断面２の第３層内から出土している。このຏ੡石݋は17−４号

墓ଆからのసམ、もしくは周溝墓の盛土ྲྀࣦなどに伴って、周溝内に埋຅したものと൑断される。

また、ＳＤ145付近での遺物の出土状況（第173図）は17−３号墓ଆからのసམの様૬をࣔしている。

1�ʵ̑߸ุ　17−４号墓の東にྡ઀する。西ଆは17−４号墓のＳＤ136と共༗し、北ଆをＳＤ

135Ｂ（෯1.8̼・深さ0.5̼）で、南ଆをＳＤ125Ａ（෯0.6̼・深さ0.4̼）により区ըする方形周溝墓

である。東ଆに区ը溝は検出されなかったが、埋葬施設が遺ଘしていることからେきく削平され

ているとはߟえがたく、当ॳから区ը溝がଘ在しなかったՄೳੑがߴいものとߟえる。周溝墓の

、状に։いているためࣈかって「ϋ」޲໛は南北7.5̼、東西５̼を測るが、南北྆周溝は東にن

平面ϓϥンは΍΍いびͭな୆形となる。南に位置する17−7号墓との前後関係は໌らかではない。

周溝内からは໻ੜ土器が出土している。北ଆのＳＤ135Ｂ西ଆ溝中央部ではᆵ（第198図23）がഁ

ยとなって出土している（第174図上ஈ）。す͙北に17−２号墓の南周溝ＳＤ135Ａがଘ在すること

から、17−５号墓ଆからのసམによるものと൑断する。

南ଆのＳＤ125Ａでは周溝東ଆでߴഋ（24）１ݸ体分を検出した（第174図下ஈ）。周溝চ面より༡

཭していることから周溝が一ఆఔ度埋຅し

てから、17−５号墓ଆからసམ、あるいは

遺غされたものとߟえる。

墳ٰのほ΅中央部で東西に主࣠をとる埋

葬施設木棺墓ＳＸ161（第175図）を検出し

た。墓ᆮは平面長方形ϓϥンをఄし、ن໛

は長࣠1.4̼、୹࣠0.7̼、深さ0.4̼を測る。

墓ᆮの断面形ଶはૉ掘りである。棺はശܕ

木棺の棺ࠟ跡を֬ೝした。棺ࡐのࠟ跡ͦの

ものは֬ೝできなかったが、খޱཪࠐめ土

と長ଆ൘ཪࠐめ土とのࠩҟから長ଆ൘がখ

木棺と൑ܕΉ形ଶの૊߹式ശࠐΈڬ൘をޱ

断された。ن໛は内法で長࣠0.95̼、୹࣠

0.35̼を測る。東ଆの棺෯がए޿ׯくなっ

ていることからඃ葬者は東಄位とਪఆされ

る。棺内、墓ᆮ埋土中から遺物は検出され

なかった。
第174図　ＳＤ135Ｂ・125Ａ遺物出土状況図
（上ஈɿＳＤ135Ｂ、下ஈ125Ａ、1�20）
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1�ʵ̒߸ุ　17−5号墓の東に位置する。北ଆをෆ整形なＳＤ140（෯1.2～3.6̼・深さ0.15̼）、

東ଆをＳＤ74（෯１̼Ҏ上・深さ0.2̼Ҏ上）で南ଆをＳＤ126Ａ（෯１̼Ҏ上・深さ0.5̼）で区ըす

る方形周溝墓である。西ଆには区ը溝は検出されなかったが17−５号墓ಉ様、埋葬施設が遺ଘし

ていることからେきく削平されているとはߟえがたく、当ॳからଘ在しなかったものと൑断する。

おͦらく、௿墳ٰの盛土により墓域を֬保し、֮ࢹతに区ըしていたものとߟえられる。周溝の

うͪ、ＳＤ126Ａは平面తにはＳＤ126Ｂと੾り߹い関係をもͭようにݟえるが、断面࡯؍からは

ಉ時期の埋຅と൑断され、前後関係をࣔすものではない。おͦらく୹期間のうͪにઌ行する溝を

֦ுする形で掘削し、盛土を֬保したものとߟえられる。周溝墓଄墓のࡍにはҙࣝతにݸผの溝

として৽たに掘削࡞業を行ったものとߟえる。また、溝ఈ部東ଆで土坑状に一ஈ掘りࠐまれた部

分を検出した。溝内埋葬施設のՄೳੑをྀߟしながら調査を実施したが、埋土の状況からͦのՄ

ೳੑはないものと൑断した。周溝墓のن໛は東西８̼、南北10̼を測る。

ＳＤ126Ａのఈ面近くからࡉย化したᆵをはじめとする໻ੜ土器を検出した（第177図）。この周

溝墓からのసམとΈられるが、ྼ化がஶしくऔり上げることのできないݸ体もଘ在した。ͦのた

め図ࣔしうる資料にܙまれなかった。また、土器とともに౐石（第202図59）が出土している఺は

周溝墓の遺物として஫目される。

この周溝墓では５جの埋葬施設を֬ೝした。Ҏ下、各遺構にͭ

いて概؍する。

໦15ุ̨̭׹�（第178図）　この周溝墓の埋葬施設のうͪ࠷も南

に位置する東西方޲に主࣠をとる木棺直葬墓である。墓ᆮの平面

形は長方形ϓϥンをఄし、ن໛は長࣠2.3̼、୹࣠0.9̼、深さ0.17

̼を測る。墓ᆮの断面形ଶはૉ掘りである。木棺は棺ͦࡐのもの

のࠟ跡は֬ೝされなかったが、খޱ部分と、長ଆ൘部分のཪࠐめ

土とのࠩҟを֬ೝした。棺のܕ式は長ଆ൘がখޱ൘をڬΈࠐΉ形

ଶの૊߹式ശܕ木棺と൑断された。খޱ൘は下にಥ出することは

ない。木棺のن໛は内法で長࣠1.8̼、୹࣠0.55̼を測る。

খޱଆ棺内のྲྀೖ土中から石้ஸ（第202図56）のഁยが出土して

いるが、খഁยであり、ݙڙなどに伴うものではないものとߟえる。

໦151ุ̨̭׹（第178図）　木棺墓ＳＸ150の北に近઀する木棺

第176図　17−６号墓周溝断面（1�50）

第175図　木棺墓ＳＸ161実測
図（1�50）
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第177図　ＳＤ126遺物出土状況図（1�20）
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直葬墓である。主࣠はほ΅東西方޲にとる。墓ᆮの平面形は長方形ϓϥンをఄし、ن໛は長࣠

2.52̼、୹࣠0.8̼、深さ0.18̼を測る。墓ᆮの断面形ଶはૉ掘りである。木棺は棺ͦࡐのものの

ࠟ跡を֬ೝできͣ、ཪࠐめ土と棺の෗৯ࠟ・棺内ྲྀೖ土のࠩとしてೝࣝされた。棺のܕ式は長ଆ

൘がখޱ൘をڬΈࠐΉ形ଶの૊߹式ശܕ木棺と൑断された。খޱ൘は下にಥ出することはない。

木棺のن໛は長࣠2.1̼、୹࣠0.55̼を測る。

໦15ุ̨̭׹�（第178図）　ＳＸ151の北東に近઀して検出された木棺直葬墓である。この周溝

墓の埋葬施設で།一南北方޲に主࣠をとる。墓ᆮの平面形は長方形ϓϥンをఄし、ن໛は長࣠

第178図　17−６号墓埋葬施設実測図（1�50）
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1.5̼、୹࣠0.8̼、深さ0.1̼を測る。墓ᆮの断面形ଶはૉ掘りである。木棺は棺ͦࡐのもののࠟ

跡を֬ೝできͣ、ཪࠐめ土と棺の෗৯ࠟ・棺内ྲྀೖ土のࠩとしてೝࣝされた。棺のܕ式は長ଆ൘

がখޱ൘をڬΈࠐΉ形ଶの૊߹式ശܕ木棺と൑断された。南東長ଆ൘が南にಥ出する状況は֬ೝ

することができなかった。খޱ൘は下にಥ出することはない。木棺のن໛は長࣠1.05̼、୹࣠0.4

̼を測る。খܕの木棺直葬墓である。

໦15ุ̨̭׹�（第178図）　ＳＸ151の北、この周溝墓のほ΅中心に位置する木棺直葬墓である。

主࣠は南北方޲にとる。墓ᆮの平面形は長方形ϓϥンをఄし、ن໛は長࣠2.68̼、୹࣠1.27̼、

深さ0.4̼を測る。遺ଘ状況はྑ޷である。墓ᆮの断面形ଶはૉ掘りである。木棺は棺ͦࡐのも

ののࠟ跡を֬ೝできͣ、ཪࠐめ土と棺の෗৯ࠟ・棺内ྲྀೖ土のࠩとしてೝࣝされた。棺のܕ式は

長ଆ൘がখޱ൘をڬΈࠐΉ形ଶの૊߹式ശܕ木棺と൑断された。খޱ൘は下にಥ出することはな

い。また土層断面の݁࡯؍果からఈ൘を༗し、ఈ൘の上に長ଆ൘、খޱ൘がのる形ଶの棺と൑断

される。棺内、棺֎からは水ۜगとࢥわれる੺৭إ料が棺ఈよりわͣかに༡཭した状ଶで検出さ

れた。ඃ葬者のڳ部周辺にࢄ布されたものとΈられる。また、إ料は棺֎のఈ൘とࢥわれる土層

の上からも検出されており、棺ࡐを૊Έ߹わͤたஈ֊でඃ葬者の҆置、إ料のࢄ布がなされたՄ

ೳੑがߴい。木棺のن໛は長࣠1.6̼、୹࣠0.6̼を測る。東ଆの෯が΍΍޿く、ඃ葬者は東಄位

で埋葬されたものとΈられる。

໦15ุ̨̭׹�（第178図）　ＳＸ153の北に位置する東西方޲に主࣠をとる木棺直葬墓である。

墓ᆮの平面形は長方形ϓϥンをఄし、ن໛は長࣠1.75̼、୹࣠0.9̼、深さ0.15̼を測る。墓ᆮの

断面形ଶはૉ掘りである。木棺は棺ͦࡐのもののࠟ跡を֬ೝできͣ、ཪࠐめ土と棺の෗৯ࠟ・棺

内ྲྀೖ土のࠩとしてೝࣝされた。棺のܕ式は長ଆ൘がখޱ൘をڬΈࠐΉ形ଶの૊߹式ശܕ木棺と

൑断された。খޱ൘は下にಥ出することはない。木棺のن໛は長࣠1.3̼、୹࣠0.53̼を測る。棺

の෯は西ଆの方がわͣかに޿く、ඃ葬者は西಄位とࢥわれる。棺内ྲྀೖ土から໻ੜ土器খยが出

土したが、この埋葬施設に伴うものか൑断できない。

1�ʵ̓߸ุ　「ί」ࣈ状に८る溝、ＳＤ125Ｂ（෯1.6̼、深さ0.3̼）、ＳＤ155（西ɿ෯0.4̼、深

さ0.3̼、南ɿ෯1.2̼、深さ0.2̼）により区ըされる方形周溝墓である。東ଆに区ը溝は検出さ

れていないが、埋葬施設が遺ଘしておりେきく削平を受けているとはߟえられͣ、東ଆ区ը溝は

当ॳからଘ在しないものとߟえる。周溝墓のن໛は東西7.4̼、南北10.6̼を測る。17−５号墓と

の前後関係にͭいては土層からݟるݶり、第179図５層がＳＤ125Ｂの掘形と一கしないため、一

。੾り߹いがあるようにΈえるものの、埋຅時期のࠩとしてೝࣝする。盛土は֬ೝされなかったݟ

第179図　17−７号墓周溝断面（1�50）
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西ଆ区ը溝ＳＤ155からഁย化した໻ੜ土器

が検出された。北ଆの一群（第180図上ஈ）は溝

のほ΅中央でࡉย化したᆵྨを中心とした໻ੜ

土器が検出された。また、溝の中央部でもࡉย

化したᆵが֬ೝされたが（第180図下ஈ）、周溝

֎からのసམもしくは遺غのՄೳੑがߴいもの

とߟえられる。周溝の南西۱でもࡉย化した໻

ੜ土器が検出されているが、体部のখยのΈで

ある。

また、溝125Ｂの東端でଠܕൎਕ石 （ි第202

図53）のج部が出土している。

この周溝墓では墳ٰ中央から２جの埋葬施設

を検出した。Ҏ下、各遺構にͭいて概؍する。

ຒ૴ࢪઃ̨̭15�（第181図）墳ٰ中央より΍

΍西دりで検出された埋葬施設である。墓ᆮの

平面形は南ଆの෯が޿い長方形をఄする。ن໛

は長࣠1.6̼、南ଆ෯0.88̼、北ଆ෯0.68̼を測

る。墓ᆮの断面形はૉ掘りであり、深さ0.07̼

と遺ଘ状況はきわめてѱい。ͦのため、この埋

葬施設では棺のࠟ跡を断面、平面からも֬ೝす

ることができなかった。しかし、墓ᆮの形ଶ・

໛からは南಄位の木棺がೲめられていたՄೳن

ੑがߴいものとߟえる。

໦ุ̨̭׹��（第181図）　ＳＸ159の東、墳

ٰのほ΅中央に位置する東西方޲に主࣠をとる

木棺直葬墓である。墓ᆮの平面形は長方形ϓϥ

ンをఄし、ن໛は長࣠2.3̼、୹࣠1.1̼、深さ

0.16̼を測る。墓ᆮの断面形ଶはૉ掘りである。

木棺は棺ͦࡐのもののࠟ跡を֬ೝできͣ、ཪࠐ

め土と棺の෗৯ࠟ・棺内ྲྀೖ土のࠩとしてೝࣝ

された。棺のܕ式はശܕ木棺であるが、西ଆখ

Ή状況が֬ೝでࠐΈڬ൘をޱでは長ଆ൘がখޱ

きたが、東ଆでは長ଆ൘がಥ出する状況は֬ೝ

できなかった。খޱ൘は棺ఈより下にはಥ出

しない。木棺のن໛は長࣠1.6̼、୹࣠0.5̼を 第180図　S%155遺物出土状況図（1�20）
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測る。遺物は検出されなかった。

1�ʵ̔߸ุ　17−７号墓の東に位置す

る。ＳＤ126Ｂ（෯1.4̼Ҏ上、深さ0.5̼）

を北ଆ区ը溝に、「Ｌ」ࣈ状に۶ۂする

ＳＤ76（南ɿ෯1.8̼・深さ0.3̼、東ɿ෯

1.3̼・深さ0.2̼）を南および東の区ը溝

とする方形周溝墓である。西ଆには区ը

溝が検出されなかったが、埋葬施設が遺

ଘしており、େきく削平を受けていると

はߟえられͣ、当ॳからଘ在しなかった

ものとߟえる。また、ＳＤ126ＢとＳＤ

76は࿈ଓしておらͣ、北東۱が్੾れる

形ଶをとる。周溝墓のن໛は東西10̼、

南北13.6̼を測り、ࠓճ検出した周溝墓

の中では࠷も޿い઎༗面ੵをもͭ。盛土

は֬ೝされなかった。

ＳＤ126Ｂ埋土上層中からࡉย化した໻ੜ土器が検出された（第177図）。また、ＳＤ76では上層

からࡉย化した໻ੜ土器が検出された（第184図）。ᆵ （ྨ第199図29～31）が中心であるが、いͣれ

もఈ面より༡཭しており、周溝が一ఆ埋຅したのͪにೖった遺物とߟえられる。溝ఈ面付近では

ย化した໻ੜ土器とともに石้ஸ（第202図55）、石ࡉ （ි第202図54）などが出土したが、正֬な図

化࡞業を実施する前に୆෩によるඃ֐で検出位置からҠಈしてしまい、出土地఺のΈの記࿥にཹ

め͟るをಘなかった。

墳ٰの中央部では東西方޲に主࣠をとる木棺直葬墓ＳＸ68（第183図）を検出した。墓ᆮの平面

形は長方形をఄし、ن໛は長࣠2.6̼、୹࣠1.27̼、深さ0.18̼を測る。墓ᆮの断面形ଶはૉ掘り

である。棺のࠟ跡は平面తには֬ೝすることができなかった。しかしながら、断面の中には、棺

えߟした土層とΈられる部分がෳ਺ଘ在したため木棺直葬墓であることは間違いないと׵の置ࡐ

る。おͦらく、֖ࡐが෗ٺして棺内にྲྀೖ土がଯੵするよりઌに、ଆ൘΍খޱ൘が่յしたもの

とߟえる。また、墓ᆮの෯は西ଆがわͣかながら޿くなっており、ඃ葬者は西に಄位をもͭՄೳ

ੑがある。遺物は検出されなかった。

第182図　ＳＤ76断面図	1�50）

第181図　17−７号墓埋葬施設実測図（1�50）
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1�ʵ̕߸ุ　17−8号墓の南西に位置する

墳墓である。西ଆにはＳＫ149があり、一ఆ

の墳墓としてのྖ域はҙ図しているとߟえら

れるが、北は17−７号墓、南は17−17号墓の

周溝をར用し、ͦの間の空間をར用した、໌

֬な区ըをもたない木棺墓の集߹体のような

様૬をఄする。なお、この墳墓の上面は上層

の遺構であるＳＤ03によりେきく削平を受け

ているが、埋葬施設が遺ଘしていることから、

ͦのଞの区ը溝にͭいては当ॳからଘ在しな

かったとߟえる。

̨̠1��（第185図）は長࣠3.2̼、୹࣠1.5̼、

深さ0.2̼を測るෆ整な長ପԁ形をఄしてい

る。ᆵ（第199図34～37）、ߴഋ（第199図38）が

ഁยとなって検出された。いͣれも第185図

２層内から土坑ఈ面に近઀して検出されてお

り、土坑に一ׅして౤غされたものとߟえら

れる。また、第２層には୸΍ম土がࠞೖして

おり、葬ૹّ礼のࡍにՐを使った行ҝがあっ

たことを༧૝さͤる。

17−９号墓では６جの埋葬施設を検出し 第184図　ＳＤ76遺物出土状況図	1�20）

第183図　木棺墓ＳＸ68実測図	1�50）
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た。Ҏ下、各遺構の概要を記す。

໦1ุ̨̭׹��（第186図）　この墳墓の中心に位置する木棺直葬墓である。主࣠は南北方޲に

第185図　ＳＫ149実測図（1�20）
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とる。ＳＤ03、埋葬施設ＳＸ164に੾られている。墓ᆮの平面形は長方形をఄし、ن໛は長࣠

1.77̼、୹࣠0.85̼、深さ0.33̼を測る。墓ᆮの断面形はૉ掘りである。木棺は૊߹式ശܕ木棺

であることを֬ೝした。棺ࡐは長ଆ൘がখޱ൘をڬΈࠐΉ形ଶであり、খޱ൘は下方にಥ出しな

い。南খޱ൘は土ѹによる่յがૣかったためか棺の内ଆに࿷ۂした状ଶで֬ೝされた。本དྷの

খޱ൘は東ଆ長ଆ൘との઀఺にあるものとߟえる。棺のن໛は長࣠1.1̼、୹࣠0.48̼を測り、北

ଆの方が΍΍෯が޿いことから、ඃ葬者は北に಄位を置くものとߟえる。遺物は検出されなかっ

た。

໦1ุ̨̭׹��（第186図）　ＳＸ162の東に位置する南北に主࣠をもͭ木棺直葬墓である。墓ᆮ

の平面形は長方形をఄし、ن໛は長࣠1.45̼、୹࣠0.66̼、深さ0.2̼を測る。墓ᆮの断面形はૉ

掘りである。木棺は長ଆ൘がখޱ൘をڬΈࠐΉ形ଶをとる૊߹式ശܕ木棺であることを֬ೝした。

棺のن໛は長࣠0.96̼、୹࣠0.4̼を測る。遺物は検出されなかった。

第186図　17−９号墓埋葬施設実測図（1�50）
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ຒ૴ࢪઃ̨̭1��（第186図）　木棺墓ＳＸ162の南に位置し、墓ᆮ南辺を੾る東西方޲に主࣠を

とる埋葬施設である。ＳＤ03によりେきく削平を受けている。墓ᆮの平面形は長方形をఄし、ن

໛は長࣠0.9̼Ҏ上、෯0.7̼を測る。遺ଘ状況はѱく、棺のࠟ跡を֬ೝすることはできなかったが、

位置΍形状、埋土の状況から໻ੜ時୅の遺構と൑断した。遺物は検出されなかった。

໦1�5ุ̨̭׹（第186図）　埋葬施設ＳＸ164の西で主࣠をଗえるように検出された木棺直葬墓

である。ＳＤ03に੾られている。墓ᆮの平面形は長方形をఄし、ن໛は長࣠1.32̼、୹࣠0.73̼、

深さ0.2̼を測る。墓ᆮの断面形はૉ掘りである。棺はശܕ木棺であることを֬ೝしたが棺ࡐの

૊Έ߹わͤ方をಛఆするにはࢸらなかった。棺は長࣠1.1̼、୹࣠0.5̼を測る。遺物は検出され

ていない。

ຒ૴ࢪઃ̨̭1��（第186図）　木棺墓ＳＸ165の北に位置する南北に主࣠をとる埋葬施設であ

る。ＳＤ03により東辺をେきく削平されているが、位置΍形状、埋土の状況から໻ੜ時୅の遺構

と൑断した。墓ᆮの平面形は΍΍ෆ整形な長方形をఄし、ن໛は長࣠1.1̼、୹࣠0.5̼Ҏ上、深

さ0.05̼を測る。断面形はૉ掘りである。遺ଘ状況がѱく、棺のࠟ跡を֬ೝすることはできなか

った。遺物は検出されていない。

ຒ૴ࢪઃ̨̭1��（第186図）　木棺墓163の東に位置する南北に主࣠をもͭ埋葬施設である。当

ॳは੾り߹い関係にある２جのϐοτとߟえて掘削を行ったが、掘削をਐめるうͪに掘形がಉ一

であることが໌らかとなり、໻ੜ時୅の埋葬施設であると൑断した。墓ᆮの平面は長方形をఄし、

໛は長࣠1.27̼、୹࣠0.5̼、深さ0.25̼を測る。棺のࠟ跡を֬ೝすることはできͣ、木棺墓かن

土ᆮ墓か൑断できない。遺物は検出されなかった。

1�ʵ1�߸ุ　17−８号墓の南に位置する。完周するＳＤ77（北ɿ෯1.9～2.2̼・深さ0.6̼、東ɿ

෯1.3̼・深さ0.6̼、南ɿ෯１̼・深さ0.6̼、西ɿ෯1.8̼・深さ0.5̼）により区ըされる方形周

溝墓である。周溝の断面はٯ୆形をఄしており、墳ٰجఈを໌ྎに削り出している。盛土は֬ೝ

されͣ、埋葬施設も遺ଘしていない。周溝墓のن໛はجఈ部で、南北8.5̼、東西９̼を測る。

北ଆ周溝は֎ଆに޲かって΍΍޿がっている。これは断面࡯؍の݁果、第187図上ஈࠨにࣔすよ

うに、周溝埋຅Ҏ前に掘削が行われた݁果と൑断した。この周溝墓の盛土、あるいは北西に位置

する17−９号墓の盛土を֬保するために、周溝が埋຅するҎ前のஈ֊でこの部分の再掘削࡞業が

なされているものと൑断する。また、周溝南西۱部分ではྡ઀する17−14号墓の周溝により、こ

の周溝ఈ面がえ͙りऔられている状況が࡯؍された。西ଆ周溝はଞの部分にൺして෯޿いが、こ

れは、17−14号墓଄墓時に盛土֬保のために再掘削がなされたためと൑断する。したがって、17

−10号墓は17−14号墓にઌ行して଄墓されたとߟえる。東にྡ઀する17−11号墓΍南にྡ઀する

17−13・12号墓との前後関係は໌らかではないが、この周溝墓を中心にܭըతにখن໛な周溝墓

が配置されているようであり、この周溝墓がઌ行するՄೳੑがߴい。

周溝各所から໻ੜ土器が検出された。南ଆ周溝中央のఈ部付近ではᆵఈ部（第200図39）がԣ位

で検出された（第188図）。ほ΅চ面近くから出土していることから、この周溝墓଄墓後まもなく

సམもしくは遺غされたものとߟえられる。また、埋土中からは石ࡼย（第202図58）が出土して
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いる。

周溝の北西部ではᆵ（第200図40・41）・ᙈ（第200図42）がసམした状ଶで検出された（第189図ࠨ）。

これらの土器群は、いͣれも第187図̜−Ｈ断面にࣔす４層中から検出された。周溝が一ఆఔ度

埋຅してから遺غされた遺物群とΈられる。また、周溝墓の墳ٰݞからはഁยとなった౐石が検

出された。この౐石は周溝墓の墳ٰଆからのసམあるいは遺غとߟえられ、葬ૹّ礼に石器が使

用されているՄೳੑをࣔࠦするものである。

周溝北東部では、周溝検出面とほ΅ಉϨϕϧでࡉย化した໻ੜ土器が検出された（第189図ӈ

図）。ᆵ΍ߴഋ（第200図43）などがଘ在する。いͣれのখยも第187図Ｃ−Ｄ断面にࣔす１層中か

ら出土しており、これらの土器群は周溝がほ΅埋຅してからのものと൑断される。この地区にお

ける墳墓としてのར用の࠷ऴஈ֊をࣔす土器のՄೳੑがߟえられる。

1�ʵ11߸ุ　17−10号墓の西にྡ઀する方形周溝墓である。東は17−10号墓のＳＤ77を共༗

し、北はＳＤ78（෯0.7̼・深さ0.2̼）で、南はＳＤ79（෯0.6̼・深さ0.07̼）で区ըされる。東ଆ

第187図　17−10号墓周溝断面（1�50）



京都府遺跡調査報告集　第 135 ࡭

-172-

の区ը溝は検出されなかったが、当ॳからଘ在

しなかったのか、削平によりࣦわれたのかは໌

らかではない。盛土は֬ೝできͣ、埋葬施設も

検出できなかった。また、この墳墓に֬実に伴

う遺物もない。周溝墓のن໛は東西４̼ఔ度、

南北4.8̼を測る。

1�ʵ1�߸ุ　17−11号墓の南に位置する。

北はＳＤ80（෯0.8̼・深さ0.15̼）、西は17−13

号墓と共༗する土坑状の溝ＳＤ84（෯1.2̼・深

第189図　ＳＤ77遺物出土状況図（２）（1�20）

第188図　ＳＤ77遺物出土状況図（１）
（1�20）
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さ0.2̼）、南はＳＤ84−２（෯0.3̼・深さ0.15̼）で区ըされる方形周

溝墓である。東ଆの区ը溝は検出できなかったが、調査区֎になって

いるものと൑断される。周溝は完周ͤͣ۱࢛が్੾れているものと൑

断される。盛土は֬ೝできͣ、埋葬施設も検出できなかった。周溝墓

のن໛は東西5.6̼Ҏ上、南北7.2̼を測る。

土坑状の区ը溝ＳＤ84のほ΅中央でᆵఈ部を検出した（第190図ӈ）

が、17−11号墓に伴うものか、17−13号墓に伴うものか൑断できなか

った。

1�ʵ1�߸ุ　17−12号墓の西にྡ઀する方形周溝墓である。北は

17−10号墓のＳＤ77で、東は17−12号墓の西ଆ区ը溝ＳＤ84を共༗し、

西は土坑状の溝ＳＤ111（෯0.7̼・深さ0.15̼）で区ըされる方形周溝

墓である。南ଆの区ը施設にͭいては༗ແを໌らかにできなかったが、

埋葬施設が遺ଘしていることからେきく削平を受けているとはߟえられͣ、当ॳからଘ在しない

Մೳੑがߴい。またＳＤ111は、西に位置する17−14号墓の南ଆ区ըＳＤ112をආけて掘削してい

ることから、この周溝墓は17−10・14号墓に後出する方形周溝墓とߟえられる。周溝墓のن໛は

東西7.8̼、南北８̼ఔ度を測る。

໦1ุ̨̭׹��（第191図）　ＳＤ84とＳＤ111のほ΅中間で東西方޲に主࣠をとる木棺墓ＳＸ

138を検出した。墓ᆮの平面形は྆端がؙΈをଳびた長方形をఄし、ن໛は長࣠1.68̼、୹࣠0.75

̼、深さ0.05̼を測る。墓ᆮ྆খޱ部分にはখޱ൘をਾえ付けるための土坑が掘削されている。

棺のࠟ跡は平面తには検出できなかったが、このখޱ穴のଘ在からখޱ൘が棺ఈよりಥ出する形

ଶをとるശܕ木棺がೲめられていたものとߟえられる。なお、ࠓճ、区ը墓でখޱ൘が棺ఈより

下にಥ出する形ଶの木棺を࠾用しているのは本例のΈである。埋土中から໻ੜ土器のখยが出土

しているが、この埋葬施設に伴うものか൑断できない。

1�ʵ1�߸ุ　17−10号墓の南西、17−13号墓の西に位置する。「Ｌ」ࣈ状に۶ۂするＳＤ113

（西ɿ෯0.6̼・深さ0.4̼、北ɿ෯0.7̼・深さ0.4̼）を西および北の区ը溝とし、東ଆは17−10号

第190図　17−11～13号墓周溝断面図（1�50）、ＳＤ84遺物出土状況図（1�20）

第191図　木棺墓ＳＸ138実
測図（1�50）
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墓のＳＤ77を再掘削し、南ଆはＳＤ112（෯0.8 ・̼深さ0.25̼）で区ըする。南ଆが調査区֎のため、

全༰はෆ໌であるが、周溝の北東۱と南東۱は్੾れる形ଶをとる。周溝墓のن໛は東西８̼、

南北８̼を測る。盛土΍埋葬施設は検出されなかった。

周溝内の各所から遺物を検出している。ＳＤ77とＳＤ113の઀する地఺はこの周溝墓にԊって

深く掘りࠐまれており、この部分のఈからେܕᆵ（第201図44）のഁยが検出された（第192図中）。

ഁย਺がগなく、完形ݸ体がసམしたとはߟえがたい状況であるが、溝ఈ面にほ΅઀して検出さ

れていることから、この周溝墓のங଄時期をࣔす土器とߟえられる。また、ಉ地఺では周溝埋土

中からᆵ（第201図45･46）などが出土している。出土状況から、周溝が一ఆఔ度埋຅してからこの

地఺に遺غされた遺物とߟえられる。ＳＤ113北ଆ中央ではᙈ（第201図47）が墳ٰଆからసམした

状ଶで検出されている（第192図ࠨ下）。これらの遺物は第192図２層中から検出され、溝ఈ面から

༡཭しているため、周溝が一ఆఔ度埋຅した後に、墳ٰからసམした遺物のՄೳੑがߴいものと

第192図　17−14号墓周溝断面（1�50）、遺物出土状況図（1�20）
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体（第201図48）が検ݸされた状ଶでᙈ１غえる。南ଆのＳＤ112からは溝南東部で周溝֎から遺ߟ

出された（第192図ӈ下）。周溝֎からసམもしくは遺غされ、この場で่յしたものとߟえられる。

1�ʵ15߸ุ　17−４号墓の南西に位置する。東は17−４号墓のＳＤ136、北は17−３号墓の南

ଆ区ը溝ＳＤ145で、南は「Ｌ」ࣈ状に۶ۂするＳＤ157（෯0.5～1.2̼・深さ0.3̼）によって区ը

される方形周溝墓としてೝࣝした。西ଆは調査区֎のため全༰はෆ໌である。盛土΍埋葬施設は

検出できなかった。周溝墓のن໛は東西５̼Ҏ上、南北６̼を測る。墳ٰの北東۱がෆࣗવな֯

度をしているため、ＳＤ157は17−３号墓の֦ுに伴うもののՄೳੑもྀߟしておきたい。この

周溝墓に֬実に伴う遺物は֬ೝされていない。

1�ʵ1�߸ุ　17−15号墓の南に位置する。「ί」ࣈ状をఄするＳＤ144（北ɿ෯１ ・̼深さ0.3̼、

東ɿ෯1.1̼・深さ0.3̼、南ɿ෯1.1̼・深さ0.3̼）により区ըされる方形周溝墓である。なお、

墳ٰ内北ଆで検出した東西方޲のＳＤ156（෯0.7̼・深さ0.3̼）は平面తな࡯؍からＳＤ144によ

り੾られているものと൑断した。このＳＤ156は17−16号墓の֦ு前の北ଆ区ը溝とߟえられる。

17−15号墓との前後関係は໌らかにすることができなかった。周溝墓のن໛は֦ு前が南北6.4

̼、東西２̼Ҏ上、֦ு後のن໛は南北7.6̼を測る。盛土΍埋葬施設は検出できなかった。周

溝南東部でࡉย化した໻ੜ土器が検出されているが、体部ยのΈであり図ࣔするにはࢸらなかっ

た。

1�ʵ1�߸ุ　17−16号墓の南に位置する。「ί」ࣈ状をఄするＳＤ121（北ɿ෯0.6 ・̼深さ0.2̼、

東ɿ෯0.6̼・深さ0.2̼、南ɿ෯0.6̼・深さ0.2̼）と、西ଆで検出されたＳＤ122（෯0.5̼・深さ

0.1̼）により区ըされる方形周溝墓である。また、この周溝墓の֎ԑ部にԊうＳＤ120（෯0.6̼・

深さ0.3̼）をこの周溝墓の֦ுに伴うものとߟえる。ＳＤ121とＳＤ120の間はＳＤ03により削平

され、土層などの࡯؍によって֦ுの֬ূをಘることはできなかったが、平面తな位置関係から、

֦ுをߟえてよいものと൑断した。ＳＤ121の北西۱は一ஈ深く掘りࠐまれているが、平面形か

らΈて溝内埋葬のՄೳੑは௿く、再掘削によるものとߟえる。周溝墓のن໛は֦ு前が南北５̼、

東西５̼を測り、֦ு後南北７̼を測る。盛土΍埋葬施設は検出できなかった。

ＳＤ121西端でᆵ（第201図49）のେഁܕยを検出した（第194図ࠨ）。ほ΅溝ఈ面に઀しており、

周溝墓のங଄後まもなく埋຅した遺物とߟえる。また、ＳＤ120南端ではࡉย化したᆵ（第201図

51）・ （ു第201図50）を検出した（第194図ӈ図）。溝ఈ面より༡཭しており周溝が一ఆ埋຅してか

らの遺物である。また、ＳＤ120の北ଆでもচ面から༡཭した໻ੜ土器খยをෳ਺検出している。

1�ʵ1�߸ุ　17−17号墓の南に位置する。「L」ࣈ状に۶ۂするＳＤ114（෯0.9̼、深さ0.2̼）

第193図　17−15～17号墓周溝断面（1�50）
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とＳＤ119（෯0.8̼、深さ0.2̼）と、ＳＤ114の

北に位置する土坑状の溝S%158（෯0.5̼、深さ

0.15̼）により区ըされる方形周溝墓である。

େ部分が調査区֎のためৄࡉはෆ໌であるが、

平面తな位置関係からＳＤ158のԆ長上にある

ＳＤ122を17−17号墓と共༗しているՄೳੑが

໛は東西1.6̼Ҏ上、南北5.6نい。周溝墓のߴ

̼Ҏ上を測る。盛土΍埋葬施設は検出できな

かった。ＳＤ114北ଆで周溝֎からの遺غもし

くはసམとࢥわれる໻ੜ土器খยを検出して

いる（第195図）。

̗．ग़౔遺෺（第196～202図）

Ｌ５地区から出土した໻ੜ時୅の遺物とし

て、໻ੜ土器、石器を図ࣔした。全て方形周

溝墓の周溝および埋葬施設からの出土遺物で

ある。Ҏ下、໻ੜ土器にͭいては遺構ごとに

概؍し、石器にͭいてはまとめて報告を行う。

1�ʵ１߸ （ุ第196図１～６）　１～３・６は

ＳＤ02から、４・５はＳＤ139から出土した。

１はߴഋである。ઙいു状のഋ部をもͪ、ޱ

ԑをԜઢ文で加০する。２・３は୆付ᆵなど

の٭部のՄೳੑがある。６はᆵఈ部である。

֎面はタタΩののͪϋέで調整する。４・５

はᙈである。「く」ࣈ状ޱԑをもͪ、ޱԑ端部

にࠁ目を施す。４はタタΩの後、ϋέで調整

する。

1�ʵ̎߸ （ุ第196図７～９）　いͣれもＳＤ

133からの出土である。７は「く」ࣈ状ޱԑを

もͭᙈである。ޱԑ端面に面を形成し、ࠁ目を施す。֎面はタタΩ、内面はϋέで調整する。ޱ

ԑ下端までタタΩがٴΜでいる。８はແ文の「く」ࣈ状ޱԑをもͭᙈである。内֎面ともϋέに

より調整する。９はᆵのఈ部である。

1�ʵ̐߸ （ุ第196図10～13、第197図14～22）　全てＳＤ133からの出土であるが、10～15は17

−５号墓ଆからのసམのՄೳੑがߴい。10はେܕの加০ᆵである。ޱԑ内面およびᰍ部にಥଳに

よる加০を行う。೻ຏ系の土器とΈられる。11は10のఈ部になるՄೳੑのߴいݸ体である。12は

ԑ内面にઔ形文を施す。ᰍ部には１৚のಥଳをもͪ、体部上半は۳ඳ直ઢ文とޱ。ᆵであるޱ޿

第194図　17−17号墓遺物出土状況図
（1�20）（ɿＳＤ121、ӈɿＳＤ120ࠨ）

第195図　17−18号墓周溝土層断面（1�50）
遺物出土状況図（1�20）
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第196図　Ｌ５地区出土遺物実測図（１）
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೾状文で加০する。内֎面ともϋέにより調整される。13はಉ一地఺から出土したᆵのఈ部であ

る。14～17はᆵのఈ部から体部である。18は୹いޱԑをもͭແ文のޱ޿ᆵである。体部上半はϋ

έ、ఈ部֎面はέζϦにより調整する。19は直ઢతに立ͪ上がるᰍ部をもͭແ文のޱ޿ᆵである。

20は直ޱᆵである。ࡉ長い体部をもͪ、୹く直ઢతに立ͪ上がるޱԑをもͭ。֎面はタタΩのの

ͪϋέを施し、࠷ऴతにఈ部֎面からέζϦ上げている。21はᙈのఈ部。22はޱԑ端部にࠁ目を

施す「く」ࣈ状ޱԑをもͭᙈである。

1�ʵ̑߸ （ุ第198図23・24）　23はＳＤ135Ｂから出土したޱ޿ᆵである。ޱԑ端面にࠁ目を

施す。24はＳＤ125Ａから出土した水平ޱԑをもͭߴഋである。

1�ʵ̒߸ （ุ第198図25）　25はＳＤ126から出土したᆵఈ部である。内֎面とも器นのṞ཭、

ྼ化がஶしい。

1�ʵ̓߸ （ุ第198図26～28）　いͣれもＳＤ155からの出土遺物である。26はޱ޿ᆵである。

ԑ端部を下方に֦ுし、֎ଆ面に２৚のԜઢ文を施す。27は水ࠩし形土器である。୹く直立すޱ

第197図　Ｌ５地区出土遺物実測図（２）
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るޱԑをもͭ。Ṟ཭した೺ख部分のࠟ跡がΈられ、ޱԑはこの方޲にႡりࠐΈをもͭ。28はᆵの

ఈ部とࢥわれる。

1�ʵ̔߸ （ุ第199図29～33）　全てＳＤ76からの出土遺物である。29はޱԑにࠁ目をもͭޱ޿

ᆵである。30は水ࠩし形土器とࢥわれるޱԑ。31はޱԑ端面にࠁ目を施す直ޱᆵであるが水ࠩし

形土器のՄೳੑもある。32は୹く֎൓するޱԑをもͭുである。33はᙈのఈ部である。ম成後ઠ

。がなされている޸

1�ʵ̕߸ （ุ第199図34～38）　全て墳墓を区ըするＳＫ149からの出土遺物である。出土状況

から୹期間に౤غされた一ׅੑのߴい土器群とߟえる。34はແ文のޱ޿ᆵである。୹く直ઢతに

立ͪ上がるᰍ部をもͪ、ޱԑ端部は֦ுし、面をなす。֎面はタタΩの後ϋέで、内面はϋέで

調整する。35はޱ޿ᆵである。ޱԑは下方に֦ுし、１৚のԜઢ文で加০する。36は直ޱᆵであ

る。直ઢతに立ͪ上がるޱԑをもͭ。֎面はタタΩの後ϋέで調整する。37はᆵのఈ部とࢥわれ

る。38は水平ޱԑをもͭߴഋである。

1�ʵ1�߸ （ุ第200図39～43）　全てＳＤ77からの出土遺物である。このうͪ39が溝ఈ面直上か

ら出土しており、この墳墓の଄墓時期にもっとも近い資料である。また、43は周溝の検出面から

出土しており、࠷ऴతに周溝が埋຅したஈ֊をࣔす資料といえる。ͦのଞの土器は溝が一ఆ埋຅

してからの資料である。39はᆵのఈ部である。内֎面ともϋέにより調整される。40は୹いޱԑ

をもͭޱ޿ᆵである。ޱԑ端面はわͣかに֦ுし面をなす。41はແ文のޱ޿ᆵである。୹く֎൓

ԑをもͭᙈであޱԑ端部は面を構成する。42は୹くԣにのびるޱ、ԑをもͪޱຯに立ͪ上がるؾ

第198図　Ｌ５地区出土遺物実測図（３）
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る。43はߴഋである。ઙい࿶状のഋ部をもͪ、ഋ部下端をԜઢ文で加০する。٭柱部֎面にはୀ

化Ԝઢ文を施しており、٭端部は上方にͭまΈ上げている。この地区の໻ੜ土器の中でももっと

も৽しい様૬をࣔす資料といえる。

1�ʵ1�߸ （ุ第201図44～48）　44～47はＳＤ113、48はＳＤ112からの出土遺物である。44はେ

ΈҎ֎の加০の༗ແはෆ໌であࠁ、ԑはຎ໓のためޱ。ԑをもͭޱの加০ᆵである。ਨ下するܕ

るが಑部に۳ඳ೾状文と直ઢ文を施す。45・46は୹いޱԑをもͭᆵである。45はࠁΈにより加০

する。47はޱԑ端部にࠁ目を施す「く」ࣈ状ޱԑをもͭᙈである。48はޱԑにࠁ目を施す「く」

をもͭ。֎面上半はຎ໓のため調整がෆ໌ྎであるܘେ࠷ԑをもͭᙈである。体部上半にޱ状ࣈ

第199図　Ｌ５地区出土遺物実測図（４）
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が、内面、および体部下半はॎ方޲のϋέにより調整される。

1�ʵ1�߸ （ุ第201図49～51）　49はＳＤ121から、50・51はＳＤ120からͦれͧれ出土している。

この周溝墓は周溝の֦ுを行っているものとΈられ、49が֦ு前の周溝墓に伴う遺物、50・51が

֦ு後の周溝に伴う遺物である。49はແ文のޱ޿ᆵである。直ઢతに立ͪ上がるᰍ部をもͪ、ޱ

ԑ端部はؙく収める。50はുである。１৚のషり付けಥଳをもͪޱԑ端面とಥଳにࠁ目を施す。

51は୹いޱԑをもͭޱ޿ᆵである。ࠁ目で加০する。

ੴث（第202図）　52は17−１号墓のＳＤ02から出土したຏ੡石ිのਕ部である。53は17−７号

墓のＳＤ125Ｂから出土したଠܕൎਕ石ිのج部である。ج部によくݟられるଧࠟがೝめられな

い。54は17−８号墓のＳＤ76から出土したখܕのຏ੡石ිである。55は54とともに出土した石้

ஸである。ਕ部は྆ਕを形成し、水平に長い形ଶをとる。56は17−６号墓の木棺墓ＳＸ150棺内

ྲྀೖ土から出土した石้ஸのࡉยである。ԁ޸部付近のഁยであり、ਕ部΍ཪ面がṞ཭し、本དྷ

の形ଶはෆ໌である。෭葬遺物とはߟえがたく、ࠞೖ඼であΖう。57は17−４号墓のＳＤ133か

第200図　Ｌ５地区出土遺物実測図（５）
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ら出土したຏ੡石݋である。この墳墓に伴う遺物とΈられる。ほ΅完形඼であり、全長24DNを

測る。ਕ部からج部まで᭩をもͭ。ਕ部は13DNを測り、研͗ݮりとΈられるࠟ跡が֬ೝされる。

また、ج部の一部がม৭しているが、石ࡐの৭のࠩか౛૷۩のࠟ跡か൑断できない。58は17−10

号墓のＳＤ77から出土した石ࡼยである。59は17−６号墓のＳＤ126Ａから出土した౐石である。

େܕの直方体であり、６面全てに使用ࠟがೝめられる。

（石崎善久）

第201図　Ｌ５地区出土遺物実測図（６）
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第202図　Ｌ５地区出土遺物実測図（７）
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̎）ඈௗ時୅Ҏ߱ͷ遺ߏɾ遺෺

ߏग़遺ݕ．̖

Ｌ５地区ではඈௗ時୅の竪穴式住居跡２ج、掘立柱建物跡８౩などを検出した。遺構ີ度は北

半がߴく、南ଆではرബである。なお、ݹ墳時୅の木棺墓とࢥわれるＳＸ143にͭいてもこの߲

でઆ໌を加える。また、この地区では南北に調査区をॎ断するＳＤ03によりେきく遺構が削平を

受けている部分がある。この溝は、現在の府ಓ整備前の地ڥ溝であり、近年まで掘削を܁りฦし

て使用されてきたものとΈられる。Ҏ下、主要な遺構にͭいて概؍する。

໦1ุ̨̭׹��（第204図）　調査区の南に位置する木棺墓である。検出ஈ֊では໻ੜ時୅の遺

構と൑断したが、埋土中からਢܙ器ഋ਎ยが出土したため、ݹ墳時୅の遺構であることが໌らか

第203図　Ｌ5地区検出遺構配置図（ඈௗ時୅Ҏ߱、1�400）
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となった。

墓ᆮは南北方޲に主࣠をとる。

南ଆが調査区֎のため全༰はෆ໌

である。墓ᆮの平面形はখޱଆが

΍΍ؙΈをଳびた長方形をఄする。

墓ᆮの断面形は東ଆにஈをもͭม

ଇతなೋஈ墓ᆮである。木棺のࠟ

跡は平面తには֬ೝできなかった

が、棺ࡐをਾえ付けるための溝΍土坑が掘削されており、খޱ൘がఈ൘の下方にಥ出する૊߹式

ശܕ木棺とߟえられる。෭葬඼は検出されなかったが、棺内ྲྀೖ土北ଆでਢܙ器ഋ਎のখยが検

出された。上層遺構の֧ཚによるࠞೖのՄೳੑはなく、この遺構がݹ墳時୅Ҏ߱のものであるこ

とが໌らかとなった。墓ᆮのن໛は長࣠1.4̼Ҏ上、୹࣠1.2̼、深さ0.17̼を測る。また、棺は

෯0.6̼ఔ度のものであったとߟえられる。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝1��（第205図）　調査地中央から΍΍東دりの地఺で֬ೝされた竪穴式住居

跡である。平面は方形ϓϥンをఄするとΈられるが、西ଆは削平のためか掘形がࣦわれており、

全༰を֬ೝすることはできなかった。南北5.6̼、東西１̼Ҏ上を測る。この竪穴式住居跡は竪

穴式住居跡ＳＨ124を੾って構ஙされており、ＳＨ124の建てସえのՄೳੑがߟえられる。主柱穴

をಛఆするにはࢸらなかった。চ面からは土ࢣ器ᙈ（第211図１）が検出されている。ඈௗ時୅の

竪穴式住居跡とߟえられる。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝1��（第205図）　竪穴式住居跡ＳＨ123に੾られる。また、ＳＤ03によりେき

第204図　木棺墓ＳＸ143実測図
（1�50）

第205図　竪穴式住居跡ＳＨ123・124実測図（1�80）
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く削平を受けている。住居の平面は方形ϓϥンをఄする。西ଆは削平のため、遺ଘしていない。

り付けのΧϚυを検࡞໛は東西5.6̼Ҏ上、南北6.5̼を測る。住居内の施設として北辺中央にن

出した。また、ΧϚυの東ଆにはԁ形のＳＫ141がଘ在し、埋土中から土ࢣ器ᙈ（第211図８）が検

出された。ஷ蔵穴などの機ೳをもͭ土坑とਪఆされる。主柱穴は４本であり、柱穴間は東西方޲

が΍΍長い。住居চ面にはߗ化した土層が࡯؍されషচを行っているものと൑断された（第205図

土層図２層）。住居内からはਢܙ器΍土ࢣ器（第211図２～７）が΍΍େܕのഁยの状ଶで検出され

た。ඈௗ時୅の竪穴式住居跡である。

۷ཱபݐ෺跡̨̗�1（第206図）　調査地北東部で検出した東西に主࣠をとるେܕの掘立柱建物

跡である。建物のن໛は南北１間（４̼）、東西４間（8.5̼）Ҏ上を測る。排土置き場としてར用

するため、東にྡ઀地の水田࡞ߞ土を除去するஈ֊で、この建物の北東の柱穴がଘ在することを

֬ೝしているため、東西は５間Ҏ上のن໛をもͭ。ྊ行の中央柱穴の༗ແにͭいては֧ཚのため

໌らかにできなかった。各柱穴は平面方形もしくはෆ整方形をఄしن໛は一辺0.7～１̼前後を

測る。柱穴の断面形はૉ掘りであり、深さは0.2～0.4̼を測る。柱ࠟ跡の֬ೝできたものからこ

第206図　掘立柱建物跡ＳＢ01・02実測図（1�100）
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の建物には20ܘDNఔ度の柱が使用されていたとߟえ

られる。遺物はＳＰ05埋土からਢܙ器ഋย（第211図

11）が、ＳＰ04の掘形埋土からਢܙ器٭付きᆵのখย

（第211図10）が出土している。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第206図）　調査地中央から΍

΍北東で検出された東西方޲に主࣠をとる掘立柱建物

跡である。掘立柱建物跡ＳＢ01とಉ一方位をとる。ن

໛は南北２間（4.1̼）、東西３間（6.9̼）Ҏ上を測る。

柱穴の平面形は方形もしくはෆ整方形であり、ن໛は

一辺0.5～１̼前後である。柱穴の深さはばらͭきが

あり、一ఆしていない。ಛに南ଆの柱列の柱穴が深い

が、これは方形周溝墓の溝を੾りࠐΜでおり、҆ఆ地

൫にୡしていなかったため深く掘削するඞ要があった

ものとߟえる。遺物はＳＰ69からਢܙ器ഋ （֖第211図

９）が出土している。ಸྑ時୅後半の建物とࢥわれる。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第207図）　掘立柱建物跡ＳＢ

01とॏෳ関係にある南北に主࣠をもͭ掘立柱建物跡で

ある。ＳＢ01に੾られていることからＳＢ01にઌ行す

る建物とߟえる。ن໛は南北３間（6.1̼）、東西２間（3.5

̼）の਎ࣷの南に１間（1.5̼）分の൳がとりͭく構଄で

ある。柱穴の平面は方形もしくはෆ整方形をఄし、断

面はૉ掘りのものと柱をਾえ付けるため、柱穴ఈ面を

一ஈ深くほりこΉものの྆者がଘ在する。時期をࣔす

ような遺物は出土していない。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第208図）　掘立柱建物跡ＳＢ

01・03とॏෳ関係にある掘立柱建物跡である。東西２

間（2.8̼）、南北２間（2.8̼）のن໛をもͭ。૯柱の建

物になるՄೳੑもある。南ଆ柱列の中央柱穴はＳＢ03

の柱穴により削平されたՄೳੑがߴい。柱穴は۱࢛が

平面方形をఄし、深く掘削されるのに対し、各辺の中

心柱穴はখܕのԁもしくはෆ整方形であり、ઙく掘削

されている。時期をࣔすような遺物は出土していないが、ＳＢ01・03にઌ行する建物であること

は間違いない。

۷ཱபݐ෺跡̨̗�5（第209図）　調査区中央で検出した東西１間（3.3̼）、南北１間（3.4̼）の

掘立柱建物跡である。ଞの建物とはॏෳ関係にない。建物を構成する柱穴の平面はେܕの方形ϓ

第207図　掘立柱建物跡ＳＢ03実測図
（1�100）

第208図　掘立柱建物跡ＳＢ04実測図
（1�100）
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ϥンをఄする。柱穴の深さはઙいが、削平を受けている

Մೳੑもある。柱ࠟ跡の֬ೝされたものからこの建物に

は30～20ܘDNఔ度の柱が使用されていたものとߟえられ

る。時期をࣔすような遺物は出土していないが、主࣠方

が北から΍΍西にৼっており、ଞの建物群とほ΅ಉ時޲

期のものとߟえる。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第209図ӈ）　調査区中央西で検

出した東西方޲に主࣠をとる掘立柱建物跡である。南北

２間（3.6̼）、東西４間（5.1̼）のن໛をもͭ。北ଆ柱列の

東から２ج目は検出することができなかった。ଞの柱穴

の遺ଘ状況から削平を受けているとはߟえにくく、当ॳ

からଘ在していないものと൑断する。૯柱の建物であっ

たՄೳੑがある。柱穴は方形、もしくはෆ整方形をఄし、

断面はૉ掘りである。遺物は図ࣔしಘないがＳＰ95から

ਢܙ器ഋ֖ยが出土しており、ಸྑ時୅後半の建物とߟ

えられる。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第210図上）　調査区北東で検出

した南北２間（5.1̼）の柱穴列である。柱穴は0.6～0.4ܘ

̼のԁ形をఄする。খܕのため柵のՄೳੑもある。時期

をࣔすような遺物は出土していない。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第210図下）　調査区北西۱で検出した。東西１間（2.3̼）Ҏ上、南北１間

（２̼）Ҏ上の建物跡である。北ଆは排水用ଆ溝の断面に柱穴のଘ在を֬ೝしているため、建物に

第209図　掘立柱建物跡ＳＢ05・06実測図（1�100）
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なることは間違いない。柱穴は平面方形をఄし、柱をਾえ付けるため、柱穴ఈ部を一ஈ深く掘り

。Ή構଄をとる。時期をࣔすような遺物は出土していないࠐ

̗．ग़౔遺෺（第211図）

ඈௗ時୅Ҏ߱の遺物૯ྔはগなく、図ࣔしうる資料もわͣかである。

１は竪穴式住居跡ＳＨ123出土の土ࢣ器ᙈである。ޱԑはେきく֎൓ͤͣ、直立ؾຯに立ͪ上

がる。֎面はૈいॎ方޲のϋέにより調整される。

２～14は竪穴式住居跡ＳＨ124から出土した。２～５はഋ̜のセοτである。６は土ࢣ器のᙈ

である。ਫ਼ྑな଻土を用いている。７はਢܙ器খܕᙈのޱԑ部である。８は住居内ＳＫ141から

出土した土ࢣ器ᙈである。ޱԑ内֎面に多ஈのφσを施す。いわΏる「੨野ܕᙈ
ㅭ㉅３ㅮ

」とされる༝ྑ

઒ྲྀ域に分布の中心をもͭᙈである。亀岡ຍ地でもগྔながら分布する資料である。14は住居চ

面から出土した౐石である。表面のほか、ଆ面とཪ面にも使用ࠟがೝめられる。12は主柱穴ＳＰ

170から出土したখ法ྔのഋＨである。13は主柱穴ＳＰ171から出土したഋ̜の਎である。

９は掘立柱建物跡ＳＢ02を構成するＳＰ69から出土したਢܙ器ഋ֖である。௿いּܕのఱ井を

もͪ、ޱԑ端部は下方にંりۂげる。

10・11は掘立柱建物跡ＳＢ01を構成する柱穴から出土した資料である。10はＳＰ04から出土し

た୆付ᆵの٭部である。11はＳＰ05から出土したഋ਎である。΍΍ؙΈをଳびた形ଶをとる。

（石崎善久）

第211図　Ｌ５地区出土遺物実測図（８）
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ʢ̓）̡ ̒஍۠

L６地区はࠓճの調査対৅地の北東に設ఆした地

区である。この地区ではচ土直下にΫϩϘΫ層がଯ

ੵしており、ಸྑ時୅Ҏ߱の遺構はこの面で検出を

行った。ΫϩϘΫ層を除去したஈ֊でも、ಸྑ時୅

の遺構を৽たに検出し、上層で検出しきれなかった

遺構が遺ଘしていたものと൑断された。調査ஈ֊で

は上層・下層というೝࣝで調査を実施したが、上記

の理༝から本報告では、上層・下層に分཭ͤͣに報

告を行う。遺構は、ಸྑ時୅Ҏ߱ものとして、掘立

柱建物跡群・土坑・溝などを、ݹ墳時୅の遺構として、

方墳１ج（時塚４号墳）、໻ੜ時୅の遺構として、土

坑・木棺墓・土器棺墓などを検出した。Ҏ下、時期

ごとに各遺構にͭいて概؍する。

１）໻ੜɾݹ෿時୅ͷ遺ߏ

̨̠ （̗第213図上）　調査区中央西دりで検出し

たෆ整形な土坑である。土坑のن໛は長࣠1.8̼、୹

࣠1.1̼、深さ0.4̼を測る。土坑中央はෆ整な方形に

一ஈ深く掘りࠐまれている。埋土中からはഁย化し

た໻ੜ土器（３）などがまとまって出土しているが、

図化のஈ֊で୆෩のため่յしてしまい、記࿥を行

うことができなかった。ෆ整形な形ଶからഇغ土坑

のՄೳੑをߟえておきたい。

̨̠ （̘第213図下）　調査区中央東よりで検出し

たෆ整形な土坑である。上層の掘立柱建物跡により

੾られている。ن໛は長࣠2.1̼、୹࣠1.6̼を測る。

埋土中からはഁย化した໻ੜ土器が出土しており、

ＳＫＢとಉ様ഇغ土坑のՄೳੑをߟえておきたい。

໦１ุ׹（第214図）　調査区南東部で検出した木

棺直葬形ଶをとる埋葬施設である。この埋葬施設周

辺部からは溝などを検出することはできͣ、区ը墓

の埋葬施設ではないものと൑断した。また、東で近

઀して土器棺墓を検出しており、྆者は近਌者の埋

葬施設であるものとߟえる。

墓ᆮの平面形は長方形ϓϥンをఄし、ن໛は長࣠

第212図　Ｌ６地区検出遺構配置図（1�400）

第213図　ＳＫＢ・ＳＫＣ実測図
（上ஈɿＳＫＢ・下ஈＳＫＣ）（1�50）
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2.08̼、୹࣠0.95̼、深さ0.2̼を測る。主࣠は南北方޲にとる。墓ᆮはখޱ部分にখޱ൘をਾえ

付けるための溝を掘削している。ಛに、南খޱ部分では２৚の溝が掘削されており、খޱ൘が２

ຕ使用されていたՄೳੑもߟえられる。木棺のࠟ跡は平面తには֬ೝできなかったが、土層断面

΍、墓ᆮの形ଶから、খޱ൘がఈ൘よりも下にಥ出する૊߹式ശܕ木棺とߟえられる。墓ᆮ北東

部埋土中から໻ੜ土器のࡉยが出土しているが、この埋葬施設に伴うものか、ࠞೖであるか໌֬

ではない。

౔１ุ׹ث（第215図）　木棺墓１の東で近઀して検出された土器棺墓である。この地఺は調査

区֎であったが、ॏ機掘削ஈ֊で土器が露出したため、協ٞを実施し、この部分のΈ֦ுし、調

査を行った。

遺構はෆ整形なԁ形をఄする墓ᆮ内に土器をਾえ付けたものである。墓ᆮは長࣠0.7̼、୹࣠

0.61̼、深さ0.2̼を測り、断面形状はૉ掘りである。棺਎は１ݸ体のᆵ（第223図１）をԣ位で用

いている。ᆵはޱԑを北に޲けほ΅水平にਾえられている。ޱԑ部は、ผݸ体のᆵ体部（第223図

２）を用いて֖をされている。また、この֖の下部からは֖に使用されたᆵとಉ一ݸ体のఈ部を

用いて、֖のࢧえとしている。なお、棺਎内からは෭葬遺物、人ࠎなどは検出されなかった。

時塚̐߸෿（第216図）　調査区南端で検出した「ί」ࣈ状に۶ۂするＳＤ86をݹ墳の周溝と൑

断した。溝は෯0.8～1.2̼、深さ0.4̼を測る。ＳＤ85により削平を受けており、また、େ部分が

調査区֎のためݹ墳の全༰はෆ໌であるが、検出された部分から一辺6.5̼ఔ度のの方形墳であ

ると൑断される。主࣠は北からわͣかに西にৼっている。֎部表০としての৥ྠ΍෪石は検出さ

れなかった。溝断面はݹ墳のجఈଆのࣼ܏がٸで、周溝֎ଆのࣼ܏が؇΍かなのがಛ௃である。

第214図　木棺墓１実測図
（1�50）

第215図　土器棺墓１実測図
（1�10）
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周溝内から土ࢣ器ᆵ、ਢ

ഋなど（第224図ߴ・器ᙈܙ

６～９）がഁยとなって検

出された。いͣれも溝ఈ面

より༡཭しており、周溝が

一ఆ埋຅してからの遺物群

とߟえられる。

̎）ಸྑ時୅Ҏ߱ͷ遺ߏ

۷ཱபݐ෺跡̨̗�1（第

217図）　調査区北東部で検

出した南北に主࣠をとる掘

立柱建物跡である。ن໛は東西２間（4.7̼）、

南北３間（7.5̼）を測る。建物を構成する柱穴

の平面形は方形もしくはෆ整方形であるが、

南ଆྊ行きの中心の柱穴はখܕのԁ形である。

また、北ଆྊ行きの中心の柱穴もଞの柱穴に

ൺしてઙく掘削されているのがಛ௃తである。

柱穴の断面形はૉ掘りのものと柱をਾえ付け

るため、柱穴ఈ面を一ஈ深く掘りࠐΉものの

྆者がೝめられる。柱ࠟ跡の֬ೝされた柱穴

から、この建物には直20ܘDNఔ度の柱が使用

されていたものとߟえられる。ＳＰ15を੾る

ＳＰ16よりਢܙ器ᆵ（第224図10）が出土した。

掘立柱建物跡ＳＢ01の　（第217図）�1̨̖ࡤ

北で検出された東西方޲の柵である。当ॳ、

ＳＢ01に伴う൳のՄೳੑをߟえたが、柱間が

ଗわないため、ಠ立した遺構として೺Ѳする

こととした。東西２間（3.7̼）から構成され、

柱穴は平面方形である。中央の柱穴のΈઙく、

ૉ掘りの形ଶをとるのに対し、東西の柱穴は

柱をਾえ付けるため、柱穴ఈ面を一ஈ深く掘り

Ή形ଶをとるなど、ＳＢ01とಉ様のあり方をࠐ

ࣔしている。柵の位置΍、柱穴のあり方から、

ＳＢ01に伴う施設と൑断する。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第218図）　調査区南西で検出した南北に主࣠をもͭ掘立柱建物跡であ

第217図　掘立柱建物跡ＳＢ01・柵ＳＡ01実測図
（1�100）

第216図　時塚４号墳実測図（平面ɿ1�100、断面ɿ1�50）



国営農地再編整備事業「亀岡地区」平成 18・19 年度発掘調査報告

-193-

る。

東西２間（4.1̼）、南北３間（4.5̼）の਎ࣷの北ଆに一間（1.7N）分の൳がとりͭく構଄である。

建物を構成する柱穴は平面方形をఄする。断面形はૉ掘りである。柱ࠟ跡の֬ೝされた柱穴から、

この建物には直30～20ܘDNఔ度の柱が使用されていたものとߟえられる。

後ड़する掘立柱建物跡ＳＢ05に੾られている。

ＳＰ62・76・69からਢܙ器（第224図11～15）が出土している。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第219図）　調査区中央東ଆで検出した南北に主࣠をもͭ掘立柱建物跡で

ある。調査ஈ֊では、西ଆの柱穴列を൳とߟえたが、柱間΍主࣠がԊわないことから柵ＳＡ02と

して、ಠ立した遺構とߟえることとした。建物は東西２間（2.7̼）Ҏ上、南北３間（７̼）を測る。

主࣠は北から西にৼる。西ଆܻ行きの中心部の柱穴間ڑ཭がଞにൺして長い。建物を構成する柱

穴は平面方形もしくはԁ形をఄする。断面形はૉ掘りである。柱ࠟ跡の֬ೝされるものから、直

えられる。また、北東のＳＰ92では柱をൈきऔったߟ25DNఔ度の柱が使用されていたものとܘ

ࠟ跡が֬ೝされている。ＳＰ42からਢܙ器ഋ （֖第224図16）が出土している。

掘立柱建物跡ＳＢ03の西で֬ೝした南北࣠の柵である。４間（6.9̼）分を　（第220図）��̨̖ࡤ

֬ೝした。柱穴は全てૉ掘りであり、平面はԁ形をఄする。建物群の柱穴にൺしてઙいのがಛ௃

తである。図ࣔしうる遺物はない。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第221図）　調査区中央西ଆで検出した掘立柱建物跡である。େ部分が調

査区֎であり、全༰にͭいてはෆ໌である。主࣠は座標北に近い。検出ൣғでは南北２間（4.4̼）、

第218図　掘立柱建物跡ＳＢ02実測図
（1�100）

第219図　掘立柱建物跡ＳＢ03・柵ＳＡ02実測図
（1�100）
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東西１間（1.8̼）Ҏ上のن໛をもͭ。柱穴は平面方形をఄし、

断面形は南北柱穴列の中央のものが、柱をਾえるため、柱

穴ఈ面を一ஈ深く掘りࠐΉが、ͦのଞのものはૉ掘りの形

ଶをとる。ＳＰ59より土ࢣ器ᙈ（第224図17）が出土した。

۷ཱபݐ෺跡̨̗�5（第221図）　調査区南東部で検出し

た掘立柱建物跡である。େ部分が調査区֎であり全༰にͭ

いてはෆ໌である。掘立柱建物跡ＳＢ02とॏෳしており、

ＳＢ02を੾っている。ＳＢ02に後出する掘立柱建物跡であ

る。検出ൣғでは南北２間（3.9̼）、東西１間（1.8̼）Ҏ上の

΅は掘立柱建物跡ＳＢ04とほ޲໛をもͭ。なお、主࣠方ن

ಉ一方位にとる。

建物を構成する柱穴は平面方形、もしくはෆ整方形をఄ

する。柱穴の断面形はૉ掘りである。柱ࠟ跡の֬ೝできた

柱穴から、この建物には直30～25ܘDNఔ度の柱が使用され

ていたものとߟえられる。ＳＰ73からਢܙ器ഋ （֖18）が、

ＳＰ81柱掘形から平（19）נが出土している。

̨̠ （̖第222図）　調査区北部で検出したෆ整形な土坑で

ある。長࣠3.5̼、୹࣠1.1̼、深さ0.2̼を測る。埋土中から

多਺のਢܙ器・土ࢣ器・נยなどが出土している。ഇغ土

坑のՄೳੑがߟえられる。

̨̙�5　調査区南部で検出した東西方޲に調査区をԣ断

するૉ掘り溝である。断面形はശܕをఄし、น面はほ΅ਨ

直に近い。埋土中から土ࢣ器ഋ（21）が出土している。

̨̙��　調査区南東部で検出した෯0.8̼、深さ0.15̼を

測るހ状をఄする溝である。ＳＤ85に੾られる。埋土中か

ら໻ੜ土器（４・５）が出土しているが、出土遺物がগなく、

時期をݶఆすることはできなかった。

̏）ग़౔遺෺（第223・224図）

Ｌ６地区出土遺物として、土坑、土器棺墓出土の໻ੜ土器、時塚４号墳出土のਢܙ器・土ࢣ器、

各柱穴出土のਢܙ器・土ࢣ器・נなどを図ࣔした。Ҏ下、各遺構ごとに概؍する。

土器棺墓１（第223図１・２）　１は土器棺墓の਎にస用されていた໻ੜ土器ᆵである。受けޱ

状のޱԑを༗し一৚のԜઢ໲で加০する。ᰍ部にはࢦѹࠟ文ಥଳが८る。調整は֎面がタタΩの

のͪ、ॎ方޲のϋέを施し、ఈ部は࠷ऴతに౗立状ଶでέζϦ上げる。体部内面はॎ方޲のϋέ

を行っている。ޱԑᰍ部からޱԑ内面はԣ方޲のϋέにより調整される。֎面にはഗが付ணして

おり、ࣽ෸۩として使用していたものを土器棺としてస用したものである。内面は土器棺にస用

第220図　掘立柱建物跡ＳＢ04
実測図（1�100）

第221図　掘立柱建物跡ＳＢ05
実測図（1�100）
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されたためか器นのྼ化がஶしい部分が࡯؍される。２は土器棺

の֖としてస用されていたᆵఈ部である。֎面は上半にタタΩの

のͪϋέを施しఈ部からέζϦで調整する。１とಉ様の整形ٕ法

をとる。内面はॎ方޲のϋέにより調整する。

３はＳＫＢから出土した໻ੜ土器ᙈである。ޱԑ部は受けޱ状

ԑ端部は上方にͭまΈ上げ、֎ଆ面に１৚のԜޱ。ԑをఄするޱ

ઢ文を施す。体部֎面はタタΩにより調整し、ޱԑ部までタタΩ

がおよΜでいる。ޱԑ部はタタΩののͪ、φσで࢓上げる。体部

֎面はタタΩののͪ部分తなॎ方޲のϋέを施し、౗立状ଶでఈ

部にέζϦを施す。内面はॎ方޲のϋέを行い、ᰍ部内面のΈԣ

方޲のϋέを施す。ఈ部はϢϏによりφσ上げる。֎面にഗが付

ணしておりࣽ෸۩として使用されたものと൑断される。

̨̙��（第224図４・５）　溝埋土中から出土した໻ੜ土器を図

ࣔした。４はുである。復原15.8ܘޱDNを測る。ᰍ部の۶ۂは؇

くޱԑ端部にࠁ目を施す。５はᆵのఈ部と૝われる。֎面に木༿

ࠟが࡯؍される。

時塚̐߸෿（ＳＤ86）（第224図６～９）　周溝内から出土した遺物

を図ࣔした。６はਢܙ器ߴഋ֖である。ఱ井部はߴく΍΍ؙΈをଳびる。ྏは一৚の௜ઢにより

表現される。ޱԑ端部はஈを形成する。７はਢܙ器୹ᰍᆵとࢥわれる。８はਢܙ器ᙈである。直

立ؾຯに立ͪ上がるᰍ部に୹いޱԑ部がͭく。ᰍ部֎面は２৚の௜ઢにより表現されるಥଳの上

下に೾状文を施すことにより加০する。９は土ࢣ器ᙈである。厚खのେ形඼であり、ຎ໓がஶし

い。ޱԑ端部はφσによりԣ方޲にͭまΈ出し、面をもって端部を࢓上げている。布ཹ式ᙈの系

ේをҾくものである。֎面はԣ方޲のϋέにより調整する。これら一࿈の土器は୹ᰍᆵがؚまれ

ている఺΍、ਢܙ器ᙈに৽しい要ૉがある。一方、ߴഋ֖΍土ࢣ器ᙈはݹ૬をఄしていることか

ら、ಃ༢̩Ｋ47～̢̩15ܕ式にซ行するものとߟえる。

̨̥1�（第224図10）　掘立柱建物跡１を੾る柱穴S116から出土したਢܙ器ᆵを図ࣔした。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（11～15）　建物を構成する柱穴からの出土遺物である。11・12はＳＰ62

出土のਢܙ器である。13はＳＰ76出土の؀状ͭまΈをもͭਢܙ器֖である。14・15はＳＰ69出土

のਢܙ器֖ഋである。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（16）　16はＳＰ42出土のਢܙ器֖である。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（17）　17はＳＰ59出土の土ࢣ器ᙈである。長಑޲܏のものであΖう。

۷ཱபݐ෺跡̨̗�5（18・19）　18はＳＰ73出土のਢܙ器ഋ֖、（19）はＳＰ81出土の平נであ

る

̨̥��（20）　ＳＰ06出土のਢܙ器ഋ֖を図ࣔした。

̨̙�5（21）　21は土ࢣ器ഋである。器ߴは௿く内֎面ともϢϏԡさえにより調整する。

第222図　ＳＫＡ実測図（1�50）
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Ҏ上、Ｌ６地区の建物群出土遺物はಸྑ時୅後半を中心とする時期のものが多い、一方、ＳＤ

85出土遺物は平҆時୅ॳ಄ࠒのものであり、建物群はこの地区では平҆時୅にはഇઈしているも

のとߟえることができる。- （石崎善久）

第223図　Ｌ６地区出土遺物実測図（１）
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第224図　Ｌ６地区出土遺物実測図（２）
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ʢ̔）̡ ̓஍۠

ߏग़遺ݕ（１

Ｌ７地区はࠓճの調査区の南西に設ఆした地区である。この地区では方形周溝墓８جと、ݹ墳

墳の周溝を੾るϐοτなどを検出しているが、建物をݹ、を検出した。また、方形周溝墓΍ج２

復原することはできなかった。方形周溝墓΍ݹ墳はＬ７地区の北に設ఆした排土置き場で、遺構

のྠֲのΈを検出したものと࿈ଓするため、ここでซͤて報告を行うこととする。Ҏ下主要な遺

構にͭいて概؍する。

1�ʵ��߸ุ　Ｌ７地区北西で検出したＳＤ06（南ɿ෯1.4̼・深さ0.3̼、西ɿ෯１̼・深さ0.3̼）

により区ըされる方形周溝墓である。調査ൣғでは周溝は࿈ଓしている。また、この周溝墓はＬ

７地区北の排土置き場でԆ長部が֬ೝされ、ͦのن໛は東西８̼、南北10̼とߟえられる。ࡉย

化した໻ੜ土器が出土している（第232図１～３）。

1�ʵ�1߸ุ　Ｌ７地区中央北で検出されたＳＤ13-（西ɿ෯0.35̼・深さ0.15̼、南ɿ෯0.6̼・

深さ0.15̼）とＳＤ14（෯0.4̼・深さ0.2̼）により区ըされる方形周溝墓である。周溝は南東۱が

్੾れている。周溝はさらに北にԆび、排土置き場でͦのྠֲを検出した。周溝墓のن໛は東西

5.5̼、南北４̼を測る。東ଆのＳＤ14はྡ઀する17−27号墓と共༗する。

1�ʵ��߸ุ　Ｌ７地区南西で検出した「Ｌ」ࣈ状に۶ۂするＳＤ07（北ɿ෯1.3̼・深さ0.25̼、

東ɿ෯0.65̼・深さ0.3̼）により区ըされる方形周溝墓である。େ部分が調査区֎のため全༰は

ෆ໌である。周溝墓のن໛は南北６̼Ҏ上を測る。໻ੜ土器খยが出土しているが、図ࣔできる

ものではない。

1�ʵ��߸ุ　調査区南ଆで検出したＳＤ08（෯1.1̼・深さ0.6̼）と۶ۂするＳＤ09（北ɿ෯1.5

̼・深さ0.4̼、東ɿ෯0.8̼・深さ0.45̼）により区ըされる方形周溝墓である。周溝は北西部が

్੾れている。ＳＤ08、09埋土中より໻ੜ土器খย（第232図４・５）が出土している。

1�ʵ��߸ุ　調査区中央で検出したＳＤ11（北ɿ෯0.35 ・̼深さ0.06̼、西ɿ෯0.3 ・̼深さ0.1̼）

とͦの東ଆで検出された溝により区ըされる方形周溝墓である。南西部の一部が్੾れ、周溝は

完周しない。周溝墓のن໛は一辺５̼を測る。ྡ઀する17−25号墓の周溝埋土を੾っている。

1�ʵ�5߸ุ　調査区中央東دりで検出されたＳＤ12（北ɿ෯0.5̼・深さ0.35̼、西ɿ෯0.65̼・

深さ0.15̼、南ɿ෯0.35̼・深さ0.2̼、東ɿ෯0.45̼・深さ0.3̼、）により区ըされる方形周溝墓

である。北に位置する17−27号墓との前後関係はෆ໌である。

1�ʵ��߸ุ　調査区中央南で検出されたＳＤ15（第227図）を周溝墓を構成する溝の一部と൑

断した。ＳＤ15は෯0.5、深さ0.15̼を測り、北端がわͣかに西ଆに۶ۂする。େ部分が調査区֎

のため周溝墓のن໛はෆ໌である。溝内からはߴഋ（第232図６）１ݸ体分が出土している。

1�ʵ��߸ุ　調査区中央北部で検出された南北方޲の溝（෯0.4̼・深さ0.25̼）と、17−25号

墓の北で検出された東西方޲の溝（෯0.6̼・深さ0.05̼）、17−21号墓の東区ըＳＤ14により区ը

される方形周溝墓を૝ఆする。周溝は完周ͤͣ、南東および、南西が్੾れている。周溝墓のن

໛は東西4.5̼、南北４̼Ҏ上を測る。出土遺物はなく、ৄࡉな時期はෆ໌である。



国営農地再編整備事業「亀岡地区」平成 18・19 年度発掘調査報告

-199-

第225図　Ｌ７地区方形周溝墓実測図（1�200）
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୦݀ࣜॅډ跡̨̝�5（第228図）　調査区中央東دりで検出した竪穴式住居跡である。ݹ墳の周

溝による削平がஶしく遺ଘ状況はྑ޷ではない。住居内の施設として、主柱穴３جと周น溝を検

出した。周น溝はচ面の遺ଘしているൣғでは完周する。主柱穴は３جを֬ೝした。この主柱穴

の位置と周น溝の位置から、住居のن໛は東西2.6̼、南北3.3̼に復原される。住居চ面から土

器ࢣ （ു第232図７）がࡉย化した状ଶで検出された。ݹ墳時୅前期にଐする。

第226図　Ｌ７地区方形周土層断面図（1�50）

L=102.30m

６

第227図　S%15実測図（1�20） 第228図　竪穴式住居跡ＳＨ05実測図（1�50）
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時塚̕߸෿（第229図）　調査区の北ଆで検出された۶ۂするＳＤ02をݹ墳の周溝と൑断した。

検出地఺はݹ墳の南۱に૬当する。また、北ଆに設置した排土置き場でこのݹ墳の周溝のԆ長を

֬ೝしている。墳形は方墳である。主࣠は໿45ʄ西にৼる。周溝のن໛は南東で෯2.1̼、深さ0.4

̼を、南西で෯2.1̼、深さ0.4̼をͦれͧれ測る。周溝のఈ面は東から西へࣼ܏している。墳ٰ

のن໛は東西໿11̼、南北໿11̼を測る。৥ྠ΍෪石などの֎部表০施設はೝめられない。

周溝埋土内からはਢܙ器（第232図８～11）がഁยとなって検出された（第230図）。いͣれも周溝

চ面より༡཭しており、ݹ墳ங଄直後ではなく、一ఆఔ度周溝が埋຅してからの遺物と൑断され

る。また、図ࣔしていないが、出土遺物中には長ᰍ଒のܪ、もしくはᰍ部と൑断されるమ੡඼が

第229図　時塚9号墳実測図（平面ɿ1�125、断面1�50）
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あり、墳ٰ΍埋葬施設を削平したஈ֊でೖりࠐΜだ遺物のՄೳੑがある。

時塚1�߸෿（第231図）　調査区東ଆで検出したＳＤ01をݹ墳の周溝と൑断した。なお、北西ଆ

の周溝Ԇ長部分はＬ７地区の北に設ఆした排土置き場で上面を検出している。南東ଆにͭいては、

調査区֎となる。墳形は方墳である。主࣠は、９号墳ಉ様、໿45ʄ西にৼる。周溝のن໛は、西

ଆで෯2.2̼、深さ0.3̼、南ଆで෯1.9̼、深さ0.4̼、東ଆで2.1̼、深さ0.1̼、北ଆで෯2.1̼、

深さ0.2̼を測る。墳ٰのن໛はجఈ部で南北12.3̼、12.2Nをͦれͧれ測る。なお、東ଆの周溝

がઙいのは削平によるものである。周溝埋土中からਢܙ器ഋ֖、ᙈ（第232図12・13）が出土して

いる。周溝が一ఆ埋຅してからの遺物である。

（岡﨑研一・石崎善久）

̎）ग़౔遺෺（第232図）

Ｌ７地区出土遺物として周溝墓、竪穴式住居、ݹ墳の出土遺物を図ࣔした。各遺構ごとに概؍

する。

1�ʵ��߸ （ุ１～３）　１・２はᆵఈ部、３はᙈఈ部である。΍΍上げఈの形ଶをとる。

1�ʵ��߸ （ุ４・５）　４はＳＤ08から出土したᆵఈ部、５はＳＤ09から出土したᙈのఈ部で

ある。྆者ともຎ໣がஶしい。

1�ʵ��߸ （ุ６）　ＳＤ15より出土したߴഋを図ࣔした。深いഋ部をもͭ水平ޱԑߴഋである。

、は１か所ごとに行われており޸が２か所なされている。ઠ޸一対のઠ޸柱部には内面から２٭

一方は؏௨していない穴がଘ在し、内面には３か所のઠ޸部がΈられる。٭端部は下方にંりۂ

げている。ຎ໣がஶしいが、٭柱部にはॎ方޲のϛΨΩが࡯؍される。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝�5（７）　７は住居中央から検出された土ࢣ器ുである。༗ஈޱԑを༗し、

いものである。布ཹ１ߴのߴにൺして器ܘޱがる。この形式のുとしては޿ԑは֎方にେきくޱ

式に位置ͮけておきたい。

時塚̕߸෿（８～11）　いͣれも周溝ఈより༡཭した状ଶで検出されたਢܙ器である。８はେܕ

ແ֖ߴഋである。16.8ܘޱDN、器12ߴDNを測る。٭部の方形εΧγは４方޲に施される。ഋ部

第230図　時塚９号墳遺物出土状況図（1�20）
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第231図　時塚10号墳実測図（平面ɿ1�125、断面1�50）
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֎面は下方に１৚の௜ઢを、上方に２৚の௜ઢによりಥଳをͭくりだし、ͦ の間に೾状文を施す。

９は༗֖ߴഋ֖である。ఱ井部はߴく、ྏは下方を๮状޻۩で、上端をφσにより଄り出される

が、ಥ出度はߴく、Ӷརである。ޱԑ端部にはஈをもͭ。また、ఱ井部֎面に੺৭إ料が付ணす

る。10は༗֖ߴഋである。଻土΍ম成から９とセοτ関係をなす。εΧγは３方޲に施される。

11は୹ߴ٭ഋยであり、֎面にΧΩϝをもͭ。େܕແ֖ߴഋのଘ在΍、༗֖ߴഋの形状からಃ༢

̩Ｋ23～47形式に平行するものとߟえる。

時塚1�߸෿（12・13）　いͣれも周溝埋土から出土している。12はਢܙ器ഋ֖である。ఱ井部

はߴく、ؙΈをଳびる。एׯのমき࿪Έがあるが、έζϦはஸೡにൣ޿に行われる。ྏは１৚の

௜ઢを下方に施して表現する。ޱԑ端面はஈをなす。内面に੺৭إ料の付ணがೝめられる。13は

໻ੜ土器ޱ޿ᆵޱԑยである。周辺の周溝墓からのࠞೖ඼であΖう。時塚10号墳出土ਢܙ器はྏ

に΍΍৽しい要ૉがΈられるが、ಃ༢̩Ｋ47ܕ式にซ行するものとߟえる。

（石崎善久）

第232図　Ｌ７地区出土遺物実測図
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͓ΘΓに

Ҏ上、時塚遺跡第15−・17次の調査概要に

ͭいて記してきたが、各時期ごとにվめて概

し、一Ԡのまとめとしておى໰୊఺をఏ、؍

きたい。

ೄจ時୅ɹೄ文時୅の遺構としては、概要

では৮れなかったが、17次Ｌ５地区で検出さ

れたམとし穴とߟえられる遺構がある（第233

図、位置にͭいては第166図参照）。方形周溝

墓の埋葬施設ＳＸ150に੾られていることか

らೄ文時୅に૎る遺構であるՄೳੑがۃめて

深さ0.6̼を測るԁ、0.7̼ܘい。遺構は直ߴ

形の土坑ఈ面に直0.12̼ܘ、深さ0.2̼のখ޸

をઠっている。

また、図ࣔしていないが、17次Ｌ６地区ではΫϩϘΫ層掘削中にνϟーτ੡のԜج式石᭲２఺

が出土している。ͦのଞ、17次Ｌ１地区΍、15−１地区からは、ೄ文൩期とࢥわれる土器が検出

されており、第６・８次調査区Ａ地区で検出されたೄ文時୅の土坑とともに、この遺跡がೄ文時

୅中期から൩期にかけて人々のੜ活ྖ域であったことは間違いない。

後、周辺部で৽たな遺構が֬ೝされるとともに、ྡ઀するं塚遺跡などのೄ文時୅の遺跡とࠓ

の関࿈ੑにͭいて検౼するඞ要があるとߟえる

໻ੜ時୅　໻ੜ時୅では、૯਺46جにもおよͿ方形周溝墓が検出された఺が஫目される。これ

までの調査成果とߟえ߹わͤると、遺跡の北半が集མ域、南半が墓域としてར用されていたもの

とߟえられる。墓域は17次調査区Ｌ１地区΍、京都府教育委員会の実施した、16次地区にもおよ

び、΍΍ڑ཭は཭れるものの、ं塚遺跡Ａ地区で検出された方形周溝墓も、時塚遺跡からଓく一

࿈の墓域であるՄೳੑがߴまった。

この時塚遺跡周辺地域では、馬路遺跡、஑৲遺跡第７次Ｄ地区、時塚遺跡第10次̟地区などで

中期後半を中心とする方形周溝墓が֬ೝされているが、これらの墓域形成と、時塚遺跡の墓域形

成はແ関係ではないものとࢥわれる。中期の集མとして現在໌らかなのは現在のとこΖ時塚遺跡

のΈであり、ࠓ後の周辺部の調査により、ෳ਺の集མが各々の墓域を形成しているのか、あるい

は時塚遺跡の集མ内における、いわΏる「୯位集団」による଄墓活ಈの݁果なのか様々な検౼課

୊が࢒されているといってよいとࢥわれる。

17次Ｌ５地区では方形周溝墓の଄墓原理にͭいて、様々な所ݟをಘることができた。方形周溝

墓のੑ֨のͻとͭとして、溝により区ըされる区ը墓としてのੑ֨がڧ調されてきたが、当遺跡

における周溝墓のあり方の原ଇは盛土による墳ٰ墓としてのଆ面を໌らかにしたものとߟえる。

例えば埋葬施設の遺ଘする17−６号墓では中心に位置する木棺墓ＳＸ153が遺ଘ状況がよく、

第233図　Ｌ５地区ＳＫ169実測図（1�40）
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ͦのଞの埋葬施設は墓ᆮの遺ଘ状況がѱいという఺が஫目される。これは、もともとແ墳ٰに近

い周溝墓の中心にॳ期の埋葬が行われ、ͦのଞの埋葬施設は一ఆの盛土上から掘削されたため、

後世の削平により、盛土上から掘りࠐまれた埋葬施設の遺ଘ状況はѱく、盛土下部から掘りࠐま

れていた埋葬施設は遺ଘ状況がྑいという݁果をੜΜだものとߟえる。

ಉ様の状況はෳ਺の埋葬施設の遺ଘする17−７・９号墓においてもೝめられるものであり、こ

の遺跡における଄墓原理の中に、ಉ一墳墓における௥葬行ҝとしてෳ਺ճの盛土΍周溝墓の֦ு

に伴う墳墓のվमなどが行われていたことをࣔࠦするものである。ͦのためか、各周溝墓の周溝

には再掘削が行われたことをࣔす遺構が多くΈられる。これまで、周溝内における土坑状の掘り

かったが、当遺跡の場߹は、৽ڧが޲܏Έにͭいては多くの場߹、溝内埋葬施設としてଊえるࠐ

たな埋葬施設の଄営とͦれに伴う盛土֬保のためとߟえるのがଥ当とߟえる。埋葬施設の遺ଘし

ていない周溝墓は概して周溝の深いものが多く、ங଄当ॳの盛土が厚く、盛土上から掘りࠐまれ

た埋葬施設が削平によりࣦわれてしまったとߟえるのがଥ当である。

ճの調査では多਺の埋葬施設を検出することができたが、֬ೝされた木棺は૊߹式木棺であࠓ

り、長ଆ൘がখޱ൘をڬΉタΠϓ（෱Ӭ分ྨᶘܕ
ㅭ㉅４ㅮ

）と、খޱ൘が下にಥ出するタΠϓ（෱Ӭ分ྨᶗܕ）

の２形ଶにେผできる。また、これҎ֎に土器棺がある。土ᆮ墓としてੵۃతにධՁできる埋葬

施設は実ࡍにはなく、֬実に埋葬施設としてଊえうるものは全て木棺直葬墓であったとߟえる。

棺ܕ式による墓域内でのありかたはൺֱత໌֬に分かれる。区ըをもͭ周溝墓に࠾用される棺

はほとΜどᶘܕであり、ᶗܕを࠾用するものは17−13号墓のΈである。一方、ᶗܕ木棺΍、土器

棺墓は15−３地区΍17次Ｌ６地区でΈられるように、ແ区ըの墳墓の埋葬施設として用いられる

Ҽするものか多֯తな検౼がඞ要ى式による墓域内でのࠩҟがԿにܕい。こうした棺のڧが޲܏

であΖう。ີݫなҙຯでの෭葬඼はないが、17−６号墓のॳ期の埋葬施設とΈられるＳＸ153で

は੺৭إ料が用いられていた఺は஫目してよいだΖう。

ճ、検出した方形周溝墓における遺物の出土状況には஫目されるものがある。ಛに15−１地ࠓ

区を中心とする周溝におけ遺物の出土ྔには17次Ｌ５地区など΍、時塚６・８・10次調査で検出

された周溝墓の遺物出土ྔとは֨ஈのࠩがある。この状況がԿをҙຯするのかे分検౼する資料

をఏࣔすることはできないが、Մೳੑのͻとͭとして、15−１地区は墓域の北辺に૬当するため、

集མからのഇغ物が集ੵされたとΈる案。いまͻとͭは集མ全体でのࡇ᛾行ҝがこの地区で行わ

れ、ࡇ᛾にར用された土器΍石器が遺غされたとΈることもՄೳである。周溝墓における遺物の

出土状況に関しては、深ᖒࢯの࿦ߟ
ㅭ㉅５ㅮ

があるが、ࠓճの状況は৽たなあり方をࣔしたものとΈられ

る。遺物の中にઠ޸がなされたものがΈられること΍、遺構内でେきな時期ࠩがΈられないこと

はΉしΖ後者の案を࣋ࢧしているものかとߟえる。17次Ｌ５地区では周溝墓֎からの土器の遺غ

行ҝが周溝が一ఆ埋຅してから行われたことをࣔす資料があるが、15−１地区での遺物出土状況

は、こうした行ҝがさらにେきな集団で行われていたことをࣔすものかもしれない。この఺に関

してもࠓ後の検౼課୊としておきたい。

また、各周溝墓から出土した土器にͭいて、ૅجతな図化࡞業を行えたことをධՁしたい。ࠓ
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後、さらなるܕ式のࡉ分化、地域ੑのந出など南୮೾におけるج४資料をఏࣔしಘたものとߟえ

ておきたい。

໛な集ن墳時୅では前期の竪穴式住居跡がෳ਺検出された఺が஫目されるが、େݹ　෿時୅ݹ

མを形成していたとは言い೉い。

墳群がさݹを֬ೝしていた時塚ج墳を検出し、ैདྷ、２ݹのج墳時୅中期Ҏ߱では৽たに12ݹ

らに多くのݹ墳から形成されることが໌らかとなった。

く、出土土器はないものの、৥ྠ΍馬۩、෢器の検౼から中期後半ݹも࠷墳は時塚１号墳がݹ

でも第３࢛半期ࠒの଄墓とߟえる。ࠓճ調査した方墳群の଄墓時期は、この１号墳とほ΅ಉ時か

後出するものであり、ಃ༢̩Ｋ23ܕ式ซ行ஈ֊から̢̩15ซ行ஈ֊にかけて方墳群が଄墓されて

いるものとߟえられた。一方、ԁ墳はࠓճの調査では３جを֬ೝすることができた。時塚３号墳

はͦのن໛΍଄り出し付きのԁ墳という形ଶからも時塚１号墳の系ේ上にある地域ट長墓のՄೳ

ੑがߴい。出土遺物からはಃ༢̩Ｋ10ܕ式ซ行ஈ֊、６世ل中༿のݹ墳とߟえられる。一方、時

塚５・８号墳は時塚３号墳にઌ行する̢̩15ܕ式ซ行ஈ֊のਢܙ器を出土しており、方墳群に直

઀後ଓするݹ墳であるとߟえることができる。南୮೾におけるݹ墳のಈ޲で、方墳からԁ墳への

ม׵が６世لஈ֊で行われたとするߟえがあるが、ࠓճの調査はͦのことを೗実に物ޠるものと

いえる。

方墳群の଄墓された５世ل後半には、時塚１号墳を֩としたݹ墳群が形成されている。この状

況は周辺での中ݹ墳群΍、๥主塚ݹ墳をໍ主墳とする஑৲ݹ墳群でもಉ様のあり方をࣔしている

といえ、中・খ地域ट長を֩としたෳ਺の政࣏త集団がଘ在したことを物ޠっているといえよう。

一方、時塚ݹ墳群における方墳からԁ墳へのม׵は、ܡ઒上ྲྀ域東؛のݹ墳共௨のあり方であ

る。保௡ं塚ݹ墳をॳ現とする前方後ԁ墳の出現とಈ޲を一にし、ଓくେن໛前方後ԁ墳である

ઍंࡀ塚ݹ墳の଄墓などとແ関係ではない。当時のࣾ会తなಈ޲がμΠϨΫτに଄墓活ಈに現れ

ている఺はڵຯ深い。これが、群খݹ墳の一ݹ墳から࢝まったものであるのか、あるいは時塚３

号墳と時塚１号墳の間にະ検出のट長墓があり、ͦのඃ葬者をհして࢝まったものであるのか໌

֬にはしがたいが、いͣれにしΖ、南୮೾のݹ墳のಈ޲をߟえる上で、وॏな資料をఏࣔしたと

いえよう。

墳時୅後期には17次Ｌ１地区で竪穴式住居跡が検出され、15−４地区΍、17次Ｌ５地区ではݹ

ଓくඈௗ時୅の竪穴式住居跡が֬ೝされているように墓域から集མ域への土地ར用のม化がなさ

れたようである。しかしながら調査ൣғではେن໛な集མが形成されているとは言い೉い状況で

ある。ඈௗ時୅後半の土器は15−１地区で出土しており、ܧଓతな人々のੜ活はあったようであ

るが、この時期の遺構はرബである。

ಸྑ時୅　ಸྑ時୅では後半୅を中心にେن໛な掘立柱建物群が17次Ｌ５地区から15−１地区

にかけてల։する。出土遺物は遺跡のほとΜどの地区からಉ時期のものが出土し、後半に։発行

ҝ、土地ར用がେن໛になされたことをࣔしている。建物群に関しては出土遺物΍、主࣠方位か

らෳ਺時期の分཭がՄೳかとࢥわれるが、ࠓճͦこまでの検౼ができていない。また、15−４地
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区と５地区で検出された区ը溝とΈられる４地区ＳＤ30と５地区ＳＤ13のଘ在はಛ筆されるもの

である。この区ըに伴う遺構群のந出をࠓ後行っていくඞ要があるものとߟえる。また、ಸྑ時

୅後半୅の建物の中にෳ਺のΫϥとΈられる建物がଘ在することは、この遺跡の׭ᦰతੑ֨を物

。るものといえるޠ

この地域では、ಸྑ時୅前半に஑৲遺跡でେن໛な掘立柱建物群がܭըతに配置され、׭ᦰత

ੑ֨、ͦれも国府のՄೳੑがあることをࢦఠしてきたが、ಸྑ時୅中༿、国分ࣉの଄営։࢝に伴

い、஑৲遺跡はഇઈ、Ҡసしているようである。このಈ޲に߹わͤるように、ಸྑ時୅後半୅に

ं塚遺跡΍ࠓճ調査した時塚遺跡でେن໛な掘立柱建物群がల։するようであり、஑৲遺跡΍国

分ࣉのಈ޲とແ関係ではないものとΈられる。とくに、この周辺に૝ఆされるࢁݹӄಓとの関࿈

がڧくҙࣝされるとこΖである。

遺物では、15−１地区ＳＫ220で出土した「ਆ」とඳかれた๽書土器と多ྔの੡Ԙ土器が஫目

される。多くの掘立柱建物跡の柱穴からも੡Ԙ土器が出土しており、内཮部における੡Ԙ土器が

集ੵされている遺跡のあり方をࣔす資料をఏࣔしたといえる。

ฏ҆時୅ɹ平҆時୅でも、15−３・６地区΍、５地区でେن໛な掘立柱建物がల։している。

一方、遺跡のൣғはॖখしているようであり、遺構・遺物ともこの地区に集中する޲܏がある。

平҆時୅後期から຤༿にかけては15−４地区掘立柱建物跡４−ＳＢ01΍、ݹ૬をࣔすנ器を出土

した掘立柱建物跡ＳＢ４−02などが଄営されるが、େن໛な集མ形成はなされていないようであ

る。

໛な溝΍柱穴から遺物ن૔時୅に֬実にଐする遺構をந出することはできͣ、খח　૔時୅ח

の出土をΈるにա͗ͣ、େن໛な土地ར用が調査区内ではなかったものとߟえられる。

Ҏ上、؆ܿではあるが、各時୅ごとに再度、遺跡の調査成果にͭいて概؍してきた。ࠓ後、周

辺の遺跡のಈ޲などとซͤ、さらなる検౼を加えていくඞ要があるものとࢥわれる。

（石崎善久）
　　調査参加者はҎ下のとおりである（ॱෆಉ・ܟশུ）。

　　−平成18年度−

ɹɹɹ調査ิॿһ　ఱ஑ࠤӫ子・伊౻༎߳・Ҵാߤ平・井上྄・കଜେี・Ԟߒ࿨・খ原߁子・木ଜޛ・

木ଜྋ子・૲㟎େ蔵・ܚࠇ子・ࠇ田ྰ子・後౻େً・ന઒੖ষ・େಓ真༝ඒ・田中ಸ௡子・୩ޱᠳ平・

・都子・৿田善久ࡊ井޲・平・平田࿨ൣ・෱ॏຑ木ߞ平井・ࢤ内༟ࡔ・彰ଠޱါ໵・原௺ڮ・子ܛ尾多ࣉ

҆井ཀ子・ࢁՖՄಸ子・٢ଜॣڕ・ޗ୩య主・加౻٢人・平井༞成・平田ཅ一

ɹɹɹ੔ཧһ　ߥ઒ਔՂ子・Ҵ֞あ΍子・Ԯ野富ࠫ子・֟ ୩ӻ子・य़೔ຬ子・཮田ॳ୅ߴ・ 田ᚸ༝ඒ・అඦ߹ඒ・

長尾ඒܙ子・中઒༝ඒ子・中ౡܙඒ子・౻井໼ᆹ子・松ݩॱ୅・ࢁ本໻ੜ・中ᖒ一ٛ・松ଜ߂子

ɹɹɹۀ࡞һ　ઙ田ܓೋ・ઙ田Ϛα子・ઙ田ٛ幸・൧田久ඒ子・井上ඒ୅子・খ઒ӹ次࿠・ڵ௡Յ子・Տ原ޔҳ・

Տ原༞ี・઒ଜහ༤・઒ଜϑΫΤ・઒ଜ༗加子・࠽௡ླඒ・ླ木真ࠤ子・ླ木ल༤・అཟ子・అ໌༟・

అ໌・అ࿨୅・అਗ਼子・అ७子・అ຤෉・అஐܙ子・అ務・అཌྷ・అۘ子・అ政ໜ・అ真ຌ・అ༔୅・

中઒しͮΚ・中઒຤உ・中઒ߒ子・中઒ୱ・中઒׮೭・中઒ষ୅・中઒まΏ子・中ᖒ一༤・中ᖒ多ඒ・

中ᖒلஉ・中ᖒまΏΈ・中ᖒඒ௡子・中ᖒٛݾ・中野࿨子・名૔ਗ਼࢘・名૔ୡ༤・名૔ڮ・ܙ本幸子・

ാݾࠀ・ാ७子・ാ৴߂・ാ正඙・ാきくዳ・林উ୅・林࠼࿨子・林અ子・林ീ࿠・林ّ࣏・人ݟໜ実・
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人ݟඒ子・平岩རஉ・౻井多ܙ子・ງޱໜಙ・ມ野໌ඒ・ࡾӜᜌ࢘・ଜ上ӳ子・৿ߐ௡子・ྑ原南

٢

　　−平成19年度−

　　　調査ิॿһ　ఱ஑ࠤӫ子・平井ߞ平・田中ಸ௡子・ࡔ内༟ࢤ・҆井ཀ子・കଜେี・୩上真༝ඒ・

ኍ੉ܚయ・平田ཅ一・松本ڗେ・ڕ୩య主

　　　੔ཧһ　ࢁ本໻ੜ・中ౡܙඒ子・松下ಓ子・∁田ᚸ༝ඒ・ߥ઒ਔՂ子・ଜ上༏ඒ子・౻井໼ᆹ子・

֟୩ӻ子・松本ॱ୅・ਗ਼水༑Ղ子・ఱ஑ࠨӫ子・य़೔ຬ子・田中ಸ௡子・అඦ߹ඒ・中઒༏ඒ子・

・௡子・అ७子・中઒まΏ子ߐ৿・ܙ୩య主・అ࿨୅・ാきくڕ・୩上真༝ඒ・平田ཅ一・ࢤ内༟ࡔ

名૔ܙ・西岡लߊ

・中ᖒ一ٛ・ݾ北ଜത・అ昭༟・中୔ٛ・߂௡ླඒ・ാ৴࠽・本幸子・అ࿨୅ڮ・һ　ਿ崎੐෉ۀ࡞　　　

అ༸一・中ᖒ多ඒ・人ݟ正ؽ・అ७子・平野かすΈ・అୡ໵・名૔Ԓ子・అཌྷ・名૔ਗ਼࢘・ླ木ल༤・

౻井多ܙ子・中઒ୱ・ઙ田ܓೋ・ມ野໌ඒ・ઙ田Ϛα子・中઒׮೭・Տ原ླ子・岡本੖子・ᖒ田܄・

井上ඒ୅子・林উ୅・名૔ܙ・中ᖒඒ୅子・中઒ྑࡾ・ྑ原南٢・中ᖒൟ・名૔উ・అ正人・ઙ田༸子・

西ྑ༟・ാඒ୅子・平野市子ࠓ

　　−平成20年度−

　　　੔ཧһ　ߥ઒ਔՂ子・୩上真༝ඒ

　　また、現地࡞業および整理࡞業に関しては、Ҏ下の関係諸機関、ݸ人から様々なご教ࣔ、ごࢦಋを受けた。

　　　京都府教育委員会・亀岡市教育委員会・౻井　整・୩上真༝ඒ

஫１　ඈௗ時୅Ҏ߱のਢܙ器・土ࢣ器の器छ名にͭいては原ଇとしてಸྑ文化財研究所が使用している器

छ名を用いた。

- ಸྑ国立文化財研究所『平৓ٶ発掘調査報告ᶝ』（『ಸྑ国立文化財研究所学報』第26࡭）　1976ほか

஫２　田辺昭ࡾ　『ਢܙ器େ成』（֯઒書ళ）　1981ほか

஫３　石崎善久「『੨野ܕᙈ』にͭいて」（『京都府埋蔵文化財࿦集』第３集　（財）京都府埋蔵文化財調査研

究センター）　1966

஫４　෱Ӭ৳࠸「໻ੜ時୅の木棺墓とࣾ会」（『ݹߟ学研究』32−１　ݹߟ学研究会）　1985

஫５　深ᖒ๕थ「墓に土器をڙえるという行ҝにͭいて」（上・下）（『京都府埋蔵文化財৘報』第61・62号　（財）

京都府埋蔵文化財調査研究センター）　1996
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時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 ø

（１）時塚遺跡全景（上空から、上が西）

（２）時塚遺跡15次調査地全景（上空南から-）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 ù

（１）15−１地区

- ７・８号墓全景

- （北から）

（２）15−１地区

- 15−8号墓全景

- （西から）

（３）15−１地区

- 15−７号墓全景

- （北から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 ú

（３）15−１地区　ＳＤ534遺物出土状況（北から）

（１）15−１地区　ＳＤ517北西部遺物出土状況（東から） （２）15−１地区- 　ＳＤ198遺物出土状況（北から）

（４）15−１地区　３・４号墓全景　（東から）

（５）15−１地区　北東部遺構検出状況　（南から） （６）15−１地区　北部建物群　（南から）

（７）15−１地区　南半遺構検出状況　（北から） （８）15−1地区　ＳＫ220ç（南から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 û

（１）15−２地区

- 時塚３号墳全景

- （南東から）

（２）15−２地区

- 南半部遺構検出状況

- （東から）

（３）15−２地区

- 掘立柱建物跡ＳＢ２−02

- （東から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 ü

（１）15−３地区

- 調査区全景

- （南から）

（２）15−３地区

- 掘立柱建物跡S#３−01

- （西から）

（３）15−３地区

- ＳＫ11

- （東から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 ý

（１）15−4地区全景

- （北東から）

（２）15−15号墓全景

- （南から）

（３）15−16号墓全景

- （南西から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 þ

（１）15−16号墓-ＳＸ122検出状況（北から）

（３）15−４地区-ＳＤ31遺物出土状況（北から） （４）15−４地区-ＳＤ121遺物出土状況（北から）

（５）15−４地区-ＳＫ143検出状況　（東から） （６）15−４地区　ＳＤ30東端土坑検出状況（西から）

（７）15−４地区　竪穴式住居跡ＳＨ32掘削状況（西から） （８）15−５地区　ＳＨ16中央土坑遺物出土況（東から）

（２）15−16号墓-ＳＸ122掘削状況（北から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 ÿ

（２）15−17・18号墓全景

- （北西から）

（１）15−17～19号墓全景

- （北東から）

（３）15−５地区全景

- （北から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 Ā

（１）15−５地区

- 竪穴式住居跡ＳＨ16全景

- （北から）

（２）15−５地区

- ＳＸ20完掘状況

- （東から）

（３）15−５地区

- ＳＤ13・15全景

- （西から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 ø÷

（１）時塚遺跡17次調査地全景（南上空から）

（２）時塚遺跡17次調査地全景（北上空から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 øø

（１）17次Ｌ１～３地区全景

- （上空から、上が東）

（２）17次Ｌ１地区

- 竪穴式住居跡ＳＨ01

- （東から）

（３）17次Ｌ１地区

- 掘立柱建物跡ＳＢ01

- （南から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 øù

（１）17次Ｌ２～３地区全景

- （南上空から）

（２）17次Ｌ２地区全景

- （北から）

（３）17次Ｌ２地区

- 時塚14号墳全景

- （盛土除去前、南西から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 øú

（１）17次Ｌ２地区

- 時塚14号墳全景

- （盛土除去後、北西から）

（２）17次Ｌ２地区

- 時塚13号墳全景

- （南西から）

（３）17次Ｌ２地区

- 竪穴式住居跡ＳＨ07全景

- （東から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 øû

（１）17次Ｌ３地区全景

- （南から）

（２）17次Ｌ３地区

- 掘立柱建物跡ＳＢ01

- （北から）

（３）17次Ｌ３地区

- 時塚11・12号墳全景

- （北から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 øü

（１）17次Ｌ３地区

- 時塚11号墳遺物出土状況

- （東から）

（２）17次Ｌ４地区全景

- （上空から、上が東）

（３）17次Ｌ４地区全景

- （上空南から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 øý

（１）17次Ｌ４地区

- ＳＫ48遺物出土状況１

- （南から）

（２）17次Ｌ４地区

- ＳＫ48遺物出土状況２

- （南から）

（３）17次Ｌ４地区

- 時塚５号墳全景

- （南から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 øþ

（１）17 次Ｌ４地区

- 時塚５号墳周溝内遺物出土状

況（南から）

（２）17次Ｌ４地区

- 時塚６号墳遺物出土状況

- （東から）

（３）17次Ｌ４地区

- 時塚７号墳全景

- （北から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 øÿ

（１）17次Ｌ４地区

- 時塚７号墳遺物出土状況

- （北から）

（２）17次Ｌ４地区

- 時塚８号墳周溝

- （東から）

（３）17次Ｌ4地区

- 掘立柱建物跡ＳＢ01

- （南から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 øĀ

（１）17次Ｌ4地区

- 掘立柱建物跡ＳＢ02

- （西から）

（２）17次Ｌ４地区

- 掘立柱建物跡ＳＢ03

- （北から）

（３）17次Ｌ4地区

- ＳＫ49

- （南東から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 ù÷

（１）17次Ｌ５地区全景（南上空から）

（２）17次Ｌ５地区全景（上空から、上が東）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 ùø

（１）17次Ｌ５地区

- 17−２号墓全景

- （南から）

（２）17次Ｌ５地区

- 木棺墓ＳＸ01

- （西から）

（３）17次Ｌ５地区

- 17−３・４・15号墓

- （南から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 ùù

（１）17次Ｌ５地区

- ＳＤ136遺物出土状況

- （南から）

（２）17次Ｌ５地区

- 木棺墓ＳＸ161

- （東から）

（３）17次Ｌ５地区

- 17−１・６号墓全景

- （南から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 ùú

（１）17次Ｌ５地区

- ＳＤ125"遺物検出状況

- （南から）

（２）17次Ｌ５地区

- 木棺墓ＳＸ153

- （西から）

（３）17次Ｌ５地区

- 木棺墓ＳＸ154

- （東から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 ùû

（１）17次Ｌ５地区

- 木棺墓ＳＸ150・151

- （東から）

（２）17次Ｌ５地区

- 木棺墓ＳＸ67

- （東から）

（３）17次Ｌ５地区

- 17−７・15・16号墓

- （東から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 ùü

（１）17次Ｌ５地区

- 木棺墓ＳＸ68掘削状況

- （西から）

（２）17次Ｌ５地区

- 17−９・17・18号墓

- （東から）

（３）17次Ｌ５地区

- 木棺墓ＳＸ162

- （北から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 ùý

（１）17次Ｌ５地区

- ＳＫ149遺物出土状況

- （北から）

（２）17次Ｌ５地区

- 17−10～14号墓

- （北から）

（３）17次Ｌ５地区

- ＳＤ77北西部遺物検出状況

（北から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 ùþ

（１）17次Ｌ５地区

- ＳＤ113遺物出土状況

- （南から）

（２）17 次Ｌ５地区

- 木棺墓ＳＸ 138

- （南から）

（３）17次Ｌ５地区

- 北東部掘立柱建物跡群

- （南から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 ùÿ

（１）17次Ｌ５地区

- 掘立柱建物跡ＳＢ06

- （北から）

（２）17次Ｌ５地区

- 掘立柱建物跡ＳＢ05

- （東から）

（３）17次Ｌ６地区全景

- （南から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 ùĀ

（１）17次Ｌ５地区-ＳＫ169（北から） （２）17次Ｌ６地区-土器棺墓１検出状況（南から）

（５）17次Ｌ６地区-時塚４号墳全景（西から） （６）17次Ｌ６地区-掘立柱建物跡ＳＢ01、ＳＡ01（北から）

（７）17次Ｌ６地区-南西部掘立柱建物跡群（南から） （８）17次Ｌ７地区北排土置き場遺構露出状況（東から）

（３）17次Ｌ６地区-ＳＫＢ（南から） （４）17次Ｌ６地区-ＳＫＣ（南から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 ú÷

（１）17次Ｌ７地区全景

- （上空東から）

（２）17次Ｌ７地区

- 東半部遺構検出状況

- （西から）

（３）17次Ｌ７地区

- 17−20号墓

- （東から）



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 úø

出土遺物１

1�ʔ ��

1� ʔ 1�্

1�ʔ 1�Լ

1�ʔ ��

1�ʔ �5

1�ʔ ��



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 úù

出土遺物２
�1 ʔ 1�� �� ʔ 1��

1�ʔ ��

�1ʔ ��

�� ʔ 1��

�� ʔ 1��



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 úú

出土遺物３

�� ʔ ���

�� ʔ 1��

�� ʔ 1��

�� ʔ 1��

�5 ʔ �1�

�5 ʔ ���



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 úû

出土遺物４
1�� ʔ 1� 1�� ʔ̎

�5ʔ ��5

��ʔ 11

11� ʔ１

��ʔ ��

1�� ʔ̎
1�� ʔ１



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 úü

出土遺物５

15� ʔ̓

15� ʔ̎

15� ʔ ��

15� ʔ ��

15� ʔ �5

15� ʔ ��

15� ʔ̒

15� ʔ 1�

15� ʔ 1�

15� ʔ ��



時塚遺跡第 øüŋøþ 次çਤ൛第 úý

出土遺物６
�11 ʔ 1� 1�� ʔ 11

15� ʔ ��

15� ʔ ��

15� ʔ �1

�11 ʔ̑

�11 ʔ̐

15� ʔ ��
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ときͮかいͤき
だいじΎうごじ

時塚遺跡第 15 次

きΐうと;かめ
おかしうまじ
ͪΐうときͮか
京都府亀岡市馬
路町時塚

262064 6 35˃ 03˄ 50˅135˃ 33˅ 55˄ 20060904
～

20070222

5
400 ほ場整備

ときͮかいͤき
だいじΎうなな
じ

時塚遺跡第 17 次

きΐう;と;か
めおかしうまじ
ͪΐうときͮか・
すじͪがい
京都府亀岡市馬
路町時塚・筋違

262064 6 35˃ 03˄ 47˅135˃ 33˄ 55˅ 20070423
～

20070927

4
320 ほ場整備

備ߟɿ北Ң・東経の஋は世界測地系にͮجく。
所収遺跡名 छผ 主な時୅ 主な遺構 主な遺物 ಛ記事߲

時塚遺跡第 15-次 集མ・墓 ໻ੜ時୅

墳時୅ݹ
ඈௗ時୅
ಸྑ時୅

平҆時୅

竪穴式住居跡 � 方形周溝墓 �
木棺墓
ԁ墳
竪穴式住居跡
掘立柱建物跡 �溝 �土坑

掘立柱建物跡

໻ੜ土器 �石器

ਢܙ器 �土ࢣ器
ਢܙ器 �土ࢣ器
ਢܙ器 � 土ࢣ器 � ࠇ
৭土器 �੡Ԙ土器

ਢܙ器 � 土ࢣ器 � ྘
ᬵಃ器 � փᬵಃ器 �
器נ

多ྔの໻ੜ土器
を出土
৽たに時塚３号
墳を֬ೝ
「ਆ」と書かれた
๽書土器を出土
ᦰか׭

時塚遺跡第 17 次 集མ・墓 ೄ文時୅
໻ੜ時୅
墳時୅ݹ

ඈௗ時୅
ಸྑ時୅
平҆時୅

ؕし穴
方形周溝墓 �土坑 �木棺墓
竪穴式住居跡 �ԁ墳 �方墳

竪穴式住居跡
掘立柱建物跡 �溝
溝 �柱穴

石器
໻ੜ土器 �石器
土ࢣ器 �ਢܙ器

ਢܙ器 �土ࢣ器
ਢܙ器 �土ࢣ器
土ࢣ器

方形周溝墓 28 ج
৽たに方墳９ج、
ԁ墳２جを֬ೝ

所収遺跡名 要 ໿
時塚遺跡第15・17次 　時塚遺跡は、亀岡市域を୅表する໻ੜ時୅中期の集མ遺跡である。ࠓճは墓域の部分を主

に調査し、৽たに47جの方形周溝墓を検出し、多ྔの土器が出土した。また、埋葬施設がྑ
。に遺ଘするものも多く֬ೝされた޷
中）ج方墳９、（後期ॳ಄～後期前半）ج墳時୅では、時塚３号墳をはじめとするԁ墳３ݹ　
期後༿～後期ॳ಄）を֬ೝし、଄出付方墳である時塚１号墳に後ଓするݹ墳群の実ଶが໌ら
かとなった。
　ಸྑ時୅では、後半୅を中心に、遺跡のൣ޿にわたり、掘立柱建物跡群がల։する様૬が
໌らかとなった。中には施設の区ը溝とΈられる遺構もあり、「ਆ」と書かれた๽書土器΍
多ྔの੡Ԙ土器のଘ在から׭ᦰతੑ֨をもった遺跡であるとߟえられる。
　平҆時୅にいたっても掘立柱建物群の଄営はܧଓするが、ͦのൣғはڱくなり、中世ஈ֊
にはほとΜど遺構がݟられない状況が໌らかとなった。
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